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句
)
委
員
会
審
議
が
よ
う
や
「
好
ま
し
く
な
い
商
業
主

く
ス
タ
ー
ト
し
つ
つ
あ
る
が
、
裁
に
よ
る
性
や
娯
楽
で
青
少

今
後
の
予
定
は
い
ぜ
ん
未
定
年
の
健
全
育
成
に
害
を
及
ぼ

で
あ
る
。
会
期
末
(
八
月
八
す
も
の
は
規
制
し
な
け
れ
ば

日
)
が
近
づ
い
て
い
る
た
め
な
ら
な
い
。
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ

い
ろ
ん
な
事
態
が
考
え
ら
れ
ー
を
た
ま
り
場
に
し
て
慈
質

る
か
、
修
正
可
決
の
ま
ま
進
な
非
行
行
為
に
走
る
こ
と
も

む
の
は
か
な
り
困
難
と
見
ら
多
い
。
本
法
案
は
風
俗
営
業

れ
て
お
り
、
科
修
正
(
そ
の
の
健
全
化
に
大
い
に
効
果
が

場
合
可
決
し
て
も
再
び
衆
議
あ
る
と
思
う
。
撤
幽
す
る
意

院
に
回
付
さ
れ
る
)
、
廃
業
忠
は
な
い
。
(
警
官
に
対
し

も
あ
り
う
る
と
さ
れ
て
い
る
。
て
は
)
各
純
教
育
を
徹
底
し

人
権
侵
害
を
招
か
な
い
よ
う

に
す
る
」
(
四
川
大
臣
)

一
j
i
--1:…

「少
年
非
行
は

i

1
・

ci--:・
・
一
問
題
で
あ
る
が

瓜
営
法
と
の
因
泉
関
係
が
明

ら
か
で
な
い
。
青
少
年
の
健

全
育
成
は
答
察
が
取
り
組
む

問
題
か
。
む
し
ろ
総
合
的
対

策
こ
そ
必
要
で
は
な
い
か
。

瞥
官
非
行
の
解
決
の
ほ
う
が

先
決
で
は
な
い
か
」
(
志
苫

氏
)「
少
年
非
行
の
問
題
は
附

係
省
庁
、
地
域
社
会
と
の
連

携
を
通
じ
た
総
合
的
対
策
が

必
要
で
あ
る
。
し
か
し
出
来

上
っ
た
法
案
を
見
る
と
、
政

令
規
制
な
ど
へ
の
委
任
が
七

十
七
項
も
あ
り
、
や
は
り
繁

察
権
力
の
拡
大
と
考
え
ら
れ

る
。
議
議
会
な
ど
を
設
置
し

広
く
国
民
の
意
見
を
聞
く
べ

き
で
は
な
い
か
」
(原
国
氏
)

「
少
年
非
行
防

…
公
回
品
汁
…

止
は
指
摘
の
と

お
り
、
家
庭
や
地
域
社
会
を

含
め
た
総
合
的
対
策
が
必
要

で
あ
る
。
消
極
目
的
の
箸
察

だ
け
が
行
な
う
こ
と
は
妥
当

で
は
な
い
。
警
察
は
関
係
者

の
意
見
を
謙
虚
に
聞
く
べ
き

で
あ
る
(
し
か
し
本
法
案
は

撤
回
し
な
い

)。

政
令
等
へ

の
委
任
は
技
術
的
、
細
目
的

な
も
の
で
あ
り
、
法
の
範
囲

内
だ
か
ら
答
察
権
力
の
拡
大

で
は
な
い
」

(中
曽
根
首
相
)

「
青
少
年
の
健
全
育
成
は

国
民
的
課
題
で
あ
り
、
轡
察

と
し
て
も
重
要
な
責
務
の
ひ

と
つ
と
考
、
え
て
い
る
。
補
導

は
警
察
の
職
務
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
地
域
社
会
と
の
連
携

で
進
め
る
。
政
令
等
へ
の
委

任
は
い
ず
れ
も
法
律
の
範
囲

内
で
あ
り
、
瞥
察
へ
の
白
紙

委
任
で
は
な
い
。
風
俗
問
題

懇
談
会
に
諮
り
、
意
見
を
聞

き
、
そ
れ
ら
を
噂
重
し
て
決

め
て
い
く
」

(
田
川
大
臣
)

「
青
少
年
対
策
は
社
会
の

変
化
に
対
応
し
て
総
合
的
に

行
な
う
べ
き
で
あ
る
」

(森

大
臣
、
後
藤
閏
長
官
)

:ji--一
「法
案
で
ス
ロ

相関

H
a

一

・
:一:
:
;:
一

ッ
ト
マ
シ
ン
と

あ
る
が
、
こ
れ
は
従
来
か
ら

賭
博
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
い
う
機
械
(
ギ
ャ
ン
ブ

ル
機
)
を
一
定
時
間
内
と
は

い
え
、
情
少
年
に
自
由
に
使

用
さ
せ
る
の
は
問
題
で
あ
弘

テ
レ
ビ
ゲ

l
ム
機
は

(区
別

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
、
っ
ち

健
全
機
は
)
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
発
達
に
よ
り
社
会
の
す
み

ず
み
ま
で
広
が
っ
て
い
く
も

の
。
こ
れ
ら
を
画
一
的
に
(混

同
し
て
)
規
制
す
べ
き
で
な

く
、
一
定
の
基
準
を
設
け
て

規
制
で
き
な
い
の
か
」

(
原

因
氏
)

「
テ
レ
ビ
ゲ

l

…

答

弁

一
:
・
一
ム
機
に
つ
い
て

は
、
現
金
を
入
れ
現
金
の
出

る
も
の
は
禁
止
す
べ
き
で
あ

り
許
可
し
な
い
。
ス
ロ
ッ
ト

マ
シ
ン
は
単
に
コ
イ
ン
(
硬

貨
?
)
を
使
用
し
て
遊
技
す

る
も
の
で
あ
り
、
射
幸
心
を

そ
そ
る
こ
と
は
な
い
。
遊
技

自
体
を
規
制
す
る
の
で
は
な

く
、
賭
博
と
た
ま
り
場
防
止

が
目
的
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
文
化
の
発
達
を
阻
害

す
る
も
の
で
は
な
い
」
(
田

川
大
臣
)
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参
院
地
行
委
へ
付
託

審
議
の
波
乱
は
必
至
か

り
、
省
庁
に
よ
る
国
会
無
視

と
指
摘
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。
従
っ
て
波
乱
は
必
至
と

見
ら
れ
て
い
る
。

目
下
の
と
こ
ろ

(七
月
中

• 
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ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

(ゲ
ー

ム
場
)
を
新
た
に

「風
俗
営

業
」
に
す
る
こ
と
を
盛
り
込

ん
だ
「
風
俗
営
業
等
取
締
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

(新
風
営
法
案
)」

は
、
七

月
五
日
の
衆
院

・
地
方
行
政

委
員
会
で
自
公
民
に
よ
る
修

正
を
受
け
て
可
決
、
十
二
項

目
に
わ
た
る
付
帯
決
議
も
線

択
さ
れ
た
後
、
瑚
試
六
日
の
衆

議
院
本
会
議
で
「
修
正
、
付

帯
決
議
」
つ
き
で
可
決
さ
れ

た

(前
号
既
報
)
。
同
法
案

は
こ
の
よ
う
に
す
で
に
衆
議

院
段
階
で
重
要
法
案
化
し
た

こ
と
に
な
る
。

新
風
営
法
案
は
七
月
六
日

参
議
院
へ
送
付
、
こ
れ
を
受

け
た
参
議
院
で
は
(
す
で
に

同
法
案
が
重
要
法
茶
化
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
議
長
職

権
で
は
な
く
)
本
会
議
で
の

法
案
提
出
趣
旨
説
明
と
質
疑

を
行
な
う
こ
と
に
な
り
、
こ

れ
は
同
十
一
日
に
行
な
わ
れ
、

同
日
こ
の
法
案
は
参
院

・
地

方
行
政
委
一員
会
(
大
河
原
太

一
郎
委
員
長
)
に
付
託
さ
れ

た
。
問
委
員
会
で
は
こ
の
法

案
に
闘
し
、
。
慎
重
審
議
グ
で

臨
む
と
し
て
お
り
、
矛
盾
点

だ
ら
け
で
未
完
成
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
新
風
営
法
案
だ
け

に
、
委
員
会
審
議
に
先
立
つ

委
員
会
理
事
会
段
階
で
日
程

な
ど
を
め
ぐ
っ
て
す
で
に
紛

糾
し
て
い
る
も
よ
う
で
、
委

員
会
審
議
で
は
か
な
り
の
波

乱
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
参
議
院
本
会
議

(
七
月
十
一
日
)
で
の
政
府

答
弁
が
委
員
会
審
議
に
対
し

て
影
響
を
与
、
え
る
こ
と
に
な

る
が
、
い
ぜ
ん
と
し
て
ゲ
ー

ム
機
を
賭
博
性
の
高
い
も
の

と
そ
う
で
な
い
健
全
な
も
の

と
に
区
別
し
な
い
こ
と
を
政

府
側
が
主
張
し
て
い
る
た
め

に
、
す
で
に
矛
盾
し
た
答
弁

が
参
議
院
で
も
出
始
め
て
い

る
(
後
述
の
「
焦
点
採
録
」

の
う
ち
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
に

関
す
る
箇
所
な
ど
)。

な
お

瞥
察
庁
は
法
案
が
下
位
法
令

へ
委
任
す
る
事
項
に
つ
い
て

そ
の
内
容
を
通
産
省
と
の
聞

に
お
い
て
「
覚
書
」
の
形
で

ま
と
め
て
お
り
、
そ
の
内
容

を
N
A
O
が
全
会
貝
に
発
表

し
て
い
る
事
笑
が
あ
り
A

本

紙
第

m号
で
詳
報
)
、
こ
れ

は
国
会
審
議
の
先
取
り
と
な

本
会
議
入
り
で
社
公
か
ら
質
問

中
曽
根
首
相
、
田
川
大
臣
答
弁

| ゲーム場の風営化盛り込む新風営法案 [ 

文
部
大
臣
、
後
藤

m正
時
国

務
大
臣
(
総
務
庁
長
官
)
が

答
弁
に
立
ち
、
こ
の
日
の
質

疑
応
答
は
終
り
、
す
ぐ
さ
ま

新
風
営
法
案
は
参
院

・
地
行

委
に
付
託
さ
れ
た
。

こ
の
日
の
質
疑
応
答
は
全

般
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
す

で
に
こ
の
目
、
ゲ
ー
ム
場
を

無
理
や
り
風
営
化
す
る
と
い

う
同
法
案
の
予
盾
点
に
も
触

れ
て
い
る
。
七
月
十
一
日
参

院
本
会
議
で
の
社
会
、
公
明

の
二
党
に
よ
る
質
問
と
政
府

答
弁
の
う
ち
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

七
月
十
一
日
、
参
議
院
本

会
議
は
午
前
十
時
か
ら
十
一

時
十
分
ま
で
聞
か
れ
、
新
風

営
法
案
の
提
案
趣
旨
説
明
と

こ
れ
に
続
く
質
疑
応
答
が
行

な
わ
れ
た
。
趣
旨
説
明
は
悶

川
誠
一
自
治
大
臣
(
新
自
ク
)

が
行
な
い
、
こ
れ
に
対
し
社

会
党
の
志
百
裕
氏
(
地
行
理

事
)
と
公
明
党
の
原
町
立
氏

(地
行
委
員
)
が
質
問
に
立

ち
、
両
氏
は
新
風
営
法
の
問

題
点
に
つ
い
て
全
般
的
な
質

問
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
政
府
側
は
、
中
曽
根
康
弘

首
相
、
田
川
大
医
、
森
喜
朗

アミューズメン ト通信事土 鍋集・発行人

、

一
新
風
営
法
案
一

一
質
疑
と
答
弁
一

参
院
本
会
議

7
I
白
川
竹
什
口
H
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手
続
き
や
違
反
者
に
対
す
る

罰
則
な
ど
警
察
権
限
が
拡
大

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

む
し
ろ
警
官
に
よ
る
不
祥
事

が
広
が
る
こ
と
が
恐
れ
ら
れ

る
」
(
原
田
氏
H
公
明
)

「
風
営
法
改
正

一

答

弁

一

一i
l
l-
-:
…
で
行
政
響
察
の

権
限
が
拡
大
さ
れ
る
の
は
好

ま
し
く
な
い
が
、
同
法
改
正

は
本
来
の
鵬
首
祭
目
的
の
範
閤

内
の
こ
と
で
あ
る
。
本
法
案

を
撤
回
す
る
考
え
は
な
い
」

(中
曽
根
首
相
)

子
ど
も
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
で

遊
ば
せ
て
な
ぜ
健
全
育
成
か

n0.241 
W時 8/1

.:ji--一
「法
案
で
は
従

苗
圃

H

ロ

.

f
i
l
l--一
釆
瞥
察
に
よ
る

許
可
権
の
な
い
も
の
を
加
え

さ
ら
に
関
連
営
業
も
取
り
込

ん
で
い
る
が
、
許
可
・
届
出

制
で
鵬
首
祭
管
理
下
に
お
く
こ

と
で
は
健
全
な
風
俗
営
業
を

脊
て
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。

む
し
ろ
こ
う
し
た
警
察
権
限

の
拡
大
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る

癒
諮
の
お
そ
れ
が
あ
る
。
行

き
過
ぎ
た
規
制
は
か
、
え
っ
て

危
険
で
は
な
い
か
。
本
法
案

を
見
直
し
、
再
提
出
す
べ
き

で
は
な
い
か
」
(
志
苫
氏
H

祉
会
)「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
訴

可
営
業
に
し
、
関
連
営
業
を

届
出
制
に
し
、
対
象
を
大
幅

に
拡
大
し
て
い
る
が
、
許
可

資
料
・
下
位
法
令
指
定

8 
画



( 2 ) 

ま

ず

同

協
会
を
社

団
法
人
化

す
る
件
に

つ
い
て
、

そ
の
ゆ
州

作
業
の

一

環
と
し
て

会

μ会
社

に
附
す
る

-一、hE
-
d
u川
川

J
.

、
I
U

4
4
'
hu
出
品
訓

w
af
t

と
統
川
げ
が

必
唆
で
め

る
と
の
は

地
か
ら
、

調
伐
に
つ

い
て
の
一

定
の
具
体

的
プ
ラ
ン
が
佐
山
山
さ
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
結
M
「
山中

務
即
日
が
を
委
以
民
と
し
、
社

団
法
人
化
の
た
め

の
呼
門
委

只
会
を
設
筒
し
、

内
脊
検
討

な
ど
準
備
作
業
を
進
め
て
い

μ二
十
社
、
社
八
十
九
社
と

な
っ
た
。
人
会

H
ア
ル
フ
ァ

電
子
側
(
本
社
休
明
ぶ
県
上
尾

市
、
新
井
一
夫
社
長
)
、
附

カ
プ
コ
ン

(本
悦
大
阪
、

比

上中
滋
二
社
長
)
、
」一
利
屯

f

附

(本
社
氷
点
、
ん
斤
川
嶋
叫
門
社

長
}
!
一
一
.
初
屯
「
は
代
助

会
員
。
な
お
今
同
の
即
一
事
会

を
機
に
、
入
会
得
伐
に
際
し

て
理
事
会
で
の
検
川
後
、
放

終
的
に
正
刷
会
長
に
よ
る
剛

被
を
行
な
う
こ
と
が
決
定
さ

j
た
。

風
営
化
に

絶
対
反
対

国|

、

を

• 

上の写真はJAMMA第20回理事会(7月4臼)のようす

J
A
M
M
A
第
初
回
理
事
会
で
さ
ら
に
強
い
姿
勢

へ

---h. 滋I.t.械管理者のたlt).?;
‘青少年指導員聾成講底、

第三Ii郷泌物品z.r

H
L
4
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン
一
l.
業
協
会

(
J

A

M

M
A
、
本
源
ぃ
米
京
、

中
村
牧

哉
会
長
)
で
は
七
月
四
日
、

米
京

・
永
岡
町

T

B
R
ヒ
ル

で
第
二
卜
M
聞
也
事
会
を
聞
き

当
山
の
胤
位
法
問
削
胞
に
つ

い

て
、
山
川
一川
似
品
九
1
b
剛
叫
が
会

{
・h
a

月
十
五
日
)
で
の
ぷ
本
万
針

を
改
め
て
確
認
す
る
と
と
も

に
、
さ
ら
に
銭
カ
な
反
対
運

動
を
絞
け
る
こ
と
を
ホ
川
間
附
し

た
。

こ
れ
は
，
M
M
緊
急
剛
也
事

会
で
、
ゲ
ー
ム
場
風
常
化
を

椛
る
川
川
公
法
改
疋
に
は
絶
対

反
対
の
立
場
を
と
り
絞
け
る

と
し
、
そ
の
戦
術
な
ど
は
正

副
会
長
に

一
任
す
る
と
な
っ

て
い
た
の
を
、

す
る
も
の
。

衆
議
院

・
地
行
委
で
の
同

法
案
審
議
状
況
は
、

J
A

M

M
A
作
成
の
十
丘
ぺ
l
ジ
に

わ
た
る

「
議
事
概
要
」
に
沿

っ
て
H
市
山
中
似
怖
か
ら
川
品
川
さ

れ
た
。

こ
の
山
中
で
、

川
法
案

が
J
A
M
M
A
の
桁
自制
し
て

い
る
と
お
り
数
多
く
の
矛
市

山
…
や
問
題
点
に
質
疑
が
集
中

し
同
会
で
審
議
中
だ
が
、
な

に
ぷ
ん
同
会
決
日
に
よ
る
も

の
な
の
で
日
ド
の
と
こ
ろ
は

辿
し
は
明
ら
か
で
な
い
、
と

し
て
い
る
。
均
怖
の
巾
か
ら

は

「
与
党
議
員
の
理
解
を
得

て
も
、
そ
の
後
す
ぐ
に
讐
祭

改
め
て
雌
泌

げ
か
ら
の
巻
き
返
し
が
あ
リ

こ
れ
が
か
な
り
の
い
燃
m
を
ひ

き
起
し
て
い
る
。

こ
の
同
庁

の
や
り
方
に
は
N

A

O
が
相

当
パ

ッ
ク
ア

y
プ
し
て
い
る

む
よ
う
だ
」
と
の
鰍
去
ら
あ

っ
た

そ

の

他
さ
ま
ざ
ま
な

議
泌
が
行
な
わ
れ
た
の
ち
、

詩
祭
斤
へ
の
対
応
を
含
め
風

営
化
反
対
の
た
め
の
「
具
体

的
な
戦
術
な
ど
一

切
を
正
副

会
長
に

一
任
す
る
こ
と
」
が

本
認
さ
れ
た
。

こ
の
内
容
は

前
M
以
急
理
ぃ明
会
の
決
定
と

事
実
上
同
じ
で
あ
り
、
帥
m
d

す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

風
営
法
問
題
以
外
の
議
題

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。

67社137人受講
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〈
」
こ
と
が
決
引
決
さ
れ
た
。

部
会
、
委
υ
H
会
加
m
h
川

(
別

に
仰
向
山
叫
)
が
行
な
わ
れ
た
。

会
U
H
の
人
退
会
に
つ
い
て
は

次
の

三
社
が
入
会
し
、
現
ト
代

正
会
只
六
十
九
社
、
純
叫
助
会

身
に
つ
け
た
ゲ
ー
ム
場
行
型

行
を
長
成
す
る
た
め
の
む
の

で
、
昨
年
・
じ
川
に
第
-
刷
、

今
年
一
月
に
第
二
回
が
聞
か

れ
た
。
今
一凶
は
業
界
が
風
営

問
題
で
総
れ
て
い
る
状
況
下

で
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
主

俄
行
側
は
汗
少
年
他
全
行
成

が
強
い
社
会
的
要
消
と
な

っ

て
お
り
、
ゲ
ー
ム
場
の
風
営

化
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、

す
べ
て
の
ロ
ケ
に
は
よ
り
確

問
と
し
た
内、
王
規
制
が
必
要

で
あ
り
、
そ
こ
に
講
座
開
催

の
臨
宮
け
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

AF
阿
は
し
ハ
卜
七
社
か
ら
百

三
十
七
名
が
受
講
、

全
員
に

修
了
誌
が
授
与
さ
れ
、
こ
れ

で
第
一
回
、
第
二
聞
を
合
わ

せ
計
三
百
二
l
七
名
の
♂
H

少
年
桁
弥
日ゲ
が
誕
小
し
し
た
。

な
お
受
減
資
仙
怖
か
引
は
初
刷
が

J
O
U
会

μの
み
、
ニ
同
日

に
N
A
O
会
員
も
対
象
と
な

り
、
今
回
か
ら
は
そ
れ
以
外

の
業
お
も

(般
的
で
)
受
講

で
さ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し

か
し
そ
の
内
択
に

つ
い
て
主

似
行
側
は
「
長
講
将
の
フ
ち

セ
ガ
社
、

タ
イ
ト
|
、

ナ
ム

コ
な
ど
は
N
A
O
を
退
会
し

た
と
し
て
い
る
が
、
M
N
A
O

で
は
そ
れ
を
保
留
に
し
て
い

る
よ
う
な
の
で
、
は
っ
き
り

と
分
け
ら
れ
な
い

」
と
し
て

い
広
v
。

創
造
性
を
高
め
る
効
米
が
あ

り
な
が
ら
、
反
而
山
士七
州
胤
制

が
守
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が

版
悶
で
社
会
惑
に
な
り
つ
つ

あ
る
、
と
指
摘
さ
れ
た
。
特

別
講
演
は
最
終
日
に
行
な
わ

れ
、
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
の

教
育
に
強
い
関
心
を
抱
い

て

い
る
俳
優
の
点
野
災
心
氏
が

泌
師
に
招
か
れ
、
同
氏
は
子

ど
も
の
委
は
大
入
社
会
の
反

映
で
あ
り
、
大
人
は
自
分
の

生
き
方
に
責
任
を
持

つ
べ
き

だ
と
悠
調
。

こ
の
後
開
講
式

を
も
っ
て
三
日
間
の
全
日
れ

を
終
え
た
。

な
お
次
闘
の
同
講
座
は
卜

月
十
七
日
か
ら
三
日
間
、
一焔

関
市
内
で
聞
か
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
。

さ
て
初
臼
の
開
議
式
で
同

民
会
泌
の
上
付
事
務
局
長
、

J

O

U
早
見
理
事
長
、
N
A

O
の
内
回
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
係
修
が
あ

っ
た
後
、
議
-M訟

に
入

っ
た
。
ま
ず
講
義
と
し

て

t
村
が
務
局
長
が

「
山
少

年
間
泌
の
慨
袋
」
を
、
千
集
大

学
の
坂
本
教
授
が
「
庁
少
年

指
導
に
つ
い

て
の
留
意
点
」

を

科

学

警

察

研

究
所
環
境

研
究
室
の
星
野
室
長
が
「
市

少
年
非
行
の
現
状
」
を
テ
ー

マ
に
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
行
な

っ
た
。
仙
川
報
交
倹
は

「
4
1
ど

も
と
遊
び
」
を
テ
ー
マ
に
行

な
わ
れ
た
。
バ

、不
ル
討
議
で

は
四
人
の
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
主

に
、
ゲ
ー
ム
機
は
集
中
力
、

ゲームマシン

そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
と
。

て
い
る
将
に
然
別
の
負
担
を

て
明
確
な
応
微
を
定
め
、
都

八

胤

併
山
間
連
営
業
に
つ

・か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
趨

泊
府
県
腎
祭
の
第

一
線
に
重

い

て

は

、
今
後
と
も
作
効

適

正

に

迎
川
す
べ
き
で
あ
り
、

る
ま
で
周
知
徹
底
す
る
こ
と
。
切
な
取
締
り
に
努
め
る
こ
と
そ
の
U
H
都
道
府
県
響
祭
の
第

五
ゲ
l
ム
機
の
規
制
の
は
む
ち
ろ
ん
、
法
の
網
を
逃
一
線
に
烹
る
ま
で
周
知
徹
底

在
り
方
に
つ
い
て
引
き
続
き
れ
る
脱
法
的
な
形
態
で
こ
れ
す
る
こ
と
。

検
討
す
る
こ
と
。

ら
の
営
業
が
営
ま
れ
る
こ
と

l

報
告
又
は
資
科
の
縫

六

遊

技

機

の

技
術
市
新

の
な
い
よ
う
人
的
欠
絡
が
由
、
出
に
よ

っ
て
で
き
る
限
り
済

が
必
し
い
現
状
に
か
ん
が
み、

構
造
設
備
胤
制
得
本
法
に
よ
ま
せ
る
も
の
と
す
る
と
と
も

技
術
ょ
の
脱
怖
の
検
討
に
際
る
脱
制
の
対
象
、
脱
制
の
内
に
、
報
作
又
は
提
出
川
矧
仙
川
守

し
て
は
、
学
識
経
験
者
及
び
容
に
つ
い
て
も
、
.
途
次
強
化
に
つ
い
て
は
、
法
の
忽
行
に

業
界
代
表
等
第
三
お
の
意
見
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
照
ら
し
必
要
最
小
阪
の
も
の

，(-， i吊干子の反il!い等いにを協にう jEげゆ会 るでそ 3摘そ動活 でしの
決用の指すによのこ 、殺カ当も ffi1Jる化はイ・こあの卯党のに動十あ て粘
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付

帯

決

議

政
附
は
、
本
法
の
施
行
に

当
た
り
、
次

の
事
項
に
つ

い

て
善
処
す
べ
き
で
あ
る
。

一
現
下
の
世
相
に
か
ん

が
み
、
少
年
の
健
全
な
保
必

育
成
比
び
善
良
の
風
俗
の
保

持
等
を
図
る
た
め
、
総
合
的、

科
学
的
制
伐
の
上
少
年
非
行

の
防
止
、
性
病
の
予
防
及
び

売
が
の
防
止
等
を
更
に
徹
底

す
る
総
合
的
な
施
策
を
速
や

か
に
講
ず
る
べ

き
で
あ
る
こ

シ」
。二
本
法
の
運
用
に
当
た

っ
て
は
、
ぷ
m
引
の

n由
、
品
仰
内

楽
の
自
由
等
滋
法
で
保
郎
さ

れ
て
い
る
ぷ
一
本
的
人
権
を
侵

害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
慎

重
心
配
慮
す
る
こ
と
。

三

風
俗
営
業
お
へ
の
指

導
に
当
た
っ
て
は
、
営
業
の

内
出
を
紋
大
限
移
項
す
る
と

と
も
に
、
作
煙
者
制
度
が
AN

業
の
自
主
性
を
扱
う
こ
と
の

な
い
よ
う
特
に
鎖
電
に
運
用

す
る
こ
と
。

四

「
接
待
」
の
意
義
に

つ
い
て
は
、
風
俗
営
業
の
重

裂
な
.
山
女
作
に
当
た
る
の
で
、

地
行
委
(
7
月
5

日)
で

衆
院
• 

(全女)

第241号

採
択
さ
れ
た
付
帯
決
議

エ
ン
タ
ー
が
テ
ク

ユ
一一
フ
リ
社
と
長
期
提
携
ノ¥

を
聴
取
し
て
尊
重
し
、
機
械

の
画
一
化
を
招
い
た
り
、
時

代
の
ニ
l
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た

技
術
刷
発
を
返
泌
さ
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
運
用
に
特
段

の
配
慮
を
す
る
こ
と
。

七

広

告

及

び

行
.
伝
の
川崎

制
に
当
た

っ
て
は
、
適
正
か

っ
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う

そ
の
基
準
の
明
際
化
を
図
り
、

邸
近
府
県
融
市
民
の
第

一
線
に

一
セ
る
ま
で
周
知
徹
ほ
す
る
こ

九

本
法
に
基
づ
く
政
令

等
の
制
定

及
ぴ
本
法
の
運
用

に
当
た
っ

て
は
、
研
究
会
等

を
設
置
し
、
地
方
公
共
団
体

の
関
係
者
を
含
め
各
界
の
意

見
を
聞
く
こ
と
吟
に
よ
り
、

法
の
運
用
に
抽
出
川
り
な
き
を
期

す
こ
と
。

寸

融省
察
職
員
の
立
入
り

に
当
た
っ
て
は
、
次

の
市
…
に

留
意
し
て
、
い
や
し
く
も
脆

維
の
乱
川
や
正
当
に
常
業
し

に
限
定
す
る
こ
と
。

2

本

法

の

指

導
に
当
た

る
旨
を
明
示
す
る
特
別
の
証

明
』
を
従
ぷ
す
る
も
の
で
あ

'hv
・』ル」
。

3

本
法
の
運
用
に
関
係

の
な
い

絞
狸
帳
簿
等
を
提
出

さ
せ
又
は
み
る
こ
と
の
な

い

よ
う
に
す
る
こ
と
。

4
立
入
り
の
行
使
は
倒

人
の
悲
立
的
判
断
に
よ
る
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ

1984年8月1日

側
ユ
ニ
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ

(本
社
仙
台
市
、
五
千
良

光
社
民
)
で
は
、
ス
ペ
イ
ン

の
テ
ク
フ
リ
社

(本
社
バ
ル

セ
ロ
ナ
、
ホ

ル
へ

・
カ
レ
ラ

ス
社
長
)
と
の
問
で
六
月
上

旬
、
業
務
提
携
を
結
ん
だ
。

健
燐
内
容
は
①
双
任
に
社

以
を
派
遣
し
技
術
交
流
を
行

な
う
、

②
テ
ク
フ
リ
社
の

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ユ
ニ
エ
ン
タ

ー
も
参
両
す
る
、
③
テ
ク
フ

リ
社
側
発
ゲ

1
ム
機
に
つ
い

て
共
同
で
そ
の
裂
造
、
販
売

を
進
め
る
'
ー
ー
な
ど
と
な

っ

て
い
る
。
そ
の
新
製
品
は
今

秋
の
A
M
シ
ョ
ー
で
発
表
さ

れ
る
も
よ
う
。
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左
の
写
真
上
は
A
B
C
古開会
・
矢
作
氏
{
後
列
左
か
ら
三
人
目
)
と
泉
陽
・

山
田
氏
(
問
ヱ
人
目
}、

深
川
経
済
特
区

発
展
公
司
・縁
組崎
経
理

(前
列
左
端
)、

深
岨崎
市・

周
市
長

(向
=一人目
)
ら
。
下
はハ

ニ
l
レ
イ
ク
完
成
予
惣
図

A
B
C
商
会
が

総
紙
一
行
惚
刊
を
MU
え
る
ト
八

ブ
ロ
ジ
ヰ
ク
ト
に
な

っ
て

い

る
。
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
中

間
最
大
の
レ
ジ

ャ
ー
ゾ
l
ン

と
な
る
。
山也
凡
叫
ー
が
は
抗

一

則
か
・
り
第
一二
山
川
ま
て
に

分
け

ら
れ
て
い
る
か
、
す
で
に
.

却
の
ホ
テ
ル
や
キ

ャ
ハ
レ
ー

な
ど
は
オ
ー

プ
ン

し
て
い
る
。

第
一

則
は
泌
一
附
随
設
を
小
心

と
し
た
[上
下
で
、
へ
，
午
卜

一

川
小
旬
克
，
l
、
ォ
i
フ
ン
を

い
指
し
て
い
る

ぷ
附
さ
れ
る
准
同
胞
J
は
、

コ
ー
ス
ん
h
・k
f
v
の
a
.
M
松

山
以
一
リ

「
W
ル
l
プ
コ
ー
ス

タ
ー
」
、ハ
リ川
さ
州
l
L
八

日
で

九
卜
しハ
入
品
恥
り

の
観
覧
山
下
、

九k
.以
「・
ハ，
h
;
の

コ
ー
ス
ル
』

池
の
トL
に
山
川
け
た

シ
斗
ヅ

ト

コ
ー
ス
タ
ー、

全
長
問
「
い川

と
い
・
つ
以
い

コ
l
ス
を
点
る

括
担
当
し

心付川山八ムぺ叶

(
A
H
必
A
B
C
レ

ジ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム

}

尚
H州
が
あ

っ
て
よ
い
へ

ー
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
で
は
な
く
プ

レ

イ
ヤ
ー
に
受
入
れ
ら
れ
る
尚

仏
を
供
給
す
べ
き
だ
」
な
ど

の
ぷ
は
が
山
さ
れ
た
。

こ
の

ほ
か
小
・
小
企
業
下
広
川
の
「
川

.波
動
向
判
州
上
旬

』
を
法
に
、
テ

イ
ス
ト
リ
ビ

ュ
l
タ
ー
の
今

後
の
トク
川
性
に
つ

い
て
検
川

ム
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
卜
九
凶
会
人
けは、

一

"川
w
rE
F
-
-

，.
‘
・
L
----V12町内ん''
え
内、4
、

・4
M
M釈
AHA
ST-
'人
剖
制

M階、九月
V1U
%
A

が
決
必
院
本
会
必
で
ザ
決
さ

れ
た
中
1
H
の
あ
わ
た
ど
し
さ

の
な
か
で
聞
か
れ
た
も
の
で
、

川
会
九
日
で
そ
の
鍬
行
が
な
さ

L

:
。

ふ
A

ふ人昨
年
必
れ
に
同
部
会
が
実

泊
し
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
訓
伐
の
紡
川市
(本

紙
m
m
U
に
て
.
決
約
脱
出
削
)

に
つ
い
て
、
こ
れ
を
ま
と
め

て
製
本
に
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。
そ
の
際
コ

メ
ン
ト
を
新

た
に
付
け
る
こ
と
に
な
り

そ
の
内
谷
に
つ
い
て
の
本
が

山
さ
れ
た
が
、
川
会
け
は
か
ら

の
立
は
も
係
リ
入
札
て
総
リ

ド山一し、

さ
ら
に
胤
常
問
題
に

つ
い
て
の
コ
メ
ン

ト
も
加
、え

る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
ほ

か
紋
泣
ま
た
T
V
ゲ
l
ム
機

の
無
断
コ

ピ
l
H川
が
山
凶

っ

て
い
る
の

で
、
九
州
立
を
似
す

立
は
も
山
さ
れ
た
。
作
社
の

新
製
品
の
動
向
に
つ

い
て
情

報
交
換
も
行
な
っ

た
。

一

が
遊
戯

機
関
係
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

判
中
↓
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い

る
。
ま
た
川
社
は
ハ
ニ

ー
レ

作

}
'
h
F
l
i
:
・
‘，

.

イ
ク
で
mh附
m山
ド
別
立
キ
仏
山

に
附
す
る
け
本
側
窓
川
と
し

て
の
法
務
を
一げ
な
・
7
H
小
純

一例法
品
川
収
代
以
公
司
、
日
本
人

のべ
中山
中
の
似
を
凶
る
A
B

C

旅
行
社
れ
限
公・
4
ら
そ
れ
ぞ

れ
ぷ
弘
、
さ
ら
に
本
仕
の
資

本
合
し
川
資
し
て
小
川
で
の

が
た
民
間
に
立
欲
を
は
せ
て

い
る
。
川
社

の
矢
作
社
以
は

「こ

の
契
約
に
際
し
内
外
の

大
手
数
社
と
の
帥
統
合
が
あ
っ

た
が
、

中
川
側
は
大
r
A肌
怯
止

の
お
ご
り
を
さ
ら
い

、
ぷ
ぃ
収

で
小
川
り
の
き
く
小
hr
主
の

ほ
う
が
よ
い
、
裂
は
い
けベに
小

川
の
党
民
を
考
え
て
く
れ
る

か
ど
う
か
だ
と
し
て
、
当
社

の
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
」
と

川
阿
っ
て
い
る
。

?に
て

機
種
納
入
予
定

-
一

揖d
R
 

•• •• •• 
膏

、

ぉ=モH・榔i虫物ntur

?土/作'

，

ぞ

小
川
が
出
米
作
深
川
杭
治

判
別
収
一に
佳
品
以
を
進
め
て

い

る
大
川
胤
悦
な
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン

ド
，
件
後
刈
従
似
付
込

(
ハ

ニ
ー
レ
イ
ク

・
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ

}
の
准
同
地
部
分
に

つ
い
て
、
ω
A
B
C
商
会
(本

社
札
帆
市
、
火
作
仁
ぶ
従
長
)

が

一
一
的
担
当
し
て
い
る
こ
と

が
こ
の
ほ
ど
明
ら
か
に
な
っ

-''o 

''h 
中
川
で
は
削
悦
介
円
数
ヵ
叫

・-怜
内
同
州
.
J

へ
と

け
・7
川
以
必

l
i
i
1
1
1
1

1
:
 

し
た
地
械
を
ぷ
け
、
ょ
ょ
に

下
山
外
川
と
の
九
け
資
会
社
を
品
川

立
し
，
川
山
総
寸
前
に
よ
リ
い
ろ

い
ろ
な
産
業
を
発
泌
さ
せ
よ

う
と
す
る
部
分
的
問
敗
政
策

が
と
ら
れ
て
わ
ね
リ
、
な
か
で

む
丹
治
と
の
同
岐
に
あ
る
深

川
料
。
併
特
別
院
の
党
川
氏
は
け

は
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

A
B
C
尚
会
は
二
年
前
の

い
作
に
北
京
で
聞
か
れ
た
五

f

機
総
民
心
会
に
村
上中
か
ら
山下

似
山
川
以
し
、
T
V
ゲ
ー
ム
機

を
山
川
し
た
が
、
そ
れ
以
後

中
川
側
と
の
彼
触
を
深
め
て

き
て
お
リ
、
昨
年
卜
4・
川
に

巾
同
側
の
窓
H
で
あ
る
深
川

経
治
特
区
発
展
公
司
と
の
問

で
遊
同
胞
ぷ
の

一
一
知
党
作
契

約
を
交
わ
し
た
。
し
か
し
同

社
で
は
そ
の
品
川
川
れ
判
が
大

き
す
ぎ
る
よ
と
か
ら
、
州
中旬

日
山
は
丹
治
の
け
系
銀
行
、
M
H

U初
業
務
は
大
子
商
社
二
社
(H

商
岩
井
否
港
と
九
和
大
阪
本

H札
)
に
そ
れ
ぞ
れ
川
代
わ
り

し
て
む
・
り
う

よ
と
に
な

っ
た

そ
し
て
川
礼
か
仲
介
の
労
を

と
り
、
大
引
退
川
施
ぷ
に
つ

い
て
は
以
陥
興
業
側

(本
社

大
阪
、

山
川
:ア川叩
Hい
れ
ど
か

-
，
尚
H
れ
を
泊
じ
て
ハ
ニ
l
レ

イ
ク
に
八
機
M
m
b』
設
問
す
る

ニ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
小
川
k

来
物
機
と
ゲ

|
ム
機
な
ど
'
U

A
抗
さ
れ
る
が
、
ニ
れ
に

つ

い
て
は
八
B
C
刷
会
が
附
.
れ

れ
以
卜
の
機
械
を
納
入
す
る

こ
と
に
な

っ
て
い
る

ハ
ニ

|
レ
イ
ク
は
倣
地
，
山

総
が
約
三
.h
uH
，
十
打

γ
あ
り
、

J

・トじり
千
万
げ
の
人
泣
川
と

九
州
レ

ジ
ャ
ー
焔
ぷ
、
サ
フ

ァ
リ
公
刷
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

な
ど
が
ぷ
川
さ
れ
る
，
ず
定
で
、

ー
5
4
2
t
 

. 

._ 

" 

rベ
リ
な
ど
八
機
Mm
の
ほ
か

ゴ

l
ヵ
l
卜
や
ボ
ー
ト
、
小

引
品
取
物
機
、
ゲ
ー
ム
機

(
T

V
ゲ
l
ム
臨
時
、
メ
タ
ル
ゲ
ー

ム
機
、
ブ
ラ
イ
ズ
マ
シ

ン
な

ど
}
問
“
ム
H
JU
ぷ
位
さ
れ
る
。

ハ
ニ
|
レ
イ
ク
の
託
公
は

小
川
と
行
必
の
へ
N
資
会
社
Z
H

訟
刈
滋
山
市
党
以
パム・
4
t
が
行

な
う
が
、
こ
れ
に
A
B
C
尚

会
も
参
加
し
、
川
H円
に
ぷ
h

止

し

た

A
B

C
M似
品
市
ぷ
倫
校
術

モ
ノ
レ
ー
ル
、

「

エ
/ 

タ

フ

ラ絶
イ 1111
ズマ

ノ~. L.. . 
;[:."，、ン'

ilic 、ン

メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
、

ゲームマシン

タ
イ
ト
l
新
作
展

ツ
パ
|
⑤
「
ザ

・
ゲ

l
ム
ス
」

(氷
川
マ
イ
ル
ス
タ
|
社
製
て

パ
ー
を
しし
げ
ド
け
し
て
鰍
耐

の
仰
点
の
付
い
た
山
八
に
ポ
ー

ル
を
人
れ
て
い
く
⑨
「
バ
ラ

ン
ス
ポ
l
ル

」
が
微
小附
さ
れ

た
。

こ
の
川
崎
か
従
米
機
の
T

V

ゲ

|
ム
機

「
ビ
ク
ト
リ
ア

ス
ナ
イ
ン

」
、
ブ
ラ
イ
ズ
マ

シ
ン

「
キ
ャ
ン
デ

ィ
ば
っ
く

ん
」
JU川氏
..
 
小
さ
れ
た
ー

な
わ
ね

{点
以
)
会
均
で
は

川
村
問
先
の
A
M
ロ

ボ
ッ
ト

や
同
社
抜
い
の

「
キ
ス
カ
ラ

ー
弓
ボ
シ
ス
テ
ム
」
を
WM
介

し
た
ハ
ネ
ル
む
民
..小
さ
れ
る

な
ど
、
川
H刊
の
h
r
m
A
安
飢
W
J
U

ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た

川
社
で

は
以
近
の
傾
向
に
つ

い
て
「
フ

リ
γ

パ
!
の
所
要
が
少
し
|

向

い
て
き
て
い
る
よ
、
?
だ
」

と
し
、
ま
た
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト

シ
ョ
l
附
似
に
つ
い
て

t

従

米
は
内
般
的
に
版
必
を
U
的

と
し
た
む
の
だ
ヮ
た
が
、
む

し
ろ
当
社
と
し
て
は
こ
れ
ほ

ど
安
定
供
給
で
き
る
と
い
う

当
仕
の
妥
勢
を
知

っ
て
い
た

だ
く
ら
の
へ
と
変

っ
て
主
て

い
る

ら
関
係
業
匹
引
が
向
会
場
九
日
わ

せ
て
約
じ
h
u
H
卜
人
が
参
集

し
た
。
AI
川
先
ぶ
さ
れ
た
問
機
"

の
T
V
ゲ
|
ム
機
は
次
の
と

お
り
。
①

「
キ

ッ
ク
ス
タ
ー

ト
」

H
オ
ー
ト
バ
イ
レ
l
ス

が

テ

l
?
で
、
三
段
階
の
レ

パ
|
シ
フ
ト
を
版
依
す
る
し

の
。
②
「
ジ
ャ
イ
ロ
グ
イ

ン
a

H
リ
ア
ル
会
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー

が
な
ぬ
ず
る
峨
争
ゲ

ー
ム
(
①

②
と
も
本
号

「ヰ
山
胞
の

7
y

ン
」
参
間…
)。
③
「
パ

ギ

|
-

チ
ャ
レ
ン
ジ
」

H
3
0
効
米

の
あ
る
州
削
で
パ
キ
ー
を
巡

似
し
、
的
行
の
た
を
州
リ
に

爪
原
や
砂
泌
を
わ
ど
行
し
て
い

く
ゲ
l
ム
で
、
シ
ァ
ト
ダ
ウ

ン
式
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
で
展
.
小

さ
れ
た
。
③

『
メ
タ
ル
ソ
ル

ジ
ャ

ー

・
ア
イ
ザ
Y

ク

H

ス
ク
ロ

ー
ル
州
刷
で
地
上
と

常
山中
の
敵
を
次
々
と
喰
似
し

て
い
く
峨
附
ゲ
l
ム

内

あ

と
も
に
八
川
中
旬
発
売
の

，寸

定
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
|
ム
機
は

ス
ポ
ー
ツ

の
社
界
選
子
維
の

ぷ
介
を
テ
|
?
と
し
た
フ

リ

調
査
結
果
製
本

い
て
ぷ
は
・
父
換
を
行
な
う
・
』

と
に
な

っ
た
J

こ
こ
で
谷
部

会

μ
か
ら

「祈
製
品
の
み
を

プ
レ
ー
す
る
客
と

一
機
的
を

じ
っ
く
り
プ
レ
ー
す
る
作
が

い
る
の
で
、
同

一
以
咋
で
J
以

い
機
械
ν

を
問
断
ず
る
こ
と

は
で
さ
な
い
、

「
ゲ
|
ム

場
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
で
も
あ
る
の
で
、
T
V
ゲ

ー
ム
に
陥
ら
ず
い
ろ
い
ろ
の

~ 

o
p
へ
の
安
定
供
給
の
姿
勢
示
す

側
タ
イ
ト
|
(本
社
点
京
、

阪

・
京
区
の
凶
際
見
本
市
会

中
西
昭
総
社
長
)
で
は
川
社

館
で
そ
れ
ぞ
れ
聞
き
、
新
作

プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
シ
ョ

ー
を
米
T
V
ゲ
l
ム
機
川
機
怖
を
党

以
会
場
は
h

ハ
川
・
・
1
4
・

H
に

た

し
た
ほ
か
、
ア
ー
ケ
ー
ド

川
社
本
悦
シ

ョ
ー
ル
ー

ム
で
.
ゲ
ー
ム
機
数
機
的
を
似
以
し

し
人
阪
会
場
は
・

・
l
-h
け
に

大

た

こ

れ

に

オ

ペ

レ

ー

タ

ー

風
営
法
改
正
反
対
確
認

D
B
部
会
、

J
A
M
M
A
の
デ
ィ
ス
ト

リ
ビ

A
1
タ

l
m
会

(泌
会

い

UK
J
川
悩
俊
太
郎
氏

・
側
カ

ワ
ク
ス

)
で
は
六
月
じ
臼
に

第
三
ト
八
回
会
人
刊
を
、
じ
月

六
H
に
お
ニ
ト
九
凶
会
合
を

そ
れ
ぞ
れ
点
以

・
水
川
川
の

T
B
代

ピ
ル
に
て
聞
い

た
J

第
三
ト
八
川
会
へ
い
で
は
胤

常
問
題
の
紙
沿
に
つ
い
て
H

南
呼
務
か
ら
説
明
が
あ
り、

J
A
M
M
A
と
し
て
は
あ
く

ま
で
川
法
楽
に
絶
刈
反
対
の

立
場
を
円
い
て
い
る
行
の
w
m

h
け
が
な
さ
れ
た
。

川
会
へ
け
か
ら

ν
ヒ
ソ
ト
尚

H川
の
そ
の
後
"
に
つ
い
て
約

制
限
交
換
を
行
な
う
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
れ
祉

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
ゃ
な

地
条
件
に
怖
ぷ
が
あ
り
、
川

，
レ

ベ
ル
で
の
J
M
川
は
仰
し

い
し
川
泌
が
あ
る
と
い
う

こ

と
で
、
ト川
向
を
変
え
て
、
ど

の
よ
う
な
尚
品
が
ロ

ケ
ー
シ

ョ
ン

に
ボ
め
ら
れ
る
か
に
つ

第241号

コ
ナ
ミ
エ
業
の
英
国
子
会
社

平
岡
氏
が
社
長
に

場
へ
の
供
給
は
す
べ
て
兆
凶

コ
ナ
ミ
社
か
行
な
い

、
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ

ュ
ー
タ
ー
を
辿
じ

て
の
供
給
と
と
も
に
川
れ
が

瓜
後
阪
完
む
行
な
っ
て
い
く
。

ほ
初
に
被
っ
て

い
る
T
V
ゲ

ー
ム
機
は

「
タ
イ
ム
パ
イ
ロ

ッ
ト
制
』
で
‘
'
昨
年
数
機
怖

を
倣

っ
て
い
く
と
し
て

い
る
。

所

ι地
は
次
の
と
お
り

1984年8月1日

コ
ナ
ミ
工
業
側
(
本
社
大
阪
、
一
木
友

一
一
社
長

)
に
よ
る
と

1
a川
以
正
社
以
}
が
英
同
に
災
同
コ
ナ
ミ
社
は
，
h
川
二
|

ぷ
以
し
た
子
会
社

「
コ
ナ
ミ
・
・h
け

に
が
傍
析
を
取
得
、

h

ハ

リ
ミ
テ
ッ

ド
L
の
代
ト
代
行
か

川

一
一
H
A
U
必
し
‘
コ
ナ

ミ
仁

決
ま
り
、
川
「
会
社
が
欧
州
業
の
げ
い判
以
係
以
だ

っ
た.巾
γ

市
場
に
向
け
て
の
た
務
を
す
同
行
ぺ
氏
が
社
長
に
就
任
し

で
に
進
め
て
い
る
こ
と
が
、

て
い
る
。
そ
の
業
務
内
容
は

ミ
の
は
ど
明
ら
か
に
な

っ
た
。
コ
ナ
ミ
工
業
裂
T
V
ゲ
l
ム

米
同
コ
ナ

ミ
社

(本
社
力
機
の
欧
州
に
お
け
る
版
必
促

リ
ツ
ヰ
ル
ニ
ア
州
ト
ラ

ン
ス
・
込
で
、
川
悦
製
品
の
欧
州
市

穴
Z
2
5
2
r
C
《
一

「
乞

hhi
m
-
E

Z
Z
Z在
日

由
也

司
-
R

一《一何コ円一
d
NF角
高
円

-e
HWU
2
2
v
Z
・

乙
と
与
一
2
5
「
ヱ
〉
』
由
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。



( 4 ) 

新
風
営
法

を
前
提
に

折

σ〉
来且

つ
く
り

N
A
O
第
げ
回
理
事
会
で
検
討
、

第241号

ひかり博

第三将位11便物定。"J

日
本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(
本
部

-東
京
、
内
同
情
会
長
、

N
A

一
O
)
で
は
七
月
三

H
、
東
京

一
の
霞
ヶ
附
ピ
ル
に
て
第
十
七

一回
埋
市
会
を
聞
い
た
。

一

同
川
一
本
会
は
新
風
営
法
案

一
い
か
「
近
い
将
来
同
会
を
泊
る
」

一
(内
回
会
長
)
と
の
観
測
を

一
前
提
に
し
な
が
ら
、
会
議
の

一
大
半
を
、
新
風
守
口
法
が
成
立

一
し
た
後
で
制
定
さ
れ
る
都
道

一府
県
で
の
条
例
な
ど
に

つ
い

一
て
、
そ
の
内
谷
に
関
し
て
折

一
衡
を
行
な
う
た
め
の
組
織
作

一
リ
を
中
心
に
、
般
討
が
な
さ

i

，-t
た

'
!
一

冒
一
肌
挨
拶
に
立
っ
た
内
問

、〉一

会
長
は
「

N
A
O
あ
る
い
は

F
業
界
全
体
の
組
織
作
り
に
つ

J

い
て
、
風
営
法
問
題
に
か
ら

i
め
て
ど
う
も

っ
て
い
け
ば
効

一

米
的
て
あ
る
か
を
群
議
し
て

~

い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

今

続
い
て
衆
議
員

・
地
方
行
政

委
員
会
で
の
審
議
内
谷
に

つ

い
て
向
原
常
務
か
ら
却
抑
止
円
が

ゲームマシン第241号1984年8月1日( 5 ) 

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
す
で
に

本
紙
が
報
じ
て

い
る
と
お
り

新
風
営
法
楽
に
つ
い

て
は
与

野
党
か
ら
疑
問
点
が
絞
山
し

て
大
論
議
が
反
問
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
{
向
原
常
務

は
「
(
衆
議
院
地
行
委
で
の
)

議
事
は
順
調
に
流
れ
た
と
言

え
る
、

(
ゲ
ー
ム
坊
の
風
営

化
は
)
と
リ
込
ま
れ
た
も
の

と
し
て
質
問
が
行
な
わ
れ
て

い
る
絞
皮
」
と
報
告
し
て
い

o
 

'
A
V
 
組
織
作
リ
に
つ
い

て
は
内

閉
会
長
か
ら
、
も
し
川
法
楽

が
成
h
u
.
し
た
場
人
い
の
八

U
営

業
対
象
お
と
そ
れ
以
外
の
業

いれ
と
に
ト人
き
く
分
け
、
前
者

は
剛
山
道
府
県
別
に
紺
A
N
を
、

後
いれ
は
成
杭
の

N
A
O
lx
m

と
は
ぽ
川
絞
め
組
織
を
そ
れ

ぞ
れ
作
り
、
こ
め
て
つ
の
組

織
の
卜
部
肉
体
と
し
て
H

小

山
八
迎
合
会
。
の
よ
う
な
も
の

を
設
け
る
こ
と
が
悦
楽
さ
れ

た
。
ま
た
真
剣
副
会
長
か
ら

八
円
刀
営
裟
刈
象
者
の
組
人
け
に

写
真
は
東
京
・

池
袋
の

『
ひ
か
り
博
』
入
口
に
て

開催
サンシャインシティで

1984年8月1日
〆.、4・‘

ア
イ
レ

記
念
式
典
。

主1-tMS司>f史ヰ.TJ必IIJ

ア
イ
レ
ム
附
(
本
村
大
阪

山
川
松
原
市
、
高
叫
折
社
長
)

で
は
・ハ
リパ
卜・
ハ
口
、
大
阪

・

京
区
の
大
阪
コ
ク
サ
イ
ホ
テ

ル
に
て
、
同
村
創
立

l
川
年

の
記
念
式
典
を
聞
い
た
。

こ
れ
は
同
日
引
い
か
内
総
で
削
川

-u.|
周
午
を
旬
、
つ
た
め
に
聞

い
た
も
の
で
、
少
数
の
米
貨

の
ほ
か
は
同
社
の
全
川
の
沿

業
所
か
ら
約
一
.h
・ハ
卜
b
h
の

社
いは
が
参
集
。
米
自
は
、
4
4

取
引
先
や
銀
行
関
係
と
、
A

M
業
界
か
ら

U
本
ア
ミ
斗
|

ズ
メ
ン
ト

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

(N
A
O
)
の
内
川
会

協
会大阪帆布と遊園施設の業者で

友永勝氏の叙勲
4企h
Z玄を祝うs 

Jら

州
大
阪
テ
ン
ト

(本
社
大

阪
)
の
友
永
勝
社
長
が
さ
き

ほ
ど
産
業
功
労
者
と
し
て
動
…

μ
等
端
半
れ
を
回
以
与
さ
れ
た

が

(ぶ
・
紙
第
邸
号
既
報
)
、

同
氏
に
附
係
の
川
怖
い
人
た
ち

が
世
話
人
と
な
っ
て
じ
日
付
問

日
、
大
阪
の
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
に
て
「
友
・
水
勝
氏
叙
品
開
…受

訟
を

M-つ
会
」
が
聞
か
れ
た
。

こ
れ
に
は
同
社
が
所
以
し
て

よ入

10 

織
を
分
け
る
こ
と
で
業
界
が

分
散
し
、
そ
の
給
米
力
が
弱

く
な
る
と
の
懸
念
を
訴
、
え
る

立
見
が
多
く
山
さ
れ
た
。
こ

れ
に
刈
し
N
A

O
本
部
は
「
法

人
絡
の
あ
る
団
体
を
作
リ
郎

つ
い
て
、
と
り
あ
、
え
ず
市
業
道
的
川
市
と
折
術
す
る
こ
と
が

協
同
組
A
け
の
形
で
発
足
さ
せ
、
急
務
で
あ
り
、
今
は
将
米
の

川
法
条
に
碁
づ
く
各
都
道
府
こ
と
を
一
言
っ
て
い
る
段
階
で

山
県
条
例
の
規
制
緩
和
を
求
め
は
る
い
」
(
兵
制
州
会
長
)

る
活
動
を
行
な

っ
て

い

き

た

と

し
て
、
あ
く
ま
で
新
風
情
ハ

い
、
と
の
立
見
が
出
さ
れ
た
。
法
楽
が
成

σ.す
る
と
い
う
前

そ
し
て
八
サ
営
業
と
そ
れ
以
世
に
ぶ
つ
て
の
組
織
作
り
を

外
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
営
業
キ
張
し
、
結
局
、
郎
道
的
川
町

を
兼
ね
る
業
名
は
、
前
述
・
一

に抑制
A
H
を
作
っ
て
い
く
こ
と

つ
の
組
織
の
両
方
に
加
入
す
に

N
A

O
本
部
が
い
似
般
的
に

る
こ
と
に
な
る
、
と
付
け
加
応
絞
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
‘

え
ら
れ
て
い
る
。

(

そ

う

い
う
組
介
を
作
っ
た

こ
の
提
案
に
対
し
れ
限
引
'
後
の
活
動
子
山
な
ど
の
)「
将

か
ら

「
今
の
組
織
を

・分
す

き

る
こ
と
は
そ
れ
だ
け
別
体
化

す
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い

か
」
、

「悩
井
県
条
例
は
八

サ
営
業
か
ど
う
か
に
聞
係
な

く
設
湾
機
日
刊
で
規
制
を
加
、
え

て
お
リ、

今
後
他
山
川
県
で
も

-
}
の
よ
う
な
規
制
が
な
さ
れ

る
川
能
性
も
あ
る
の
で
、
業

界
が
分
縦
し
た
ら
そ
れ
に
付

応
で
き
な
い
」
、

「
J
A
M

M

A
い
か
全
削
反
対
で
行
動
し

て
い
る
現
段
附
で
討
議
す
べ

き
問
題
で
は
な
い

」
な
ど
組

米
の
こ
と
」
に
つ
い
て
は
今

後
の
検
討
課
題
と
さ
れ
た
。

そ
こ
で
都
道
府
県
ご
と
の

折
術
に

つ
い
て
の
具
体
的
内

伶
〆

「
卜
立

K
HK
オ
ノ
1

3
T
.
7

-

イ
!
?
メ

s
f
τ'

ト
」
と
し
て
引
さ
れ
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
風
流
対
象
い
や

瓜
お
よ
び
風
俗
材
業
と
し
て

の
規
制
が
取
を
少
な
く
す
る

こ
と
と
千
続
出
の
m
m
化
を

小
心
に
、
業
界
を
ト
仰
利
な
十刀

向

へ
も
っ
て
い
く
た
め
の
前
官

官
ポ
州
引
が
列
挙
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
に
は
新
風
営
法

案
の
内
容
肉
体
を
変
、
え
な
い

似
リ
、
条
例
や
政
令
な
ど
ド

位
法
令
で
緩
和
し
た
り
簡
時

化
し
た
り
で
き
な
い
要
望
市

市
も
見
ら
れ
る
。

N
A
O
は

ゲ
ー
ム
場
の
風
営
化
を
認
め

た
う
え
で
、
他
行
部
で
の
細

か
い
緩
和
を
波
情
し
て
い
く

と
い
う
・ぷ
坊
を
と
っ
て
い
る

と
交
け
と
れ
る

が

、

方

で

は

「
胤
九
日
一
由
化
に
A
K
而
反
対
は

ん7
J
U
変
わ
ら
な
い

」

(
内
川

会
長
)
と
し
て
お
り
、
こ
の

問
題
に
関
し
て
い
ぜ
ん
矛
約

し
た
態
度
を
と
り
続
け
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
第
一一
回
指
持
員

養
成
端
康

(し
ハ
バ
ペ
十
七

H

か
ら
e

・
H
間
)
の
報
止
け
が
あ

っ
た
。
ま
た

N
A

O
本
部
の

S
C
部
会
以
下
で
あ
っ
た
緋

似
氏

(州

H
本
ド
リ
ー
ム
車
内

楽
閥
的
判
長
)
の
逮
揃
ポ
件

に
つ
い
て
「
本
部
で
そ
の
実

桝
理
事
は
辞
任
に

氷
点

・
池
袋
の
サ
ン
シ

ャ

イ
ン
シ
テ
ィ

で
七
川
じ
旧
か

ら

「
例

T
o
k
y
o
ひ
か
り

仰
覧
会
」
が
成
聞
大
に
附
山
除
さ

れ
て
お
リ
、
こ
れ
に
附
ナ
ム

コ

(
本
社
東
京
、
小
村
稚
故

判
長
)
と
明
u
田
村
叫
旅
立
内
業
附

(本
壮
大
阪
、
岡
本
田
円
明
村

長
)
が
そ
れ
ぞ
れ
出
展
し
て

い
'
A
V

。

ょの写真はNA 01呈事会(7月3日)、下は大レ協例会(6月18日)にて

-・・・・・

、九

ー

し
て
九
月
¥
円
ま
で
の

ah
イ
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
も
山
製

八
円
間
の
会
期
で
行
な
わ
れ
さ
れ
て
い
る
。

A

M
ロ
ボ
ツ

て
い
る
J
U
の
。

ト

で

は
ナ
ム
コ
の

「
パ
ボ
ツ

附
会
場
内
に
は
いけ
川
小
山
防
報
ト
」
は
か
数
機
日
刊
が
展
示
さ

通
信
シ
ス
テ
ム

(l
N
S
)
、
れ
て
い
る
。

グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る

光
一
辿
灯
、
よ
米
の

よ
l
ム

・

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
ら
ど
の

絞
新
料
字
技
術
を
民
ボ
す
る

ほ
か
、
尚
業
川
を
は
じ
め
と

態
が
犯
援
で
き
な
か
っ
た
」

(
宮
原
市川
務
)
と
の
弁
が
あ

り
、
同
氏
は

「不
起
訴
釈
欣

と
な
っ

た
」

(
阿
)
が
、
川

恒
を
貯
任
し
同
社
が
退
会
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
め
は
か
会
民
の
入
退
会

に
つ
い
て
は
、
多
数
が
す
で

に
退
会
し
た
と
伝
、
手
均
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
退

会
社
は
(
倒
産
会
社
を
含
む
)

五
社
し
か
報
告
さ
れ
て
い
な

い
。
退
会
五
社
は
西
日
本
ド

リ
ー
ム
産
業
側
の
ほ
か
附
主

協
娯
楽
、

(以
下
は
、
伊
名
簿

抹
消
。
と
し
て
)
刷
オ
リ
エ

ン
ト
海
波
、
制
大
栄
商
会
、

ダ
イ
サ
ン
商
事
側
。
ま
た
新

人
会
員
に
つ
い
て
は
次
の
六

社
が
鰍
符
さ
れ
た
。
側
イ
ト

ウ
洋
行
、
側
イ
ー
ス
タ
ン
コ

マ
|
ス
、
制
寿
尚
ぃ血中
、
附
マ

ル
タ
カ
、
側
ニ
チ
レ
、
側
ミ

ヤ
サ
ン
。

新
役
員
陣
を
発
表

大
阪
レ
ジ
ャ
ー
機
総
糊
〈事

務
局
大
阪
、
峯

久
理
事
長
)

て
は
し
ハ
月
十
八
日
、
大
阪

・

本
の
自
の
背
少
年
会
館
に
て

八
月
例
会
を
聞
き
、
五
月
総

会
で
則
一
事
長
指
名
と
な
っ
て

い
た
役
員
を
次
の
と
お
り
発

表
し
た

(
副
理
卓
長
以
外
は

全
員
新
任
)
。
訓
即
一
事
長

H

問
中
能
…雄
氏
、
専
務
組
ぃ争
H

尚
H

久
縫
氏
、
削
仕
事

H
道
風
敏

明
氏
、
小
林
符
氏
、
民
事
H

松
水
二
郎
氏
。

こ
の
ほ
か
①
大
阪
府
青
少

年
条
例
に
対
応
し
健
全
娯
来

に
徹
す
る
た
め
の
同
組
合
内

主
規
制
系
が
検
討
さ
れ
た
。

φ
ス
阪
健
全
娯
楽
業
組
合
(
仮

「

N
A
O
理
事
不
起
訴
」

実
は
有
罪
、
罰
金
問
万
円

明
昌
が
遊
園
地
部
分
担
当

は
A
M
ロ
ボ
出
品

こ
の
ほ
か
川
会
場
内
に
は

別
品
巡
営
に
よ
る
H

遊
間
地
々

が
ι
叫
ん
主
附
さ
れ
て
お
り
、
遊
間

地
設
を
は
じ
め
ア
ー
ケ
ー
ド

コ
ー
ナ
ー
や
カ
ー
ニ
バ
ル
コ

ー
ナ
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。

な
お
上
似
お
で
は
会
期
小
の

入
場
者
数
を
八
|
力
人
に
見

込
ん
で
い
る
。
(
洋
し
く
は
泊

勺
て
紹
介
)

um
Mτ
J
問
め
ん
の

「一HU問
調
叫
同
村
山
相

y
、

i
l
l
-

N
A
o
m山市
?
を
泌
捕
」
の
記

明
小
、

釧
保
氏
に
刈
す
る
刷

ポ
処
分
に
つ
い
て
亙
大
な
誤

認
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次

の
と
お
り
訂
王
し
ま
す
。

一
知
川
保
管
防
犯
課
に
よ
る

と
常
山
中
川
閉
山
内
は
う
助
の
疑

い
で
逮
捕
さ
れ
た
州
似
氏
は

訂
正

迎、ぇ

高
嶋
社
長
は
新
分
野
の
意
欲
示
す
挨
拶

た科可.
グ)，志、
f'乞」
21の記J.l
十世士、l念:は
紀石川 し京
|てか、
を|、新
テ捌砂1m
lべひ 省11
マあ と FJj
となと (1

ナ
ム
コ

.... 、

，・h

'‘ 

.. ‘ 

!
ム
機
に
荷
下、

刊
明
山
年
金

M

に
μH山
業
所
(
ニ
卜
三
ヵ
刈
)

制
を
肱
十人
し
は
ば
州
引
の
の
体

制
と
な

っ
た
。

h
l
例
年
抗

心
引
を
変
必
し
ア
イ
レ
ム
附
と

な
り
、

M
Hれ
は
ナ
ナ
オ
グ
ル

ー
プ
の

一
げ
は
と
し
て
川
村
の

附
ベ
応
力
と
ナ
ナ
オ
の
生
耐
力

と
が
あ
い
ま
っ
て
、
川
川
.
則
川

に
大
き
な
党
同
慌
を
泳
一
げ
て
き

て
い
る
。
同
祉
の
今
後
の
打

針
に
つ
い
て
い
け
間
的
社
長
は
，
厳

し
い
山
山
十
に
あ
る
が
、
H

1

附一

び
々
は
な
く
な
ら
な
い
。
今

後
J
U

遊
び
を
従
供
し
続
け
て

い
き
た
い
。
そ
し
て
ケ

l
ム

ア
イ
レ
ム
創
立
川
周
年
記
念
式
典
の
会
場
の
よ
う
す

長
、

u本
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
マ
ン
ン
士
業
協
会

(J

A

M
M
A
ず
の
川
川
叫
ん
ぷ

μ
、

ア
ミ
斗

i
ズ
メ
ン
ト
泊
ハ
い
い
は
札

の
ぶ
本
社
、
ょ
の
二
氏
が
山
山
町

ーしト~
。
式
典
は
ま
ず
し品
川
社
長
い
か

快
妙
に
な
ち
、

M
H
1川
川
し
仏
以

米
の
縦
断
を
ぶ

っ
た
。
制
札
札

は
汁
一
本
忠
二
氏

(
川
吋
側
カ
ブ

コ
ン
社
長
)
が

f
ど
も
川
機

械
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て

附
利
川
|
九
年
仁
川
に

I

V

M
M附
(川
社
川
社
名
)
を
ぷ

丘
、

μ
ー
二
年
に
附
ナ
ナ
オ

と
促
併
し
い
ち
什
l
く

T
V
ゲ

い
る
大
阪
山
川
帆
仏
製
品
「
業

組
A
U
と
金

ut中
迎
同
地
ぷ
協

会
の
谷
会
以
、
な
ら
び
に
川

れ
の
取
引
先
な
ど
関
係
行
ら

が
多
数
山
防
し
、
同
氏
の
え

れ
を
削

っ
た
。

悦
安
に
先
な
っ
て
同
氏
の

V
A
L
A
K
リ
E
¥

，、

〉
、

，、、
，、

車
時
九
y
h
J
ハ
カ

2
リ

・λ
叫間一昨

帆
布
川
副
H

山
下
業
組
九
日
の
同
本

公
生
則
一いや
い以
ら
γ

礼申
引
の
米
貨

の
川
m
M
が
行
な
わ
れ
た
。
んし

u本
遊
同
地
設
協
会
か
ら
は

コ
ー
ナ
ー
も
反
問
す
る
と
と

も
に
、
沢
松
止
だ
け
で
な
く
版

先
J
U
品
川
化
す
る
。

し
い
尚
H

山
一分
針
に
も
進
山
し
、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
附
党
に

つ
い
て
も
ま
だ
川
一
山
に
は
る

い
も
の
を
米
午
に
は
発
ド
ん
す

る
FT
-L
に
な

っ
て
い
る
ω

そ

の
た
め
に
し
新
し
い
遊
び
を

開
発
し
て
い
く
」
と
述
べ
、

①
位
以
、
②
%
に
尚
足
し
て

な
っ
て
叱
服
し
て
き
た
t

と
を
叫
刷
、
え
た
3

ニ
乃
麦
、

4

1
活
必
ニ
ι
i

、

:
i

ト
i
:
it
-
-

献
し
て
き
た
と
し
て
側
ナ
ナ

オ
の
A
M
機
泌
が
業
部
に
感

溺
状
が

m-り
れ
、
続
い
て
抗

日
以
の
ぷ
杉
に
M
W

っ
た
。

M
Hれ

ヒ
ソ
ト
ゲ
ー
ム

「
ム
|
ン
パ

ト
ロ
ー
ル
」
を
問
先
し
た
州

山
氏
と
間
党

m
h州
泌
が
築

制
札
紙
社
と
し
て
わ
れ
れ
川
り
さ
れ

た
の
を
は
じ
め
、
川
切
紙
功
労

杭

(eh
人
)
、
催
。以
社
川口
抗

(h
人
}
、
ゲ
ー
ム
ア
イ
テ

ア
机

(μ
人
}
江
か
い
九
年
特

効
抗
な
ど
へ
H

討
し
ハ
ト
八
人
と

一
成
に
ぷ
杉
状
が
憎
ら
れ
た
。

川以
後
に
卜
同
年
を
機
に
今

後
の
川
社
の
術
針
と
す
べ
〈

社
内
で
必
ら
れ
て
い
た
ス
ロ

ー
グ
ン
と
テ
ー
マ
の
発
表
が

あ
っ
た
。
ド
川
川
卜
山
…
の
応
日
以

の
小
・
か
ら
巡
ば
れ
た
の
は
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

「
フ
リ

さ
ら
に
祈

とい Ik ~t I，;J f)Jに氏米と大
い つ氏おの氏を Jiーの伐し(1'
うでは十Lllo;>lのたの J)Jめて ;fi
立ぷ 「の 1係た製材i削悦 ie旬

友永勝氏叙動受.を祝う会にて、上の写真は祝辞を述べるJAPEAの ，i法二 党政カごたえ rと A予防会
大倉治副会長(左)と友永勝氏夫妻。下の写真はパー判 明のようす はの'ft4歩行ちたよとはを L
P'マ157申おア 「守で二二ニニ - 一一 二 一竺二 1な人しにな二 。人も _.J主が

i ~a-::一二 J ー ・ ペー で一ー唱.型 < 'I~. たぶわ人このに様べ会
. 11 ~hii'iiiiìiii画園田園田町民司 圏 、 をか つ J.lかの l'、j 、 にた l~

以 1iJ-らたたらあ JJ)Jと 反 。代
はむと反 。イとと の く4くれ )"1'

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
安
勢
で

進
ん
で
い
く
。
た
だ
じ
八
引
川
町

ド
に
お
目
に
か
か

っ
た
時
、

長
十
戸

i
ヲ

L
こ

?
f愛
、

刊
w
o
J
A
t
o
e
A
4
d
J
J

ノ

''l

階
以
に
印
川
む
し
て
社
会
の
た

め
に
ご
協
力
を

A
引
す
る
」

と
の
お

J
W取
を
よ
く
わ
き
ま

え
て
、
こ
れ
か
ら
の
行
動
を

と
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
後
、
祝
日
公
は
〈
小
削
(
な
ど
を

し
父
え
な
が
ら
な
ご
や
か
に
進

め
ら
れ
た
。

オペレーターのパートナー
1人よDも2人@カで
繁務内容 …

・ゲームコーナーの共同経営
・ゲームマシンの長期制賦販売
・長期資金議資

ケイ・アミューズメントリース続
東京(425)8102 大阪(365)8879

ー
シ
ン
カ
|
-
ア
イ
レ
ム
」
、

テ
!
?
は
「
ア
イ
レ
ム
の

M

は
尚
一
び
の
准
化
を
み
つ
め
、

ア
イ
レ
ム
の
子
は
よ
ろ
こ
び

の
ツ
山
を
い
飢
げ
、
ア
イ
レ
ム

の
心
は
ゆ
と
り
の
あ
る
ぷ
米

を
創
る
」
と
い
う
も
の
で
、

こ
の
作
成
行
二
人
も
友
杉
さ

t

し一手、
。

2噌
d副
司

d

，，

も
ら
え
る
会
抗
、
③
地
域
村

会
に
oH
献
で
き
る
会
村、

④

旬
、川
な
会
社

ー

を
川
以
川

と
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と

し
て
い
る
。

米
川
市
川
の
倒
的
の
小
で
N
A

O
の
内
川
会
民
は

「
ト
年
間

の
覚
以
ぷ
リ
は
低
限
(
的
で
あ

り
、
こ
れ
は
A
M
泳
界
に
お

け
る
功
利
で
も
あ
る
」
と
述

べ
た
。
ま
た

J
A
M
M
A
の

制
川
川
会
長
は
中
村
会
民
の

代
即
と
し
て
山
山
し
「
多
く

の
附
仰
を
令
社
民
が

一
九
と

ー
」

「
不
起
訴
で
釈
波
さ
れ
た
」

の
で
は
な
く
、

「
有
罪
、
制

令
十
万
円
」
と
す
る
略
式
命

令
が
六
月
十
六

H
に
下
り
、

七
月
一

日
に
同
氏
が
罰
金
を

納
付
し
、
略
式
手
紙
き
(
刑

事
訴
訟
法
第
州
百
六
十
一
条

以
卜
)
が
完
了
し
た
と
の
ニ

と
。
従

っ
て
、
前
記
記
車
中

「事
実
上
無
罪
釈
放
」
な

の

..... 

'‘ 

謹
称
)
は
府
下
の
業
者
団
体
ら

が
平
等
の
立
場
で
設
ぶ
に
協

力
す
る
こ
と
に
る
っ
て
い
た

の
を
、

い
つ
の
間
に
か

N
A

O
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に
大
レ
協
が
反
対
し
、
紘

一一

・

へ

国

}

}

ツ

ス

1
出

稼
同

l
w
一
ビ

8
中

日
.
，
、
画
創

パ

一
日
=

3

・、，
.Cの
サ

ベ

=

ヒ
E

E

E

ロ叩

ス

6
u

-
l
i
-
c
用

ク

4
m

伊
圃

M
U
M
-
ム

ツ

9
Z

M
I
l
a
-浪
一

マ

パリ
Z

3

l

i

p

-
f
e-

v
h
E
l
l
-
s
ウ

一

oz

M
M
W刷
似

阿

ト

u

一

マ・E
E品田
M

ら

具

t
z

=

ぁ

エ

1
z

一

-

-

-

ら
び
に
「
終
察
の
見
込
み
般

公
が
失
敗
」
な
ど
は
、
事
実

に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。

机
保
氏
は
、
現
職
の

N

A

O
理
事
で

い
た
段
階
で
行
な

っ
た
行
為
に
つ

い
て
、

「
出

金
十
万
円
」
を
支
払
わ
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と
を
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
に
よ

り、

N
A
O
は
単
に
叫
川
氏
の

退
任
や
返
会
で
い
前
む
問
題
で

な
く
、
N
A
O
の
庇
り
ん
と

し
て
責
任
が
間
わ
れ
る
の
で

は
な

い
か
、
と
街
・制
さ
れ
て

い
る
。

1'1: 
口

局
内
紙
に
反
し
た
う
え
で
単

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
と
の
制
限
侍
が
な
さ
れ
た
。

特
許
・
実
用
新
案

出
願
公
告
・
公
開

(
6
月
刊
日
i
7
月
刊
日
)

将
司
庁
に
出
願
さ
れ
た
特

リ
ヰ
川
お
よ
び
実
用
新
案
の
公
告

な
い
し
公
聞
の
段
新
分
て

A

M
業
界
関
連
の
も
の
は
次
の

と
お
り
。
記
ぃ争
内
山科
は
、
公

告
/
公
聞
の
日
付
、
発
明
/

考
案
の
名
称
、
出
願
人
、
公

告
/
公
開
番
号
、
出
願
番
号

の
順
に
出
向
似
。
な
お
⑬
は
審

LA

民
法
嗣
求
の
あ
っ
た
も
の
を
示

し
て

い
る
。
具
体
的
な
内
谷

に
つ

い
て
は
、
各
地
の
発
明

協
会
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

特
許
出
願
公
開

七
月
七
臼
付

H

「
ハ
ミ
ル

ト
ン

・
ル
ー
ト

・
ゲ
ー
ム」
、

佐
川
勝
宏
希
(
点
点
)
、
公
開

1
1
8
1
8
2

出
願
日
1

2
2
8
4
8
1
0

「
テ
レ
ビ

ゲ

i
ム
装
置
」
、
附
リ

コ
l

(東
京
)
、
公
開
1
1
8
I

8

4
、
出
即
日
|
2
3
4
4

7
3
。
「
ゲ

l
ム
装
荷
」
、

シ
ャ
ー
プ
附
(
大
阪
)
、
公

開

1
1

8
1
8

5
、
出
願

u

s
-
-
n
L

。J
η
L
A
L
η
L
q
J

。

七
月
十

一
日
付

H

「
テ
レ

ビ
ゲ
|
ム
装
置
」
、
デ
ー
タ

イ
ー
ス
ト
附

(東
京
)
、
公

開

1
2
0
1
8

4
、
出
願

u

t
-
-内
L
q
J
q
J
A
V

勺，A
性

。

実
用
新
案
出
願
公
開

七
月
六
日
付

H

「
回
転
式

ぶ
ら
ん
こ
」
、
山明
υ田
特
殊
産

業
側

(大
阪
)
、
公
刷
。

1

0
0
4
8
7
、
出
願
日
l
I

A
性

t
i
つ
ん
の

6
p
b
。

七
月
十
州
日
付

H

「
遊
戯

裟
筒
」
、
任
天
企
附
(
京
都
)
、

公
開

1
0
5
1
8

0
、
山
附明

日
1
2

0
1
8
6
3
。

戸

a、

平
素
は
格
別
の
お
引
立
て
を
賜
わ
り
、

一早
く

弊
社
が
昨
年
七

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、

月
に
発
売

い
た
し
ま
し
た
「フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ビ

ュ
l
タ
」
は
、

今
日
で
は
、

弊
社
の
開
発
製

造
に

係
る
家
庭
用
カ
セ

ッ
ト
式
テ
レ
ビ
ゲ

l
ム
装
置

及
び
向
装

置
用
ゲ

l
ム
カ
セ

ッ
ト
を
指
称
す
る

周
知
著
名
な
商
標
と
し
て
、

国
内
に
お
い

て
広

く

般
に

認
識
さ
れ
る
に
至
つ

て
お
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
」

と
同

一
、
も
し
く
は
類
似
の
商
標
を
無
断
で
使
用

さ
れ
る
行
為
、
あ
る
い
は

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

ピ
ュ
l
タ
」
の
標
章
を
、
弊
社
の
商
標
で
あ
る
こ

と
が
明
確
で
な
い
よ
う
な
態
様
で
使
用
さ
れ
る

行
為
は、

弊
社
の
営
業
利
益
を
侵
害
す
る
不
正

競
争
行
為
に
該
当
し、

回
復
し
難
い
損
害
を

与

え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
勺

何
卒
本
件
設
告
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

、./
|仁司

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
七
月

京
都
市
東
山
区
福
稲
上
高
松
町
六

O
番
地

佳

宍

株

式
A

吉
社

各

位
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単行本r.量発惣集団ナムコJの表紙
っ
て
い
る
。

符
行
は
川
本
の
メ
デ
ィ
ア

分
肝
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
新

附
記
帆
円
で
あ
り
、
ナ
ム
コ
に

ス
ホ
ッ
ト
を
中
l

て
た
川
山
と

し
て
川
氏
は
「
こ
の
ゴ
一
卜
午

に
わ
た
る
ナ
ム
コ
の
杭
川
凡
打

針
を
は
る
と
、
ニ
ュ
ー
メ
デ

ィ
ア
社
会
の
先
取
り
を
し
た

託
公
の
泌
絞
だ
ゥ
た
と
J
え

よ

う

必

ず

や

っ
て
く
る
ニ

ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
仕
合
に
お
け

る
企
業
の
給
公
万
針
の
桁
仰

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
昭
和
九

l
九
年
初
以
に
お
け
る
ナ
ム

コ
の
実
情
を
桜
台
し
て
、

ニ

ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
ど
う

対
処
す
べ
き
か
を
知
る
ひ
と

連載の特集記事まとめ

コ
国
3
F代
究

口
預
側
久

m一明
閣

制
刊

盟
諸

鰯

7月上旬発売

行

ナム

PHP研究所発行、

で、

A
k
m

で
州
市
の
附
成
に

な
っ
て
い
る
。
山
行
行
は
何
日

新
聞
社
制
作
米
安
以
の
的
野
利

久
氏
。
内
容
は
中
村
村
長
の
生
い

立
ち
か
ら
境
作
の
ナ
ム
コ

の

安
ま
で
を
ニ
ド川
卜
二
ペ

ー
ジ

に
わ
た
っ
て
制
介
し
て

い
る
。

そ
の
聞
の
経
過
に
つ

い
て
小

付
れ
以
を
小
心
に
、
川
れ
は
a

↓

人
と
ト
小
川
-
れ
で
ス
タ
ー
ト

し
た
小
付
製
作
一
州
の
捻
初、

「
ア
タ
リ

・
ジ
ヘ
ハ
ン
t

の

口
収
と
そ
の
・
』
と
に
よ
る
T

V
ゲ
l
ム
機
市
助
へ
の
本
俗

的
参
入
、
久
性
%
を
呼
び
込

ん
で
T
V
ゲ
ー
ム
険
市
川
を

弘
太
し
ん
，
パ
ッ
ク
マ
ン
t

の
山
花
、
コ

ヒ
l
指
針
へ
の

倣
成
的
付
応
、

A

M
ロ
ポ
ッ

ナムコ

ホVoice砂附
ナ
ム
コ

(本
社
東
京
、

中
村
維
状
社
長
)
を
初
介
し

た
「
M
U
発
忽
集
川
ナ
ム
コ
t

と
泌
す
る
本
が
、
ド

H
ド
併

究
所
か
・
り
仁
川
上
旬
発
行
さ

L
た-
-
の
本
は

M
M川
究
所
党
一
行

の
川
川
内
必

、
v
o
i
r
p

の
J

一川
サ
か
・
り
h
Hけ
サ
主
で

述
内
帆
さ
れ
た
ソ
フ
ト
制
判

に
附
け
る
H

ナ
ム
コ
"
山
m
進

め
絡
ん
佑
」
を
ま
と
め
た
む
の

ト
の
開
発
な
ど
が
、
社
民
の

党
C
H

や
山
労
品
、
エ

ヒ
ソ
ー

ド
を
交
え
る
が
ら
ぶ
し
く
述

べ
ら
れ
て
お
リ
、
A
M
業
界

の
ひ
と
つ
の
流
れ
を
知
る
う

え
で
も
興
味
深
い
内
容
と
な

エ
ス
コ
貿
易
が
役
員
異
動

中
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デ
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・
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エ
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あ
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が
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セ
ガ
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区
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で
き
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G
機

せ
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ニ
で
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明
ら
か
に
、
ゲ

ー
ム
機
に
は
技
術
介
入仙刊
の

あ
る
他
全
機
と
、
校
術
介
入

性
の
な
い
.
小
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令
機
と
が
，
H

帆

別
さ
れ
て
い
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。
帆
道
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な
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従
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あ
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述
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ア
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し
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タ
イ
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ャ
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ブ
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機
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ゲ
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喫
茶
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参
考
に
供
し
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と

川ル
う
」
と
述
べ
て
お
リ
、
こ

の
本
の
川
辺
に
は

「
ニ
ュ
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メ
デ
ィ
ア
時
代
先
取
リ
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あ
る
け
以
後
に

山内い円十
AF
h
r
J
1ゆ
E
h

・〈ハ，ー
1
己
H
』

1

l
t
{
i
l
〆

l

J

J
ω
川
次

-m・
九
次
点
m
v
k
v

へ
の
仙
却
を
山
川
〈
.JM州
し
、

J

・ト
a
'

a

什・
ーし
よ
e
H山
叩
仲
仁
今

i
t
:
4
1
f
マ

時
代
と
な
り
、
主
主
渦
立
し

l

t

i

J

{

j

 

H

人
間
の
心
々
の
加
減
に
上

リ川怖
く
踏
み
込
む
ら
の
へ
と

変
化
し
て
ゆ
く
に
泣
い
な
い

と
述
べ

、
ナ
ム
コ
を
ρ

粕
神

糾
刊
の
時
代
へ
の
炊
千
切
と
し

て
今
後
の
川
祉
の
企
業
川
動

に
大
き
な
則
伐
を
定
せ
て
締

め
く
く

っ
て

い
る
。
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。
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ガ
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・
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。
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コ

げ
坊
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社
以
制
と
な
っ
た

が
、
そ
の
内
わ
け
ば
中
山
年

縦
氏
が山
中
仙
代
い
十
代
、
制
品
川
ぬ
次

郎
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の

と
お
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仙
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元セガ社の三宅氏

独立して新

会社を設立

謹

.a:. 
Eヨ

平
素
は
格
別
の
お
引
立
て
を
賜
り
、

し
ょ
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
た
び
弊
社
が
発
表
致
し
ま
し
た
ヒ
デ

オ
ゲ

l
ム
機

「
ド
ル

ア

l
ガ
の
塔
」
は
、
弊
社
が
独

自
に
開
発

・
製
品
化
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り

ま
す
。従
っ
て
、
右
製
品

を
無
断
で
模
倣
ま
た
は
類
似
す

る
商
品
ど
し
て
製
造
す
る
行
為
、
及
、び
そ
れ
ら
を
販

売
ま
た
は
設
置
営
業
す
る
等
の
行
為
は
、
著
作
権
法
、

工
業
所
有
権
法
、
不
正
競
争
防
止
法
等
に
抵
触
し
、

弊
祉
の
正
当
な
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
業
界
の
秩
序
を
乱
す
こ
と
に
も
な
つ
ま
す

の
て
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
謹
告
由
，
し
よ
げ

る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

な
お
、
弊
社
と
し
ま
し
て
は
、
業
界
秩
序
の
確
立

の
た
め
、
ま
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
聞
の
み
を
ご
購
入
の
お

客
様
を
守
る
た
め
に
も
、
模
造
ロ
叩
の
製
造
者
及
び
販

売
者
に
限
ら
ず
、
設
置
営
業
さ
れ
る
方
々
に
対
し
ま

し
て
も
、
民
事
、
刑
事
両
面
か
ら
そ
の
責
任
追
及
を

し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。
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な
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は
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靴
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エ
ス
コ
口
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大
仰
な
災
訓
か
行
な
わ
れ
た

こ
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、
ニ
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ど
川
ら
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時
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笹
山
米
庁
は

「融
パ
祭
向
占
」
は
イ
ン
ベ

ー
タ
ゲ
ー
ム
機
等

ッ
ト

マ
シ
ン
、
ル
ー
レ

ッ
ト
を
見
せ
た
」
と
い
う
こ
と
に

を
作
る
に
当
た
リ
、

「
現
金
技
術
介
入
性
の
あ
る
遊
技
機
仙
寺
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
マ
・
ン
ン
玄
な
る
だ
ろ
う
。
新
し
い
タ
イ

が
出
て
く
る
本
米
的
な
路
博
が
主
流
を
山
め
て
い
た
が
、
々
」
が
中
旬
略
さ
れ
て
い
る
だ
フ
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
マ

シ
ン
と

機
と
そ
う
で
な
い
遊
技
機
」
回
年
後
半
ご
ろ
か
ら
ポ
|
カ
け
で
あ
る
。
法
楽
作
成
者
た
は
(
従
来
の
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ

を
区
別
す
る
た
め
、
丘
十
七
|
ゲ
ー
ム
機
等
技
術
介
入

怜

ち

は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
の
実
態
ン
、
ビ
ン
ゴ
に
も
例
が
あ
る

年
版
か
ら
軌
道
修
正
し
た
、

の
な
い
遊
技
機
が
設
置
さ
れ

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
の
が
)
現
金
と
換
算
し
う
る
ク

と
し
て
い
る
が
、
で
は
披
も
る
よ
う
に
な
り
こ
れ
が
全
か
ど
う
か
さ
え
疑
わ
し
い
。

レ
ジ
ッ
ト
を
も
と
に
、
そ
れ

新
し
い
「
繁
祭
自
主
」.色
卜
凶
的
に
急
激
な
広
が
り
を
み
先
の
五
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八
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で
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、
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、
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衆
議
院

・
地
方
行
政
委
員
会
の
六
月
二
十
八
日
の
会
合
で
配
付
さ
れ
た
「
風
営
法
改
正
に
伴
な
う
下
位
法
令

の
規
定
見
込
事
項
」
な
ど
の
資
料
の
う
ち
主
な
も
の
を
以
下
に
掲
載
す
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
法
案
作
成
に
当

っ
た
警
祭
庁
が
作
成
し
、
上
記
委
員
会
で
配
付
し
た
も
の
だ
が
、
鵬
首
祭
庁
が
通
産
省
ら
関
係
省
庁
と
交
わ
し
て

い
る

「
党
書
」
と
い

く

つ
か
矛
盾
す
る
点
が
あ
る
。
例
え
ば

N
A
O
が
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
営

業
時
聞
の
制
限
」
で
条
例
で
定
め
る
も
の
は

「
休
日
、
休
日
前
日
、
祝
日
」
な
ど
か
な
り
広
げ
ら
れ
て
お
り
週

二
日
以
上
は
午
前

O
時
以
後
も
営
業
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
資
料
で
は
年
二
日
程
度
で
全
然
異
な
る
。

細
か
く
検
討
す
れ
ば

い
く
ら
で
も
矛
盾
点
が
出
て
く
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(

編
集
部
)

風
営
法
改
正
に
伴
う
下
位

法

令

の

規

定

見

込

項

① 
第
二
条
第
一
項
第
五
号
(
規
則

)

H

現
行
の
規
定
と
同
様
の
測
定
方
法
を
予

定
し
て
い
る
。

第
二
条
第
一
項
第
八
号

(規
則

)

H

遊
技
の
結
果
が
表
示
さ
れ
、
又
は
勝
負

が
明
ら
か
と
な
る
ス
ロ

ッ
ト
マ
シ
ン

、

そ
の
他
の
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
、
テ
レ
ビ

ゲ
ー

ム
機
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

第
二
条
第
一
項
第
八
号

(
政
令

)

H

旅
館
業
等
の
施
設
で
、
府
舗
と
は
い
え

ず
、
し
か
も
、
谷
易
に
見
通
せ
る
も
の

を
予
定
し
て
い
る
。

第
二
条
第
四
項
第
二
号

(
政
令

)
H

ス
ト
リ
ッ
プ
劇
場
、
の
ぞ
き
劇
場
、
個

室
ヌ
ー
ド
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

第
二
条
第
四
.
現
第
三
号
(
政
令

・
施

設
を
定
め
る
も
の

)

H
一
定
規
模
以
上

の
食
堂
を
有
し
な
い
も
の
な
ど
、
客
同

士
又
は
営
業
者
と
容
が
顔
を
あ
わ
せ
る

可
能
性
の
低
い
施
設
を
予
定
し
て
い
る
。

第
二
条
第
四
項
第
三
号
(
政
令

一
構

造
、
設
備
を
定
め
る
も
の

)

H
自
動
車

の
卓
臨
時
が
個
室
に
接
続
し
て
い
る
も
の

振
動
ベ
ッ
ド
、
回
転
ベ
ッ
ド
を
有
す
る

も
の
な
ど
異
性
を
同
伴
す
る
答
の
宿
泊

休
惣
に
用
い
ら
れ
る
典
想
的
な
も
の
を

予
定
し
て
い
る
。

第
二
条
第
四
項
第
四
号
(
政
令
)
H

ビ
ニ
本
、
大
人
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
。

第
二
条
第
四
項
第
五
号

(
政
令
)
11 

制
事
現
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
法
律

X

は
政
令
に
定
め
る
こ
と
と
す
る
等
、
全

般
的
に
経
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
」

と

の
附
新
決
議
が
な
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
の
改
正
に
お

い
て
は

、
牲
を
売
り
物
と
す
る
営
業
等

を
規
制
す
る
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
制
的

統
定
を
新
設
す
る
等
法
体
系
の
鐙
備
を

図
り、

更
に
、
従
来
粂
例
乍
項
と
し
て

い
た
規
定
に
つ
い
て
も
、
そ
の
経
備
や

見
直
し
を
図
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ

守
会
。

• 

1
風
俗
関
連
営
業
に
関
す
る
改
正

ω
現
行
の
胤
営
法
に
お
い
て
も
、

側
室
付
浴
場
に
つ
い
て
地
減
規
制
及
び

行
政
処
分
の
規
定
が
、
モ
ー
テ
ル
に
つ

い
て
地
域
規
制

の
削
判
定
が
そ
れ
ぞ
れ
設

け
ら
れ
て
い
る
が
、
今
固
め
改
正
に

お

い
て
は
、
こ
れ
に
現
収
問
題
と
な
っ
て

い
る
ス
ト
リ

ッ
プ
劇
場
、
の
ぞ
き
劇
場
、

ラ
ブ
ホ
テ
ル

、
制
刷
似
モ
ー
テ
ル
、
ア
ダ

ル
ト
シ
ョ
ッ
プ
そ
の
他
の
性
風
俗
に
関

係
す
る
営
業
を
加
、
ぇ、

風
俗
関
連
営
業

と
し
て
規
制
す
る
こ
と
と
す
る
。
(
第

二
条
第
四
項
)

な
お
、

①

ラ

ブ

ホ

テ

ル

、
モ
ー
テ
ル
の
組

制
に
つ
い
て
は
、
出
寸
ら
…熱
性
を
同
伴
す

る
容
の
宿
泊
、
休
仙
州
仰
の
用
に
供
す
る
政

令
で
定
め
る
施
設
で
、
か
っ

、

一
定
め

構
造
又
は
設
備
(
個
・互
に
接
続
す
る
半

峰
、
振
動
ベ

y
ド、

銃
。
帰
り
の
寝
室
等
)

を
有
す
る
も
の
に
限
り、

一
般
の
旅
館

は
対
象
と
し
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い

る
。
(
第
二
条
第
四
項
第
三
号
)

②

成

人
映
画
館
に
つ
い
て
は
、
業

界
挙
げ
て
の
自
主
規
制
の
強
化
ゃ
い叫
保

条
例
に
よ
る
規
制
の
状
況
を
見
守
り、

法
川
成
制

の
対
象
と
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

(
第
二
条
第
凶
項
第
二
号
)

ω
風
怖
関
連
営
業
金
一般
に
つ
い
て

の
成
制
事
項

①
風
俗
関
連
営
業
の
実
態
を
把
雌

す
る
た
め
、
届
出
制
を
導
入
す
る
。
(
第

二
十
七
条
)

②
学
校
等
か
ら
一
定
の
ぬ
縦
に
あ

る
区
滅
や
、
条
例
で
定
め
る
地
域
で
は
、

営
業
を
祭
止
す
る
こ
と
と
す
る
。

た
だ

し
、
現
に
営
業
を
営
み
、
か
っ

、
既
に

届
出
を
し
て

い
る
者
に
つ

い
て
は
、
既

得
権
保
設
の
鋭
占
…
か
ら
、
そ
の
営
業
を

認
め
る
こ
と
と
す
る
(
現
庄
は
、

側
-一台

付
浴
場
校
び
モ
ー
テ
ル
に
つ
い
て
地
成

個
室
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
予
定
し
て
い
る
。

第
三
条
第
四
項
(
条
例

)
H
現
行
の

規
定
と
同
様
に
地
あ
税
法
第
十
五
条
第

一
一
取
の
規
定
に
よ
る
徴
収
猶
予
を
受
け

て
い
る
場
合
な
ど
が
考
、
え
ら
れ
る
。

第
四
条
第
一
項
第
三
号
、
第
七
条
第

三
項
(
規
則
)

H
似
害
、
常
河
川
州
尚

、

党
せ
い
削
所
持
、
売
森
防
止
法
巡
反
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

第
四
条
第
二
項
第
一
号
(
規
則

)
H

現
行
の
規
定
と
同
様
に
客
室
、
踊
り
場

の
面
積
、
客
席
の
見
通
し
、
必
要
な
防

音
装
置
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

第
四
条
第
二
一唄
第
二
号

(
政
令
、
条

例

)
H
現
行
の
規
定
と
同
様
に
学
校
等

か
ら

一
定
の
距
離
以
内
の
場
所
、
住

居

地
域
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

第
四
条
第
三
項

(
政
令
)

H
ア
レ
ン

ジ
ボ

l
ル
遊
技
機
、
後
球
遊
技
機
、

図

腕
式
遊
投
機
な
ど
遊
技
の
結
果
に
応
じ

て
合
同
聞
を
提
供
す
る
も
の
を
予
定
し
て

い
ヲ
令
。

第
四
条
第
三
項

(規

則
)
H
偶
然
性

と
技
術
性
の
調
和
が
と
れ
て
い
な
い
こ

と
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

第
九
条
第

一
項

(府
令

)

H
構
造
設

備
の
嶋
築
、
改
築
に
苔
いら
な
い
位
皮
の

部
分
的
な
腐
朽
、
破
同
恨
箇
所
の
修
瑚
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

第
十
三
条
第

一一
期
(
条
例

)

H
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ブ

、
大
晦
日
な
ど
が
考
、
手
句

-".、
川
崎
制
の
縦
定
が
あ
る
。
)
。
(
第
二
十
八

条
)③
年
少
者
の
ぷ
人
り
や
従
業
等
を

然
什
し
、
少
年
の
健
全
な
育
成
に
障
害

を
及
ぼ
す
行
為
を
防
止
す
る
。
(
第
二

十
八
条
)

④

卑

わ
い
な
石
似
等
に
対
処
す
る

た
め
、
広
告

・
山
口
伝
の
川
崎
制
を
設
け
る
。

(第
二
十
八
条
)

⑤

警

官民
の
風
俗
の
保
持
に
必
要
な

限
度
で
、
条
例
に
よ
り
、
深
夜
に
お
け

る
営
業
時
間
規
制
が
で
き
る
こ
と
と
す

る

(
た
だ
し
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル

、
モ
ー
テ

ル
に
つ
い
て
の
営
業
時
間
肌
制
は
行
わ

な
い
。

)

。

(
第
二
|
八
条
)

⑥
善
良
の
胤
俗
等
を
害
す
る
よ
う

な
一
定
の
不
正
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
八
月
以
内
の
営
業
の
停
止
処
分
や

常
業
廃
止
処
分

(
営
業
所
が
営
業
祭
止

区
域
に
あ
る
と
き
に
限
る
。
)
を
議
す

こ
と
と
し
、
総
微
な
違
反
に
つ
い
て
は

指
示
処
分
で
対
処
す
る
等
行
政
処
分
の

脱
定
を
必
備
す
る
(
現
在
は
、
個
室
付

浴
場
及
び
モ
ー
テ
ル
に
つ

い
て
行
政
処

分
の
規
定
が
あ
る
。
)
。
(
第
二
十
九

・

三
十
条
)

⑦
行
政
処
分
の
笑
効
性
を
州
保
す

る
た
め
、

.機
意
の
は
り
付
け
の
規
定
を

設
け
る
。

(
第
三
十
一
条
)

2

風
俗
営
業
(
許
可
対
象
営
業
)

に
関
す
る
改
正

ω
風
俗
営
業
全
般
に
共
通
の
改
正

事
項①
風
俗
営
業
に
つ
い
て
は
、
法
の

題
名
か
ら
「
取
締
」
を
削
除
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
業
務
の
適
正
化
を
通
じ
て

そ
の
健
全
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
、
目
的
規
定
で
明
ら
か
に
し
て
、

取
締
り

の
対
象
で
あ
る
か
の
よ
う
な
誤

解
を
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
。

(
第

一

条
)②
現

在

条

例
事
項
と
し
て
肌
定
さ

れ
て
い
る
許
可
の
基
準
や
巡
守
事
項
の

う
ち
、
基
本
的
な
も
の
を
法
律
事
項
と

し
て
削判
定
す
る
こ
と
と
し
、山
守山業
地
域

の
制
限
、
騒
音
規
制
等
を
従
来
ど
お
り

条
例
事
項
と
す
る
等
の

仰い
ん
備
を
図
る
。

③

党

せ

い
剤
中
毒
者
、
株
力
同
一員

等
を
新
た
に
欠
倫
明
白
に
加
え
る
と
と

も
に
、
管
理
者
の
制
度
を
終
備
す
る
こ

と
等
に
よ
り
、
風
俗
営
業
の
健
全
化
を

図
る
。
(
第
四
条
第

一一
唄

・
第
二
十
凶

粂
等
)

れ
る
。
第
」
1

三
条
第
二
項

(
政
令
、
条
例
)

H
例
及
び
午
後
十
一
時
以
降
の
営
業
時

間
を
制
限
し
得
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

ヲ
@
。第
十
四
条
、第
三
十
二
条
第
二
項
(刷

則

・
測
定
方
法
)

H
現
行
の
m判
定
と
同

様
の
測
定
方
法
を
予
定
し
て
い
る
。
.

第
十
川
久
木
、
第
三
十
二
条
第
二
以
(川崎

則

一
数
値
)

H
現
行
の
肌
定
と
川
様
に

十
ル
ク
ス
又
は
二
十
ル
ク
ス
似
伎
の
数

値
を
予
定
し
て
い
る
。

第
十
五
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
(
政

令
、
条
例

)

H
叫抑止円
、
振
動
の
測
定
方

法
、
数
値
を
予
定
し
て
い
る
。

第
十
七
条

(肌
則

一一
料
金
の
険
料
刷
)

H
飲
食
料
金
、
遊
技
料
令
、
サ
ー
ビ
ス

料
金
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

第
十
八
条
(
焼
則

一
ダ
ン
ス
教
授
所

の
基
準
)
H
ダ
ン
ス
教
師
の
要
件
、
ダ

ン
ス
教
師
が
常
に
指
導
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

第
十
九
条
(
規
則

)

H
現
行
規
定
と

同
様
に
賞
品
の
悩
絡
め
円
以
尚
限
度
、
遊

校
料
金
、
社
口
聞
の
提
供
は
営
業
所
内
の

賞
品
交
換
所
で
交
換
す
る
こ
と
な
ど
を

予
定
し
て
い
る
。

第
二
十
条
第
三

項

(
政
令

)
H
ば
ち

ん
こ
遊
校
機
、
ア
レ
ン
ジ
ボ
ー
ル
遊
絞

機
、
省
球
遊
技
機
、
回
刷
式
遊
技
機
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

第
二
卜
条

第
三
柄
引
(
規
則
)
H
苫
し

く
射
干
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
も

の
と
な
ら
な
い
よ
う
遊
技
球
の
発
射
速

度
、

一
固

め
入
貨
当
た
り
の
賞
品
球
の

悩
数
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

".. 

p、

④
リ
ヰ
川
川
小
品
千
絞
め
悩
川4
晶
化
を
閃

り
、
業
者
に
過
伎
の
魚
川
一
と
る
ら
な
い

よ
う
に
す
る
。

(
第
r
A
粂

)

⑤
問
仇
h

れ
は
、
相
絞
め
場
合
も

「新

川
崎
」
苅
可
と
な
り
、
装
行
に
相
当
の
負

川
一
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
相
続
人
の
泌

業
の
ふ
織
を
ホ
切
崎
市
戸
市
引
す
る
こ
と
に
よ

り
そ
の
負
仰
の
粁
減
を
図
る
。

(
第
七

条
)⑥
現

h

代
金
て
色
桜
山
刈
則
に
係
ら
し

め
て
い
る
辺
守
下
山
引
に
つ
い
て
の
終
息

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
多
く
を
行
政

出
世
に
よ
り
刷
川附
す
る
こ
と
と
し
世
世

界
の

'M主
的
な
健
全
化
の
努
力
を
促
進

す
る
。
⑦
刷
仇
h

れ
・
午
後
十

一
時
ま
で
と
さ
れ

て
い
る
官
業
時
間
を
原
則
と
し
て
午
前

O
時
ま
で
と
し
、
活
業
時
間
を
延
長
す

る
。

(
第
十
三
粂

)

③
営
業
方
法
の
変
化
に
伴
い
、
新

た
に
広
告

・
4u一伝
や
振
動
の
川
崎
制
を
行

、
っ
。
(
第
十
五

・
十
六
条
)

⑨
進
守
象
台
劇
に
つ
い
て
は
、
現
広

と
刷
機
に
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
必
要

る
も
の
を
条
例
で
追
加
で
さ
る
こ
と
と

す
る
。

(
第
二
十

一
条
)

ω
業
態
別
の
改
正
予
柄
引

①

キ

ャ

バ

レ

ー、

カ
フ
エ

ー、

料

組
応
等
に
つ
い
て
は
、

「
桜
符
」
の
定

義
を
則
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

(
第
二

粂
第
三
項
)

②
パ
チ
ン
コ
屋
等
に
つ
い
て
は
、

現
佐
と
同
様
に
税
金
を
賞
品
と
し
て
般

供
す
る
こ
と
、
賞
品
を
買
い
取
る
こ
と

等
を
規
制
す
る
と
と
も
に
、
現
ト
仕
事
実

行
為
と
し
て
各
都
道
府
県
で
そ
れ
ぞ
れ

行
わ
れ
て
い
る
遊
枚
機
の
噌
式
の
示
訟

を
制
度
化
し
て
そ
の
試
験
手
続
の
ム
円
駅

化
を
図
り
、
業
者
の
負
担
を
経
滅
す
る

。

(第
十
九

・
二
十

・
二
寸
三
条
)

③
ゲ
ー
ム
機
賭
悼
の
同
床
や
少
年

の
た
ま
り
場
と
し
て
問
題
と
な
っ
て
い

る
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
の
う
ち
必
要
な

も
の
を
新
た
に
風
俗
営
業
と
し
て
狩
可

制
を
係
る
と
と
も
に
、
抗
口
川
の
提
供
を

然
止
す
る
等
の
川
泣
を
絞
り
、
そ
の
他

全
化
を
図
る
。

た
だ
し
、
旅
館
や
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
何
舗
に

該
当
せ
ず
に
、
し
か
も
、
開
放
さ
れ
た

状
態
で
営
ん
で
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

洗
可
を
裂
し
な
い
も
の
と
す
る
。

(
第

二
条
第
一
頃
第
八
号
等
)

④
旧
仇
h

れ
ル
川
可
対
象
営
業
に
は
年
少

第
二
十
条
第
八
項

(
規
則
、
条
例
)

H
手
数
料
の
紙
、
納
付
手
続
を
予
定
し

て
い
る
。

第
二
十
条
第
十
項
(
府
令

)

H
遊
技

機
の
経
微
な
変
更
を
予
定
し
て
い
る
。

第
二
卜
条
第
十

一
項

(
縦
則
)

H
別

式
の
検
定
の
山
エ
州
手
続
、
指
定
試
験
機

関
の
業
務
の
実
施
方
法
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
。

第
二
寸
一
条

(条
例
)
H
地
域
の
実

的
に
応
じ
て
卑
わ
い
な
名
純
の
行
為
を

し
な
い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

第
二
十
三
条
第

一一
明
(
政
令

)
H
ア

レ
ン
ジ
ボ
ー
ル
遊
技
機
、
雀
球
遊
技
機

凪
動
式
遊
技
機
な
ど
に
よ
り
遊
技
を
さ

せ
る
営
業
を
，
?
定
し
て
い
る
。

第
二
十
四
条
第
三
項
(
境
問

)
H
構

造
設
備
の
維
持
点
検
、
従
業
者
名
簿
の

管
即
日
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

第
二
十
凶
条
第
六
項
(
川
崎
則
)
H
講

習
内
谷
(
法
令
議
前
等
)
な
ど
を
予
・
記

し
て
い
る
。

第
二
卜
七
条
第
一
項
第
四
号
(
府
A
H
)

H
法
人
の
役
員
の
氏
名
、
休
所
な
ど
を

予
定
し
て
い
る
。

第
二
十
七
条
第
二
項

(
附
令

)

H
第

二
|
七
条
第
一
項
各
号
の
事
項
な
ど
を

予
定
し
て
い
る
。

第
二
十
八
条
第

一
瓜

(条
例

)
H
病

院
等
が
々
、
え
ら
れ
る
。

第
二
十
八
条
第
二
瓜

(条
例
)
H
地

械
の
実
情
に
応
じ
た
地
域
を
定
め
る
こ

と
と
な
る
と
考
、
え
ら
れ
る
。

第
二

l
八
条
第
四
頃
(
政
令
、
条
例

一

時
間
続
制
)
H
営
業
祭
止
区
域
内
で
は

一
般
的
に
、
同
区
域
外
で
は
地
域
を
限

る
な
ど
を
チ
山注
し
て
い
る
。

第
二
ト
八
条
第
四
頂

(規
則

)

H
当

面
は
川
崎
定
見
込
事
項
が
な
い
。

第
三
十
条
第

一
項

(
政
令

)

H
改
正

法
案
第
四
条
第

一
項
第
二
号
に
列
挙
す

る
罪
に
当
た
る
行
為
な
ど
を
予
定
し
て

い
'hv
。
第
三
十
二
条
第
一
項
第

一
号
(
規
則
)

H
現
行
の
規
定
と
同
僚
に
客
室

の
向
絞
、

客
席
の
見
通
し
、
必
要
な
防
去
装
置
等

を
予
定
し
て
い
る
。

第
三
卜
二
条
第
三
項
(
規
則
)
H
寄

ら
主
食
を
提
供
す
る
飲
食
病
で
ゲ
ー
ム

機
を
備
え
て
い
な
い
も
の
な
ど
、
午
後

十
時
以
後
の
営
業
で
も
少
年
の
健
全
な

育
成
に
及
ぽ
す
影
響
の
少
な
い
も
の
を

予
定
し
て
い
る
。

行

(|
八
伏
木
仙
の
少
年
少
久
}
を
伝

ち
人
ら
せ
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
守
や

一
去

の
袋
件
を

渦
た
す
ダ
ン
ス
数
民
所
に
つ

い
て
は
、

そ
の
必
製
作
も
行
口
さ
れ
る
の
で
、
午

後
十
時
ま
で
年
少
れ
を

ιち
人
ら
せ

て

も
良
い
こ
と
と
す
る
よ
第
二
十
一
一条
)

深
夜
飲
食
后
営
業
等
に
関
す
る

改
① 正 3

川叫
λ

刊
、
七
と
し
て
州
の
山
ゃ
、
巨

と
し
て
刷
引
い公
の
山
に
つ
い
て
は
、
午
的

O
川
以
降
そ
の
り
一
V
け
た
が
渋
比
さ
れ
て
い

る
が
、
今
川
の
改
正
で
は
、

こ
れ
ら
の

常
業
に
つ
い

て
2
U

似
則
と
し
て
、
派
伐

の
ル
ザ
リ
業
を
必
め
る
こ
と
と
す
る
。

た
だ

し
、
桜
刊
行
為
が
行
わ
れ
や
す
く
、
ま

た
、
昨
%
の

M
g
や
す
い
派
伐
パ

|、

ス
ナ

ッ
ク
ザ
寸
に
つ
い
て
は
、
刷
出
川
を

採
る
と
と
J
U

に
、
条
例
に
よ
り
仏
川
地

域
判
伎
の
従
川
内
で
は
営
業
す
る
こ
と

を
然
化
て
さ
る
こ
と
と
し
、
強門
目以
の
胤

俗
や
バ
川
リ
け
な
風
俗
以
内
川
が
百
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。
(
第

三
ト
三
丸木
)

②

削
引
火
条
例
に
よ
り
定
め
ろ
れ
、

し
か
も
、
全
て
岨
般
消
則
に
係
ら
し
め

て
い
る
遵
守
が
市
川
を
快
即
日し
、
、
必
安
な

も
の
の
み
に
つ
い
て
法
律
事
頑
と
し
て

川
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
多
く
を
行

政
以
前
で
卯
保
す
る
こ
と
と
し
、
必
要

紋
小
阪
の
ぬ
制
に
と
ど
め
る
。

(
第
三

十
二
条

)

③
 
少
年
非
「刊
の
必
化
等
に
対
処
す

③ 

第
三
十
三
条
第
二
項
(
府
令
)

H
構

造
設
備
の
悦
微
な
変
更
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
。

第
三
十
三
条
第
三
項

(
附
令

)
H
住

民
票
の
写
し
、
法
人
の
定
款
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
。

第
三
ト
三
粂
惜
別

4
項

(
政
令
、
条
例
)

H
住
居
地
域
な
ど
に
お
い
て
山也
閉
止
す
る

こ
と
が
で
さ
る
こ
と
と
を
予
定
し
て
い

え
V

。第
三
十
六
条
(
府
令

)
H
性
別、

生

年
月
日
な
ど
の
必
要
な
事
項
を
予
定
し

て
い

る
。

第
三
十
八
条
第
二
項
(
規
則
)

H
少

年
又
は
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
ず
る

こ
と
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

第
三
寸
八
条
第
六
項

(
規
制

)

H
少

年
指
導
委
員
の
委
-蝋
手
続
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
。

第
三
十
九
条
第
七
現
、
第
四
十
条
第

三

項

(川崎
則

)
H
報
告
事
項
、
指
定
の

解
除
手
続
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

第
四
J
l

三
条

(
政
令

)
H
手
数
料
の

微
を
予
定
し
て
い
る
。

第
川
十
四
条

(府
A
W
-
同
州
事
項
)

H
代
表
者
の
氏
名
、
成
立
年
月

H
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。

第
四
十
五
条

(
政
令

)

H
会
凶
風
俗

磁
境
浄
化
協
会
の
指
定
の
中
出
の
受
理

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

第
四
十
六
条

(政
令
)

H
道
公
安
委

員
会
の
権
限
に
印
刷
す
る
事
務
の
う
ち
公

安
委
只
会
規
則
を
制
定
す
る
事
務
な
ど

を
除
い
た
ホ
務
を
予
定
し
て
い
る
。

第
四

l
八
条

(
規
則

)
H
実
地
手
続

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

(
注
)

1

「
府
令
」

一
総
理
府
令
、

「
規

則
」

一
国
家
公
安
委
員
会
規
則

2

以
下
の
規
定
は
、
手
続
や
善
傾

の
記
載
事
項
、
様
式
な
ど
で
あ
る
の
で

割
愛
し
て
い
る
。

ω
手
紙

一
第
五
条
第
二
回明
、
第

三
雨明

(
規
則
)、
第
七
条
第
一
項
(総

則
)
、
第
九
条
第
一

一項

(
規
則
)
、

第
二
寸
条
第
二
項
、
第
五
項
、
第
十

項

(
規
則

)
、
第
三
十
一
条
第

一一
項
、

第
二
項
、
第
三
項

(
規
則
)
、
第
四

十
三
条

(条
例
)、
第
四
十
四
条
(
府

A
W
)
 
問
書
類
の
記
山
判
事
項
、
添
付
山
首

相刷

一
第
五
項
第

一一
項

(府
A
H
)

、
第

九
条
第
三
項

(
府
令
)
、
第
二
十
条

第
十
項
(
附
令
)
、
第
三
十
三
条
第

二
項

(附
令
)

ω
様
式
、
表
示
方
法
等

・
第
十

七
条

(
規
則
)
、
第
十
八
条

(規
則

)

第
二
十
八
粂
第
六
項

(規
則
)
、
第

三
十
一

条
第
一
項

(
附
令
)
、
第
三

十
六
条

(規
則
)

州
経
過
惜
山
一
m
・
第
四
十
七
条
、

附
則
第

一
条

(
政
令
)

風
営
法
改
正
案
の

営
業
別
の
概
要

② 
は
じ
め
に

少
年
非
行
は
、
昭
和
五
十
五
年
以
米

四
年
連
続
し
て
戦
後
最
悪
の
記
録
を
.史

新
し
て
お
り
、
ま
た
、
大
人
が
少
年
少

女
を
食
い
物
に
す
る
「
少
年
の
福
祉
を

出
品
目
す
る
犯
罪
」
も
、
昭
如
刊
丘
十
八
年
に

は
被
疑
名
数
、
被
害
者
数
と
も
に
戦
後

故
惑
を
記
録
し
て
い
る
が
、
そ
の
誘
囚

と
し
て
は
、
あ
か
ら
さ
ま
に
性
を
売
り

物
と
す
る
営
業
等
普
良
の
風
俗
及
び
少

年
の
健
全
な
育
成
の
土
か
ら
問
題
の
多

い
営
業
が
、
法
的
に
野
放
し
の
ま
ま
放

置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

こ
の
た
め
、
終
祭
と
し
て
も
、

善
良
の
風
俗
を
保
持
し
、
少
年
の
健
全

な
育
成
に
障
害
を
及
ぼ
す
行
為
を
防
止

す
る
た
め
、
風
俗
環
筑
の
面
か
ら
の
対

"‘ 
'‘ 

る
た
め
、
飲
食
い川
に
刈
す
る
年
少
い
れ
の

い
仏
人
ら
せ
、
従
業
に
つ
い
て
の
脱
制
を
、

午
後
|
時
以
降

(
胤
什
は
、
午
後
卜

一

川
以
降
)
行
う
こ
と
と
す
る
。
む
お
、

少
年
の
健
全
な
育
成
に
支
隊
の
少
な
い

飲
食
い川
に
つ
い

て
は
、
山
叫
行
の
削
崎
山必
ど

お
り
、
年
少
い
引
の
い仏
人
り
及
び
従
業
を

流
布
す
る
こ
と
と
す
る
。

(
第
三
卜

↑

条
)@
削

引
の
と
同
憾
に
、
飲
食
山
に
お

い
て
ん然
治
川
吋
の
抜
作
ル
守
山
由
良
の
風
俗
等

を
γげ
す
る
よ
う
な
法
令
港
反
行
為
が
行

わ
れ
た
場
合
に
は
、
指
ボ
処
分
や
常
茶

の
俗
化
が
で
さ
る
こ
と
と
す
る
。
(
第

三
卜
附
粂
)

4

そ
の
他

①

常

業

の
実
態
を
肥
川
悦
し
従
業
行

の
似
必
等
己
資
す
る
た
め
、
山例トれ
M
帆仰川

常
収
よ
い
れ
が
備
え
付
け
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
従
業
お
名
簿
等
を
胤
俗
関
連
営
業

会
」
営
む
将
校
び
泌
伎
に
お
い
て
飲
食
間

営
業
を
営
む
台
J
U
備
、ぇ
付
け
る
も
の
と

す
る
。

(
第
三
卜
六
条
)

②

削
慌
わ
れ
風
俗
営
業
投
ぴ
派
伐
飲
食

山
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
作
銭
信

の
立
入
り
の
削
判
定
を
終
備
し
、
新
た
に

風
俗
間
述
常
業
を
そ
の
対
象
に
加
え
、

ま
た
、
山化山ル凶
M
A刊
の
た
d

め
に
山
川
崎
め
ら
れ

る
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
川
純

に
し
、

M
K

に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
似
必
の

比
地
か
ら
川引
に
%
の
い
る
例
主
等
に
は

立
ち
入
れ
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
(
第

三
l
ヒ
粂
)

風
営
法
改
正
案
に
お
け
る

法
律
と
条
例
と
の
関
係

1

現
行
法
の
問
題
点

収
行
胤
常
法
に
お
い
て
条
例
が
瓜
と

し
て
い
る
も
の
を
は
る
と
、
ぃ父
辿

・
辿

一
桁
の
発
述
に
よ
り
胤
俗
の
態
依
に
地
域

差
が
少
な
く
る

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
例
、
え
ば
、
風
俗
営
業
に
閲
す
る

人
的
な
作
可
の
成
中
や
柿
造

・
設
備
な

ど
は
各
都
道
附
県
に
よ

っ
て
川
崎
定
内
科

が
鈴
な
り
、
ま
た
、
微
に
人
り
川
酬
を
‘
つ

が
っ
た
胤
制
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
り
、
営
業
者
や
利
用
い
れ
に

と
っ
て
不

M
K
X
は
不
公
予
な
も
の
が
け
ん
ら
れ
る
。

(例
)

川
風
俗
に
闘
す
る
亦
を
犯
し
て
か

ら
の
欠
給
則
附
が
、じ
仏
山
川
県
て
は
三
年

だ
が
、
隣
県
の
岡
山
、
山
U
は

一
年
で

あ
リ
、
福
岡
は
二
年
で
あ
る

(条
例
法

年
は
三
年
。
)
。

ω
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
の
谷
宅
の
耐

似
を
ほ
と
ん
ど
の
県
で
は
「
六
十
六
.
半

方
日
以
卜
」
と
し
て

い
る
が
、
愛
緩
で

は
「
九
ト
九
.中
万
灯
以
上
」
と
し
て
い
る

(条
例
法
泊
中
は
J

ハ
卜
六
平
方
日
以
上
。)。

ω
幾
つ
か
の
県
に
お
い
て
は
、
売

上
鋭
争
の
祭
止
、
従
業
者
負
判
に
よ
る

制
服
着
装
の
然
ι
u
s
f
の
規
制
を
行

っ
て

い
る
。
2

改
正
の
考
え
方

今
凶
の
改
正
に
お
い
て
は
、
現
行
法

で
条
例
いや
項
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
け
ん

策
と
し
て
、
風
営
法
の
改
正
を
早
急
に

行
な
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
現
行
の
風
営
法
は
、
戦
前

庁
府
県
令
に
よ
り
規
制
さ
れ
て
い
た
い
や

項
を
、
そ
の
廃
止
に
伴
い

、
戦
後
急
拠

法
律
に
よ
り
恨
拠
付
け
る
必
要
が
あ
っ

た
た
め
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
問
題
営
業
に
つ
い
て
の
規
制
が

行
わ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
許
可
の

要
件
や
遵
守
帯
雨
明
作
品
可
を
条
例
事
項
と
し
、

逃
人
ん
す
挙
項
違
反
の
全
て
を
直
接
的
則
で

制
一保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
等
の
た
め
、

営
業
者
や
答
に
不
便
を
生
じ
さ
せ
た
り
、

過
重
な
負
仰
と
な

っ
て
い
る
而
も
あ
り
、

昭
和
三
十
九
年
の
衆
議
院
地

H
行
政
委

員
会
て
も
、

「
現
行
法
体
系
の
欠
陥
を

般
本
的
に
再
検
討
し
、
特
に
重
要
な
規

〆-

《

山
し
を
行
い

、
A
K
M
的
に
・
汁
一
に
ん
疋
め

る
こ
と
が
過
当
な
が
瓜
に
つ
い
て
は
凶

の
法
令
で
、
郎
道
府
県
が
地
城
の
実
情

に
応
じ
て
山
、主
的
に
川
断
し
て
定
め
る

こ
と
が
適
当
な
引
'
川
一に
つ
い
て
は
条
例

で
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
定
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

ω
令
同
的
に
いパ

一
化
す
る
の
が
泌

当
と
々
、
え
て
い
る
が
刻

O

営
業
内
可
の
手
続
等

(第
三

条
、
筋
力
条
)

O

風
俗
営
業
い
れ
の
資
約

(第
問

条
約

一
瓜
)

O

風
俗
営
業
の
営
業
所
の
柿
造

ぷ
仙

(第
問
条
第
二
項
第
一
号
)

O

風
俗
営
業
の
営
業
時
間
の
制

限

(
た
だ
し
、
弘
明
例
で
変
更
で
き
る
。

第
卜
三
条
)
同
肌
俗
や
け
業
者
の
滋
守
事
瓜
(
た

粂
例
で
追
加
で
き
る
。

た、

しo

第
三

詑
)O

徐
佼
飲
食
山
の
営
業
者
の
遵

守
が
瓜

{第
三
卜
二
条
}

O

泌
佼
欽
食
山
の
営
業
所
の
構

造
設
備
(
第
三
十
二
条
第
一
項
第
一

号
)ω
条
例
下
痢
と
し
て
地
域
の
笑
情

に
応
じ
て
定
め
る
の
が
適
当
と
考
、
え
て

い
る
事
項
O

娯
楽
施
設
利
川
悦
刈
納
者
の

流
可
不
一史
析
の
例
外

(第
三
条
第
凶

瓜
)O

M
肌
俗
営
裟
の
営
業
場
所
の
制

限

(第
凶
粂
第
二
瓜
第
二
号
)

。

風
俗
営
業
の
版
也
円

・
脈
動
の

刷
時
制
値
(
第
卜

μ条
)

O

風
俗
間
小川
一
ゃ
い
業
の
距
縦
制
限

の
法
措
小
(
第
二

卜
八
条
第
一

一瓜
)

O

風
俗
附
述
品川
内
業
の
営
業
州
場
所

の
制
限
(
第
二
卜
八
粂
第
二
以
)

O

胤
俗
関
連
営
業
の
常
業
時
間

の
制
限

(第
二
十
八
条
第
四
瓜
}

。

、
総
点
以
飲
食
応
の
営
業
場
所
の

制
似

(第
三

1
三
条
約
二
泊一
)

O

押
昨
夜
飲
食
出
の

M
m
o
n
-
似
動

の
別
制
愉
(
第
三
十
三
条
第
二
取
、

第
卜
力
条
)

O

手
数
料
の
徴
収
手
続

(第
四

十
三
粂
。
第
二
卜
粂
の
八
参
照
。
)

な
お
、
川
の
風
俗
営
業
の
常
業
時
聞

の
制
限
、
風
俗
常
業
μ
刊
の
遵
守
噴
出
引
に

附
し
て
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
条

例
に
定
め
う
る
。
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-¥， は
「
少
き
や
す
い
よ
う
に
ま

一ず
通
路
部
分
を
卜
分
に
と
り

一
そ
の
しL
で
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
ゆ

一
っ
た
り
と
遊
べ
る
よ
う
に
機

一
械
を
配
置
し
て
い
る
。
設
山

一す
る
機
械
は
新
製
品
は
も
ち

一
ろ
ん
だ
が
、
t
H
い
ゲ

l
ム
機

一
で
も
人
気
の
あ
っ
た
も
の
を

一
数
多
く
前
く
よ
う
に
し
て
い

一
る
。

と
く
に
久
性
作
は
単
純

一
な
繰
作
し
や
す
い
ゲ

ー
ム
を

日
一

好
む
よ
う
だ
。
由1
球
れ
は

三

什
一

十
分
四
仁
川
川
で
代
し
出
し
て

8
一
い
る
が
、
山
卜
球
人
U
は
以
外

年
一

に
多
く
順
得
待
ち
の
人
が
出

4
一
る
ほ
ど
利
用
さ
れ
て
い
る
」

ω一
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
川
氏
は

1
一

「
当
山

に
遊
び
に
米
る
小
、

一
小
中
r
バじ
は
少
な
い
け
れ
ど
も
、

)

一
従
業
民
に
対
し
て
は
常
に

f

1
一
ど
J
U

の
肋
き
に
l
LM
W
な
す

'{、
.

{

'
'

J
1

6

ι
l

守

第 241号

上の写真はメダルゲーム畿に賃点を鑑いている rゲームファンタジア渋

谷Jのようす。右よの写真は夜になると電飾が映える同庖の1苫頭部分

る
よ
う
に
指
呼
し
て
い
る
。

抗
心
山
内
で
使
間
し
て
い
る

附
川
は
て
引
'
の
叫

に
千
迎
い

が
あ
り
社
州
し
て
い
た
も
の

よ
リ
少
し
附
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
改
み
け

し
て
よ
り
明
る
い
ゲ
ー
ム
場

と
ん
ど
変
わ

っ
て

い
な
い
よ
場
る
ど
が
あ
り
、
対

L
mか

う
だ
。

で
仇
を
歩
く
人
の
必
い

の
場

渋
谷
駅
の
北
側
に
は
川
鉄
と
な

っ
て
い
る
。
川
公
同
に

山

T
総

に
沿
っ
て
訓

-K
い
形

辿
じ
る
明
治
泊
り
に
州
し
て

を
し
た
ん
九
十
公
同
が
あ
る
。

ボ
ウ

リ
ン
グ
坊
を
小
心
と
す

こ
の
公
同
は

・」
の
川
一
り
に
あ
る
レ
ジ

ベ
|
ビ
ル
「
米

川
会

る
昨

一
の

公
共
ス
ペ
ー
ス
で
、
館

一
が
あ
リ
、
こ
の
ん
出
航
の

伏
い
な
が
ら
も

m-水
や
遊
び

小

に
は
附
セ
カ

・
エ
ン
タ
ー

フ
ラ
イ
ゼ
ス
と
側
タ
イ
ト
ー

の
泌
併
に
よ
る
ロ
ケ
が
ぷ
山

さ
れ
て
い
る

「
ス
へ
|
ス
シ

ッ
フ
」
は
、

そ
れ
ま
で
米
川
会
航
の

.h
附

に
あ

っ
た
む
の
を
川
会
館
仁

下
の
た
め

一
附
の
ワ
ロ
ア
に

修
し
て
公
定
し
て
い

る
2
U
の
。

川
山
の
フ
ロ
ア
川
崎
約
仁
“
.
十

U
，

J
Yの
リ
、

前
川
は
渋
谷
そ
の
一
と
し

て
渋
谷
駅
州
側
に
校
山
す
る

渋
谷
セ
ン
タ
ー
品
川
を
小
心
に

山j
川
川
町
に
あ
る
ゲ

l
ム
場

を
制
介
し
た
が
、

こ
の

出汁
限

は
渋
れ
で
も
紋
も
版
わ

っ
た

総
収
応
別
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど

の
ゲ
ー
ム
場
で
は
比
校
的
安

定
し
た
辺
併
を
行
な

勺
て
い

る
よ
‘
7
だ
。
A
I
川
は
渋
谷
そ

め
て
と
題
し
て
こ
れ
ら
以
外

の
渋
谷
駅
川
辺
に
あ
る
ロ
ケ

に
ス
ポ

ッ
ト
を
勺
て
て
初
介

す

る
こ
と
に
す
る
。

現
代
十
川
川
町
を
除
く
と
、

渋
谷
以
内
川
一
に
は

S
C
関
係

の
ロ
ケ
を
合
め
約

l
付
の
ゲ

ー
ム
坊
が
巡
%
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
そ
れ
ら
の
大
半
ト
の
ロ
ケ

は
、
山
位
以
、
道
ぶ
以
、
川

川
市
辿
り
、
神
山
辿
リ
な
ど
の

泊
り
に
向
し
て
い
け
一

ιし
て
い

る
が
、
仲
町
の
f

山
線
渋
川
八
日
駅
川

辺
に
も
凶
作
的
の
ゲ
ー
ム
坊
が

辺
川川内を
行
な

っ
て

い
る
υ

二

の
二
、
一ぺ
年
前
と
比
校
す
る

と
、
側
々
の
ゲ
ー
ム
坊
に
つ

い
て
は
多
少
の
変
動
が
け
ん
ら

れ
る
が
、
ゲ
ー
ム
場
数
は
ほ

-( 

;:J ~' 

' 

、司 圃圃

ミドリヤ 6，告で運営される「東京ホリデーボウJレゲームコーナ-Jo 

ボウリング場の集客数によって売り上げもかなり変わるよ うだ

ゲームマシン

‘ と
川
山

館
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
、

ヤ
ー
ド
、

喫
茶
山
な
ど
を
小

心
と
す
る
レ
ジ
ャ
ー
ビ
ル
だ

が
、
メ
イ
ン
と
な
る
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
の
判
川
作
数
が
こ
こ

数
年
減
少
気
味
と
な

っ
て
い

る
。

4
コ
ー
ナ
ー
は
ボ
ー
リ

ン
グ
坊
に
例
ぷ
し
て
設
け
ら

れ
て
い
る
た
め
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
%
の
減
少
が
先
り
ト
げ
に

か
な
り
紗
科
し
て
い
る
よ
う

だ
。
今
後
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
作

を
も
っ
と
集
め
て
ど
ル
全
体

に
川
公
を
取
り
泌
す
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
そ
の
た
め
に
当
会
館
関

係
行
全
日
以
の
協
力
と
努
力
が

必
桜
て
あ
る
t

と
今
後

のい
ル

向
を
述
べ
る

。

に
し
て
い
き
た
い

」

の
他
ん
十
件
を
述
べ
る
。

川
社
で
は
一
階
の

「
ス
ペ
ー

ス
シ

ッ
プ
」
の
ほ
か
に
1
叫
、

同
会
館
の

ニ
附
聞
と
ん
ハ
開
聞
の
ボ

ウ
リ
ン
グ
助
に
川
附
設
し
た
ゲ

ー
ム

コ
ー
ナ
ー
に
T

V
ゲ

!

ム
機
を
小

心
に
三
卜
数
れ
の

ゲ
|

ム
機
を
ぷ
目
し
て
い
る
。

ま
た
刷
会
館
の
地
ド
、
問

問
、
-
ハ
附
聞
の
一
つ
の
フ
ロ
ア

に
は
タ
イ
ト
|
巡
常
に
よ
る

「来
日
会
館
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ

ー
」
か
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
テ

ー
ブ
ル

m
T
V
ゲ
|
ム
機
を

小
心
に
九
日
わ
せ
て
約
問
ト
ム
け

を
ぷ
山
し
て
い
る
。
同
山
仙
の

巡
常
に
止
」
る
川
u
n
渋
谷
事
業

一
州
の
いけ
川
肝
刈
U
K
は

「
点

U
会

ピ

な
お

グ
飽
和
状
態
d

の
ゲ
ー
ム
場

渋
谷
駅
か
ら
点
に
向
か

っ

て
山
山パ
川
以
が
あ
る
が
、

ニ
の

以
は
渋
川
合
で
は
ハ肢
も
山
く
か

ら
聞
け
て
い
た
鋭
敏
仰
で
、

不
い
隠
史
を
持

っ
た
山
引
が
多

い
。
一

打
、
こ
の
以
は
近
く

の
れ
日
山
乍
院
な
ど
へ
の
泊
小

路
に
も
な

っ
て
お
り
、
ν引い
H

'川
け
ら
多
く
あ
り
、一
治
川
が

阿
川
し
た
出
川
住
み
に
な

っ
て

い
る
。

い
る
。

人

μ
部
分
か
ら
山
内

引
ま
て

一
本
の
通
怖
を
ぷ
け
、

山
之
パ
r
H
h
吋
を
む川柳
こ
刊
M

i
l
i
-
-
J
1
1
l
'
ー

で
き
る
よ
・
7
に
機
械
を
レ
イ

ア
ウ
ト
し
て
い
る
。
山
内
の

装
飾
に
つ
い
て
は
峨
な
ど
に

映
州
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
を
貼

る
ぐ
ら
い
で
、
比
川
悦
的
必
ち

小
柄
い
た
が
川
公
に
な

っ
て

い

「
渋
符
ラ
ス
ベ
ガ
ス
t

は

こ
の
山
位
以

に
州
し
て
の
い
必

T

J
O

わ

l
h
ヲ
ふ
み
ん
ソ
-ー

μ'
十ソ
，

η

lh
-u
y
''htv司
dl

、
-J

1

1

〆
ν

納
長
い
フ
ロ
ア
に
な

っ
て
お

り
、
テ
ー
ブ
ル
引

1
V
ゲ
ー

ム
機
を
小
心
に
約
じ
ト
ム
け
の

ア
ー
ケ
ー
ド
機
を
設
問
し
て

ょの写真はボウリング場に併設している 『東口会館ゲームコーナ-J

y

卜
を
似

っ
て
・川
内
を
大
き

く
二

つ
に
分
け
、
A
E
休
の
は

ほ
仁
・川
の
フ
ロ
ア
に
ケ

l
ム

機
を
ぷ
附
し
て
、
山
川
り
の
ス

hb
p
u
ロ
ケ
ヰ
』

ベ
ー
ス
に
は
が
球
れ
を
八
台

杭
べ

て
い
る
。
凡位
以
機
械
は

約
'ハ
ト
ム
け
の

T

V
ゲ
ー
ム
機

の
ほ
か
メ
ダ
ル
ゲ
ー

ム
機
八

台
、
フ
リ

ッ
ハ

l
u台
、
そ

の
他
ア
ー
ケ

ー
ド
機
数
台
、

計
約

h
れ
と
な
勺
て

い
る
。

同
山
の
い
叫
川
主
配
人
は

「
会

館

γ
引

の
た
め
本
何
十
の
が
ご

ろ
ま
で
は

一
階
フ
ロ
ア
て
の

悩
主
に
な
る
よ
う
だ
。

eh
問

で
の
付
業
に
比
べ
る
と
し
川
リ

L
L

げ
は
的
近
く
に
伸
び
て
い

る
。

以
h

川
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
を

円
的
に
米
た
人
が
作
ち
時
間

な
ど
に

γ
V
ゲ
ー
ム
機
で
遊

ん
で

い
た
よ
う
だ

が
、
攻
作

で
は
ゲ
|
ム
を
け
的
に
当
山

に
い
氷
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
か
な

り
附
え
て
い
る
。
場
刈
的
に

は
渋
谷
セ
ン
タ
ー
似

S
E
の

一
角
に
比
べ
る
と
必
ず
し
も

忠
ま
れ
て
い
る
と
は
パ
え
な

い
だ
ろ
・
7
0
芥
川
と
し
て
は

仁
に
小
中
や
じ
い
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が
多
い
よ
・
7
だ
。

ま
た

ボ
ウ
リ
ン
ク
を
山
本
し
み
に
当

会
館

へ
米
る
'Kけ
す
作
も
多
い

こ
と
か
ら
他
の
山
に
比
べ
る

と
か
な
り
化
作
の
妥
が
日
立

ウ
て

い
る

U
附

U
な
ど
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、ド
ド
八
絞
め
必

い
け
は
と
く
に
芥
の

人
リ

が

よ
く
終
日
以
わ

っ
て

い
る
」

と
川
山
の
川
川
ぷ
り
の
れ
を

ぷ
る
ー
ま
た
機
械
の
レ
イ
ア

ウ
ト
仰
な
ど
に
つ
い
て
川
氏

除
く
と
ニ
の

川汁
限
で
は
い
似
も

広
い
ゲ

i
ム
山
切
で
あ
る

、不

上の写真は東口会館 1，皆で逮営を行なう

rスペースシ ップJ の庖内。この界隈で

は最も広いフロアのゲーム場でゆったり

遊べるよう にレイアウトされている。下

の写真は同庖の島田晴夫支配人-，筒、
る

川
山
の
小
川
川
マ
不
|
ジ

γ
ー
は

「
小
中
ら
ど
の
辿
行

作
J
U
多
く
功
刈
的
に
は
ま
あ

必
ま
れ
て
い
る
の

で
は
な

い

か

ん
f
生
存
の
川
崎
か
じ

い
サ

ラ
リ
ー

マ
ン
の

川
主

ψ
?u多

〈
、
l
d
・h
J

ニ
ま

日
こ
K
J川

;

J

i

l

l

-

し
や

っ
て
き
て
寸
時
を
刊
し

ん
で
ワ
レ
イ
し
て
い
る
人
む

今

ァ

ン

タ
シ
ア
渋
谷
」
が

あ
る
。

こ
の

一
市
は
統
的
往

て
伴
、
ぇ
‘
ー
が
中
で
、
川
山
川
J
U

八
川
水
で
閉
山
さ
れ
る
と
の

こ
と
。
川
山
は
約
ド
け
が
い

H
γ

の
フ
ロ
ア
に

メ
タ
ル
ゲ
ー
ム

機
約
・・
一
l
h

刊
の
)

数
ム
什

Nl 

j凶 ?宇
リ!』!(と
にか Jli
I(IIらる
し北 。
てに
--， f111 
ゲぴ
|る

(う
ち
ト人
明
機

と

T
V
γ
l
ム
機
卜

社
問
|
数
ム
け
を
設
以

し
て
い
る
。
川
山
は
附
シ
グ

マ
の
辺
吋一刊で
、
前
川
机
介
し

た
「
ビ
ン
、
コ
イ
ン
渋
谷
t

山川

る

弁の頭線渋谷駅のホーム下で営業を行なう「ゲームラセーヌ』の庖頭

J 

深夜までサラリー7 ンや学生で賑わう 「ファンゲームヱ ドヤJの虐殺

-ι 
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道
広
以
に
い
山
し
た
ミ
ド
リ
ヤ

L

ハ
附
で
の
い
必
旬
。

以
前
は
ン

ク
マ
の
巡
山
一
叩
円
だ

っ
た
が
こ
の

ほ
ど
セ
ガ
社
辺
公
に
変
史
し

た
も
の
。

川
山
川
は
ボ
ウ

リ

ン

グ
場
に
併
ぷ
さ
れ
た
コ

ー
ナ

ー
で
、
約
行

ak
--半
ん
い
け
の
フ

ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル
州
L
T

V
ゲ

ー
ム
機
を
小
心
に
約
・
h
l
ムけ

の
ゲ

i
ム
機
を
ゆ

っ
た
り
と

比
以
前
し
て
い
る
。

は
七
時
半
に
閉
山
す
る
が
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
は
何
晩

l
一

叫
ま
で
営
業
さ
れ
て
い
る
。

「
米
川
会
館
」
と
川
様
に
ボ

ウ
リ
ン
グ
場
に
併
設
さ
れ
た

ロ
ケ
の
た
め
、
ゲ
ー
ム
を

M

的
に
米
る
人
は
少
な
い
よ
う

て
、
や
は
り
ボ
ウ
リ
ン
グ
坊

に
ど
れ
ど
け
の
存
を
呼
び
込

む
か
に
よ

っ
て
ロ
ケ
の
h

川
リ

LL
げ
も
変
わ
っ

容
を
対
象
に
巡
営
し
て
い
る
。

設
前
機
械
は
小
引
反
り
物
機

十
台
、
パ
了
ア
リ
ー
ヵ

l
七

台、

T

V
ゲ
ー
ム
機
も
含
め

そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機
約
二

十
点
、
計
約
四
十
台
。

岡
市
附

の
古
凶
氏
は
「
当
自
の
メ
イ

ン
は
子
ど
も
を
対
象
と
し
た

来
り
物
機
な
の
で
、
と
く
に

幼
児
な
ど
が
ケ
ガ
を
し
な
い

第三同位IIi礎物it2.11 f 

宇品ヨ~=

上の写真は rゲームシティーグッドJの1吉頭のようす。 1J皆と 2踏
での運営でテープル型TVゲーム機を中心に設置している

ゲームマシン
と
同
総
に
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
を

七
体
と
し
た
巡
止
竹
内
を
行
な
っ

て
い
る
。

「
ビ
ン
。
コ

イ

ン
」

は
メ
ダ
ル
ゲ

i
ム
機
の
み
を

設
置
し
て
い
た
た
め

l
八
段

本
備
の
庁
少
年
を
入
場
然
止

に
し
て
い
た
が
、
当
山
で
は

ア
ー
ケ
ー
ド
機
も
設
山
抗
し
て

い
る
た
め
青
少
年
も
入
場
で

き
る
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
庁
少
年
に
対

し
て
は
十
分
な
配
慮
を
払

っ

て
お
り
、
夜
六
時
に
な
る
と

|
八
歳
未
満
の
巾
少
年
に
対

し
て
家
路
に
着
く
よ
う
に
山

内
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
使

っ
て
呼

び
か
け
て
い
る
。

ま
た
岡
山憾

に
十
時
に
は
二
十
段
米
U

仙
の

省
に
対
す
る
呼
び
か
け
を
行

な
っ
て
い
る
。

渋
谷
駅
西
側
に
は
遊
ぶ
坂

が
あ
る
が
、
こ
の
坂
は
か
つ

て
は
渋
谷
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
で
あ

っ
た
。

し
か
し
パ

ル
コ
な
ど
の
山
現
に
よ
り
公

園
通
り
に
人
気
が
移
り、

ち

ょ
っ
と
寂
し
い

時
期
も
あ
っ

た
が
、
坂
の
人
凶
に
フ
ア

ソ

シ
ョ
ン
ビ
ル

1
0

9
が
で
き

て
か
ら
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を

一
新
し
て
お
り
、
ま
た
机
年

の
入
住
み
を
取
リ
戻
そ
う
と

し
て
い
る
。

「
い
取
点
ホ
リ
デ
ー
ボ
ウ
ル

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
」
は
こ
の

ー司白ιι『

、， -圃圃，
' 

関

第241号1984年8月1日

r 

，.... 

'叫

-、

ー
ケ
|
ド
ゲ
ー
ム
機
を
泣
く

T

V
ゲ
!

に
毛
市
…
を
泣
き
た
い

」
と
訴

る
。
な
お
阿
社
で
は
同
会
館

内
の
喫
茶

「
マ
ウ
ン
テ
ン
」

に
も
テ
ー
ブ
ル

m
T
V
ゲ
ー

ム
機
を
十
数
計
設
置
し
て
い

ヲ令
。

つ
も
り
で
あ
る
。

第三I>Jt貨H史物必可

ム
機
に
つ
い
て
は
、
一
時
の

ブ

l
ム
に
比
べ
る
と
凶
松
岡

則
も
か
な
り
半
く
、
総
動
中

も
あ
ま
り
良
い
と
は
一言
え
な

い。

T

V
ゲ
ー
ム
マ
ニ
ア
も

数
多
く
い
る
け
れ
ど
も
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
休
憩
に
米
た
家

族
答
を
対
象
に
エ
レ
メ
カ
機

「
東
急
百
品
川
府
東
償
庖
屋

上
ち
び

っ
子
ラ
ン
ド
」
は
日

本
娯
楽
機
附
連
営
に
よ
る
も

の
で
、
こ
ち
ら
も
主
に
家
族

時F N，

出下鉄半駅弁........ . 
・・・・・・・・)・..曹を危 士艮

締高直B回

固

困図

ゲームマシン

日
円
』
ロ

n
p

、=
~ 

圏

神
宮
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駒
場
ツ
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、
ド
リ
ヤ

て
く
る
よ
う

右上の写真Iまr東急文化会館
ゲームコーナーJのようす今ょの写真はゲーム場には管理者の常駐が必要だとす旨嫡する滋尚武雄庖長

1"スヲーミナ1レ

図図

、一、
-
o
，vh H
パ
の
仙
一
線
渋
谷
駅
の
す
ぐ

そ
ば
に

「
ゲ
|

ム
シ
テ
ィ

ー

グ

y
ド
」
が
あ
る
が
、
川
山

は
以
前

「
イ
ン
べ
|
ダ
|
ハ

と
い
う
山

-
U
山
井
三
一

ロ
ア
で
の

ウ
ス

8
0
8
0」

名
だ

っ
た
ロ
ヶ
。

附
と
の

こ

つ
め
フ

，M
業
で
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ロ
ア

山
似
は
約
三
卜
-
十
ん
げ。

山

フ
ロ
ア
合
わ
せ
て
テ
ー
ブ
ル

m
T
V
ゲ

l
ム
機
を
中
心
に

約
h

ハ
卜
ム
け
も
の
機
械
を
山
内

い
っ
ぱ

い
に
ぷ
出
し
て
い
る

た
め
、一
辿
路
部
分
の
ス

ペ
ー

ス
が
少
な
く
少
さ
に
く
い

山

も
あ
る
よ
う
だ
。

「
シ
ャ
ト
ル
ル
!
ム
」
は

地
下

一
階
か
ら
地
上
二
階
ま

で
の
三

つ
の
フ
ロ
ア
で
の
運

営
。
そ
れ
ぞ
れ
約
三
十
平
方

μ
の
敷
地
に

T
V
ゲ

l
ム
機

を
中
心
に
約
八
十
台
を
設
置
。

佐
用
は
学
生
や
若
い
サ
ラ
リ

ー

マ
ン
が
圧
倒
的
に
多
く
、

町
内
は
明
る
く
消
潔
な
感
じ

に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
仲げ
の
州
総
渋
谷
駅

の
ホ
ー
ム
ド
に
は

「
フ
ァ
ン

ゲ

l
ム
エ
ド
ヤ
」
と

「
ゲ
ー

ム
ラ
セ

i
ヌ
」
と
か
花
ん
で

ぷ
山
さ
れ
て
い
る
。

A
M
マ

さ
て

S

C
聞
係
の
ロ
ケ
だ

が
、
東
急
文
化
会
館
の
同
一
|，

や
東
急
行
代
ぃ加
点
桃
山
の
以

上
で
そ
れ
ぞ
れ
逆
常
さ
れ
て

いヲ令
。「京
急
文
化
会
館
一
係
LL
ゲ

ー
ム
コ

ー
ナ
ー
」
は
側
ナ
ム

コ
の
泌
旬
。

同
会
館
に
は
渋

谷
東
急
な
ど
問
つ
の
映
州
航

や
シ
ネ
シ
ヨ
ソ
プ
ら
ど
が
あ

リ
家
版
辿
れ
や
ア
ベ

ソ
ク

%

な
ど
で
賑
わ

っ
て
い
る
。
ま

た
八
開
に
は
.
大
丈
仙
川
物
航
五

品
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
あ
り、

川
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

で
は
前

後
-
.卜
げ
の
ド

i
ム
状
の
ス渋谷1・14・14、東口

渋谷ラスベガス 渋谷区渋谷ト13・7、サカエ

ピル、n406-1988、本柱=山線東京本従側 (n

433・6601) 回

スペースシツプ 渋谷1・14・14、奈口会総、合

490-4737、本社=側セガエンターブライゼ

ス(n742・3171) 図
東京ホリデーボウルゲームコーナー 道玄段

2・29・5、ミドリヤピル6階、 n463・3367、本

社=悶上。 園

東口会館ゲームコーナー

よ
う
に
注
立
し
て
い
る
。

府

内
を
常
に
清
潔
に
し
て
、
お

客
様
の
自
に
機
械
な
ど
が
き

れ
い
に
映
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
る
。
ま
た
絶
、え
ず
笑
・
燃

を
も

っ
て
お
す
什
に
悼
惜
す
る
よ

う
に
し
て
楽
し
い
骨
仲
間
%
で

遊
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
」
と

岡
市
附
の
サ
ー

ビ
ス
耐
を
述
べ

る
。

ま
た
同
氏
は

「
こ
、

」
数

年
当
析
の
売
り
上
げ
は
減
少

気
味
だ
が
、
他
の

S
C
ロ
ケ

に
つ
い
て
も
同
じ
傾
向
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
-径
一休
み
な

ど
を
利
用
し
て
よ
く
渋
谷
駅

周
辺
を
見
て
回
る
が
、
か
な

り
の
人
通
り
が
あ
り
、
今
後

は
い
か
に
し
て
屋
上
に
容
を

呼
ぶ
か
が
問
題
に
な
る
だ
ろ

う
」
と
述
べ
る
。

以
ト
前
阿
と
今
固
め
二
度

に
わ
た

っ
て
渋
谷
駅
町
辺
の

ゲ
ー
ム
場
に
つ
い
て
制
介
し

て
き
た
。
渋
谷
で
取
材
し
た

二
卜
凹
粁
の
ロ
ケ
内
分
け
と

し
て
は
い
わ
ゆ
る
ゲ

ー
ム
セ

ン
タ
ー
が
十
八
庖
と
大
半
を

市
め
て
お
り
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

場
に
併
設
し
た
ロ
ケ
が
三
問、

S
C
関
係
の
ロ
ケ
が
三
析
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

ロ
ケ
を
見
る
と
い
必
営
万
針
を

比
較
的
明
維
に
山
し
て
健
全

営
業
に
努
力
し
て
い
る
も
の

も
あ
れ
ば
、
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
利
低
の
み
を
追
求
し
て

い
る
よ
う
な
応
も
あ
る
よ
う

だ
。
山
内
照
明
の
附
い
山
、

，
フ
ァ
ン
ゲ

l
ム
エ
ド
ヤ
」

は
約
三
十
-仇
r
Hげ
の
山
内
に

テ
ー
ブ
ル

m
T

V
ゲ

1
ム
機

を
・
中
心
に
約
三

l
e
h
h
の
機

械
を
ぷ
山
し
て
い
る
。

ま
た

，
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
ラ
セ
ー

ヌ
」
は

~
階
と
ニ
附
の
常
業

て
、
フ
ロ
ア
山
村
は
そ
れ
ぞ

札
約

ニ
ト
・
千
万
日
。
二

つ
の

フ
ロ
ア
合
わ
せ
て
テ
ー
ブ
ル

川
上
を
小
心
に

T

V
ゲ
ー
ム
機

約
附
|
台
、
そ
の
ほ
か
数
台

の
ア
ー
ケ

ー
ド
機
を
ぷ
抗
し

て
い
る
。
二
出
と
も
に
帰
ん
と

注
中
に
立
ち
得
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
な
ど
が
多
く
麻
雀
を
扱

っ
た
ゲ

|

ム
機
に
人
気
が
あ

る
よ
う
だ
。
な
お
ニ
山
と
も

山
川
明
が
少
し
附
く
な

っ
て
お

り
%
に
か
か
る
と
こ
ろ
だ
。

シ
ン
全
盛
の
渋
谷

ク
リ
ー
ン
に
け化
路
を
叫
視
し
、

判
A
f
の
川
崎
の
移
り
変
わ
り

な
ど
が
よ
く
わ
か
り
好
却
を

川
町
ん
で
い
る
も
の
。
川
山
は

約
二

l
・巾ド
ん
じ
の
フ
ロ
ア
に

T
V
ゲ
ー
ム
機
約
二

l
h
、

はト
川
少
年
・
非
行
も
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る

中
i
山

で
は
と
く
に
小
、

小
山下
小

に
付
し
て
細
心
の
机

立
を
払

っ
て

い
る
。
な
お
こ

の
よ
、
7
な
問
泌
は
作
削
刊
行
の

そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機
数
台
、
ν
一
日
山
蜘
お
よ
び
山
内
巡
悦
の

倣

一品川
プ
ト
数
れ
を
品
川
し
て
い
ほ
な
ど
ロ
ケ
の
作
川
町
体
制
を

る
。
川
山
の
が
一
山
一
山
以
は
「
ヂ

し

っ
か
リ
す
れ
ば
木
然

に
仙

H
は
中
小
中
.や
刈
絞
す
な
ど
、
げ
る
ニ
と
で
あ
る
」
と
桁
捕
。

け
州
、
山
八
小

H
な
ど
は
家
紋
州
一
ま
た
川
氏
は

「
じ
川
中
旬
に

れ
の
%
で
版
わ

っ
て

い
る
。

川
ー

の

一
向
に

テ
ン

ト
正
取
り

渋
川
八
川
界
限
に
は
少
な
い
よ
う
の
コ

ー
ナ
ー
を
ぷ
山
す
る
，

r

だ
が

、
総
本
山
川
の
ゲ
ー
ム
場
定
に
な

っ
て

い
る
。
吸
地
は

約
刊
卜
・
平
行

γ
で
ト
に
当
社

の
エ
レ
メ
カ
機
を
小
心
に
ア

の
で
、

の
中
に
は
混
同

%
の
川
い
ロ

ケ
も
あ
る
よ
う
た
。
日以
川
一
て

-. 

{ 

会館内、 念498・3720、本主1=附タイトー (264
・8611) 図

東急文化会館屋」ニゲームコーナー 渋谷会21

-12、東急文化会館屋上、 n407・7131、2時I=
紛ナムコ〈合736・1211) 固

東急東償后慶上ちびっ予ランド 渋谷2-24-1、

東急実績后屋上、 n477・4593、本柱=臼本島黒

星話機鮒 (n402・7311) 図

ゲームフフフンタジ戸渋谷 知商1・23-13、2

476-3739、i.I'主1=側シクマ (n496-5221)固
ファンゲームエドヤ iei玄綴1-4・1、n461・68

24、直営=長崎、 図

ゲームラセーヌ 溢li綬1・4-1、合461・7556、
経営者不明。 回

シャトルルーム 道玄綬2・4・1、n461・0670、
直営=佐久間貞彦。 国

ゲームシティーグッド 道玄坂2・5・1、まま461・

0836、経営者不明。 国
データの男万(eJ:、をから巴名、所在i也、m諮
議号、経営者、そして飽図上の位績を示守番

§の順になっている。

従
業
員
が
山
口
巾

燃
し
て
な

い

出
な
ど
も
あ

p:il:P1? 

い
く
つ

か
の
ロ
ケ
で

は
こ
れ
ら
の

点
で
改
必
し

て
い
く
、必
要

が
あ
る
よ
う

だ
下の写真は井の頭線渋谷駅

周辺で営換している「シャ

トルルーム」 。清潔な明る

い雰閤気がする

『

古学生や若いサラリ ーマンの固定客が多い「ラスベガスJの庖内

Yし

乗り物被を中心に設置している「東急東機底ちびっ子ランドJのようす

KINGS 

- ミッドウェ一社製品

・基板修理・パリ一社会製品

のパーツも取扱い中です

STEEL OF 

島世グセυーGEE-7回タgさり⑫.
へ

好評発売中

ばれたベストヒット

H コンヒコーターとの対話で新しし、
... 

PYRAMID 

スチール

株式会社バリー・ジャパン
東京都渋谷区道玄坂 1丁目 14-9 (ソシアル道玄坂)

PHONE 0 3 (4 7 6) 5 9 8 I 〒 150

オフ

プレイフィールド中央で

親しみ感じるトランプ遊び

プレイヤーの要望を満疋す

最新4Pフ1)ッJi-

ヰンヴスブラックピラミッド

~必時必'If
'~拘
販売代理庖募集中

謎の百代伝説めぐり

叡々のフィーチャーグ

色鮮か芯スウインク

ターゲツト、スベ)Iノ7フウ
トで皆零点の

チャンス

BLACK GIANT JACKPOT 

ジャイアント
ジャッヲポット

日本で初登場ノ

(オーソドッフス1eJ:

スロットマシン)

電子回路採用

最高6枚賭け

最高1万枚ベイ戸ウト

，.... 

F 

戸、

vsベースボール
2人でも 1人でも楽し

める本格的ベースポー

ルゲーム。

滋{面t名V35，000
(ROMキット)

(任天堂様式会社)

Uni Enterpriseco.，ιTD 
.Ov<同臥SOEPA肝MENτQFFICE3・24-.3.UMEMURA BωG.5F YO岬9・加のυ同川 To旬。.JAPAN 151 
PHONE:T申刊町田間0.0担 1/ TELEX.SS2821 UEPCOlJ / CABLE:SENOAI+Uep-/臥X曲.370・剖円

ギ
ヤ
フ
ラ
ス

滋価格 ￥128，000 
{線式会社ナムコ)

名
機
ギ
ャ
ラ
ガ
が
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
て
帰
っ
て
き
た

終
局
の
宇
宙
戦
争
ゲ
l
ム
。

クラウンズコルフ

すべてのデータが画面

表示される本絡派.

勝負はリズムと集中力

銀価絡 ￥ 179，000 
(PCボー ド)

(株式会社ヱスコ貿易)

たのもしい悟空とひょう

きんな八戒をそれぞれ操
作して、山賊や兵馬f踊の

攻務をかわして天笠へr

EI価格 ￥148，000 
{株式会社カプコン)

ソシソン

バイオリズム サイコロン
マシン 色彩Jωl!Il学とコン

新規ロケ関泊、高度 ビューター筏術の

売促進|こ俵通f 絡昂

信武盲目.::I二王〉ヲーヌラずヌ.
n03(370)0331附東司t/仙台市若紘一丁目10韓日号 n0222(86)9611附

a婦問

b -

自-

チェックハート
血液型コンピューター

努断銭、ブームにのっ

てピックに新愛湯y

辺耳う

コンステラ
電予ルーレット何卓上小

型コンピューター塁占い

メダJレゲーム畿の伎鑑運営につきましては rメダルゲーム場運営基準Jを守ってご使用下さい。
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戸
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情こまで
WER3つのテクニック
ける事が出来るかグ

FUNAI 
-販売元

株式会社フナイ
大阪市浪速区元町1・5-7総波ブラサ'ピル401
TEL:06・648・1274FAX:06ω647・5217

ム
守
ム4
f
 

会式株響宜日東
幻
大
川
プ

蹄
レ
中
・J
市
機
喋

先
電

肘

剛
弁

蜘

M

引
船

大

-東京営察所

サニーレジャーシステム株式会社
東京都千代図区神図多町2・4チダビル5F
TEL: 03・254・5614FAX: 03-256・3877

クラッシャーバイクのツインビームで敵のバイクを撃破しながら、無限軌道をつき

進むゲーム。軌道上には、ジャンプスホ。ツトやパワーゾーン・障害物ゾーン等があ

り、常に変化している。そして、パ一ミリアン I・パ一ミリアンE等強烈な敵が次

から次へと攻撃をしかけてくる…走行ラインの選択と高度なレバー操作・瞬間の判

断が高得点につながる。

マッド・クラッシャ-3大テクニック

.，.，~~、 犠せよI~ .(.(~ 

て、前方の敵

迫って来る
、レー

ジャンプ・スポ、ソトは、タイミング
が全て、ジャンプ距離を伸すと高得
点になる。
ジャンピングを使って敵から避ける

事もテクニックのひとつだ//

パワースポットに入れば、パワーと
スピードが婚す。パワーアップ時に
は、体当りで敵や障害物をやっつけ
る事が出来る。
スピードが増すのでジャンプのタイ
ミングに注意。

ロードランナー

24面に繰り広げられるコマンタ一刻敵番兵の宝の争誇蛾。、献の動さ
をよむと同時に穴戸ケのタイミンク、迷路のくずし后などをE日目し
ぼガらテクニックを駆使するグという新タイプのパズル戸クシヨぞゲ
ーム、ロードランナー。パズル分析、反射神経など、石脳とを脳をパラン
λよく1怖かせてプレイヤーを熱くする、まさに大脳活性化ゲームで可。

- -ョa・
t恵"でタ巳話相

".tャ:

【

句司-

(/" 

~合〆w

-弓舎~

この商品は、弊社(アイレム)の応諾なしに海外への出荷はできません。

すf.紫は格別の御引立を賜わり厚く御礼申し上げます。

さで、この度、弊社が発表致しましたビデオゲーム機「マッド・

クラ ッシャーJ は弊社カf独自に開発製品化したオリジナル製品

であります。

従って、この機械を無断で模倣またはこれに類似する商品と

して製造、改造、販売、輸出する等の行為をすること及びこれ

らの機械を使用して常業することは著作権法、工業所有権諸法、

不正競争防止法等に抵触し弊社の正当な権利 を侵害することに

なります。つきましては、これらの行為のないよう充分にご注

芯賜わり業界の秩序維持、健全な発展のために持織のご協力を

お願い申し上げます。

一
アイレム株式会社
CORPORATION 

.販売*mv大阪市北区西天満1丁目7-4 協和中之島ビル TEL. 06(312) 1300附
K同w・N.k.附 shlma，Bldl.. I ・ 7.4 ， N ・ shi t~曲a.K， ta・ku.O同ka530 J・P・nPh刷 .0613'2)1305 T例制63074

開発 ・製造株式会社

販 売株式会社

lIrl手1l59if'.6日

工スヱヌケイエレクトロニクス

新 日本企 画

代表取締役川崎英吉

フフイレムの目は遊びの進化を見つめ、戸イレムの手は喜びの空間を甑げ、

フフイレムのl臥Ia:ゆとりある未来を創る。

フυーシンカー
-東京販売事務所/東京都千代田区猿楽町1丁目5・1 ・島屋本底ピル TEL.03(295)5951附

・本社/大阪府絵原市西大塚lT目3-29 TEL. 0723( 32) 4754(総務)

.松原センター/大阪府松原市西大塚1丁目5-16 TEL. 0723( 33) 5820(ザーピス)

22新日本企画
SNK ELECTRONICS CORP_ 

本 社大阪市淀川区東三也6T~1I 咽i45~う〒532 宮 (06)396・)621.1t

東京支 I苫 東京都台東区浅叢愉5-4・4シ，;tJ:ル秋』臨時野 手11 1宮 (03)866-617!>lt. 

福岡営難所 福岡市川多区1時多駅東3T93・16川i酎ピル304母〒812tt(092)471-8612--3 

東犬阪営鍵F耳 東犬飯市吉田7-2-35ホワイトンャト 由3目的干578tt(0/29)65 0533 

3043 Kash附'a$lr開1.Torra問。.Cailformd 9050!:> Phono.(213 )539・2744

SHIN NIHON KIKAKU CORP. 
S N K C ORPORATI ON 
ト45.H1GASH1 MIKUNI 6-CHOME. YODOGAWA-KU. OSAKA. JAPAN. 

PHONE: OSAKA(06)396-162I TELEX: 523 6785 
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て
い
る
が
、
ト
ラ
ミ
エ
ル
氏

は
今
年
一
月

J
例
人
的
な
理

由
で
。
突
然
問
祉
を
去
っ
て

い
る
。一
万
ア
タ
リ
社
の
家
庭
用

部
門
の
総
件
は
、
八
二
年
の

ピ
ー
ク
時
に
比
べ
る
と
忠
化

す
る
ば
か
り
で
、
い
ぜ
ん
亦

チ
を
出
し
続
け
、
今
年
の
第

二

・
四
半
期
に
は
約
四
億
二

千
五
百
万
ド
ル
も
の
欠
如
を

(
八
三
年
度
で
は
年
間
約
五

億
三
千
五
行
万
ド
ル
の
亦
字
)

山
山
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
ト
ラ
ミ
エ
ル
氏
が
ア
タ

リ
社
家
庭
用
部
門
を
買
う
話

が
約
一
週
間
で
ま
と
ま
り
、

七
月
二
日
そ
の
結
論
を
み
た

も
の
。
ト
ラ
ミ
エ
ル
氏
と
の

取
引
き
で
W

C
l
社
側
は
約

十
年
間
の
サ
イ
ト
で
約
二
億

四
千
万
ド
ル
受
け
と
る
こ
と

に
な
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
ら

に
伴
な
い
、
ト
ラ
ミ
エ
ル
氏

は
W
C
I
祉
の
株
式
百
万
株

を
口
い
と
る
似
説
』
を
手
に

入
れ
、

W

C
I
社
は

J
新
ア

タ
リ
(
家
庭
用
)
社
。
の
株

式
を
三
二

・
二
%
買
い
と
る

保
証
書
を
手
に
入
れ
、
こ
れ

ら
は
将
米
実
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

ア
タ
リ
祉
の
業
務
用
(
ゲ

ー
ム
機
)
部
門
と
ア
タ
リ
テ

ル
(
徒
話
機
)
部
門
は
そ
っ

く
り
W
C
I
社
の
チ
会
社
と

し
て
銭
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
伐
っ
た
。
旧
ア
タ
リ
社
。

は
、
家
庭
用
と
い
う
厄
介
将

が
な
く
な
っ
た
た
め
、
一
年

前
と
比
べ

る
と
ず
い
ぶ
ん
動

き
や
す
く
な
っ
た
。
こ
れ
ら

に
閲
し
、

W
C
I
社
の
ロ
ス

会
民
は
「
過
去
ト
八
ヵ
月
の

問
ア
タ
リ
社
を
悩
ま
せ
る
問

叫
に

つ
い
て
取
組
む
努
h
M
を

統
け
て
き
た
が
、
や
っ
と
努

力
が
笑
っ
た
。
昨
年
九
月
私

た
ち
が
招
い
た
モ
|
ガ
ン
氏

に
は
特
に
感
謝
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
請
リ
、
ア
タ

リ
社
の
モ

l
ガ
ン
会
長
は
こ

こ
ま
で
や

っ
て
こ
れ
た
の
は

皆
ん
な
の
お
か
げ
だ
、
と
語

っ
て
い
る
。

同
様
に
ロ
ス
会
長
は
「
ト

ラ
ミ
エ
ル
氏
は
家
庭
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
部
門
に
つ
い
て

総
験
も
知
滋
J
u
m
か
で
あ
り

V
機

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
部

門
は
、
七
月
二
日
、
コ
モ
ド

ー
ル

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ

ル
社
の
元
社
長
ジ
ヤ
ツ
ク

・

ト
ラ
ミ
エ
ル
氏
グ
ル
ー
プ
に

日
い
と
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
ア
タ
リ
社
は
家
泌
用
郷

川
に
よ
る
赤
字
の
山
労
か
ら

解
放
さ
れ
、
業
務
用
T

V
ゲ

i
ム
機
部
門
な
ど
の
強
化
が

函
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ア
タ
リ
社
の
相
明
会
社
で
あ

る
ワ

l
ナ

l
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ズ

(
W
C
l
)
祉
は

七
月
二
目
、

4
3
会
社
ア
タ
リ

社
の
コ
ン
シ
ュ

ー
マ
|
部
門

(
家
庭
用
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
、

家
庭
用
T

V
ゲ
ー
ム
機
を
担

当
)
を
、
ジ
ヤ
ツ
ク

・
ト
ラ

ミ
エ
ル
氏
が
社
民
を
し
て
い

る
あ
る
会
社
に
必
却
し
た
こ

と
を
、

W
C
I
社
の
ス
チ
ー

ブ
ン

・
ロ
ス
会
長
と
ト
ラ
ミ

エ
ル
氏
の
連
名
で
発
表
し
た
。

ト
ラ
ミ
エ
ル
氏
は
世
界
的

に
有
名
な
コ
モ
ド
ー
ル

・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
の
例

設
者
で
、
同
社
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
業
右
で
よ
く
知
ら
れ

十
分
に
ア
タ
リ
社
家
庭
用
を

復
活
さ
せ
う
る
」
と
し
て
い

る
。
そ
の
強
烈
な
ビ
ジ
ネ
ス

感
覚
で
世
に
知
ら
れ
る
ト
ラ

ミ
エ
ル
氏
は
、
す
で
に
現
作

サ
ニ

l
ベ
イ
ル
の
ア
タ
リ
本

社
に
お
り
、
三
十
州
歳
に
な

る
息
子
、
サ
ム

・
ト
ラ
ミ
エ

ル
氏
を
社
長
に
任
命
し
て
い

る
。
父
親
の
ジ
ヤ
ツ
ク

・
ト

ラ
ミ
エ
ル
氏
は
「

H

新
ア
タ

リ
社
e

は
、
ポ
ス
が
私
で
は

な
く
消
代
者
だ
と
い
う
川
崎
ぶ

の
も
と
で
一
所
懸
命
働
〈
人

A

M
ゲ

l
ム
機
用
に

U
し
の
新

た
ち
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る

だ
ろ
う
」
と
諮
っ
て
い
る
。

か
れ
は
ま
た
「
通
信
、
娯
楽
、

教
育
分
野
で

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
技
術
を
発
展
、
普
及
さ
せ

る
こ
と
は
自
分
た
ち
に
ぶ
せ

ら
れ
た
品
位
初
で
あ
る
。
ア
タ

リ
社
と
は
こ
れ
ら
を
十
分
可

能
に
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

私
は
今
回
の
取
引
き
に
大
変

満
足
し
て
い
る
」
と
語
っ
て

い
る
。

準
案

業務用部門は従来どお りWC Iの下に

占ロル

アタリ社が元コモドール社長に

第三陣郵{匝物。:i.r

け
て
U

L
検
定
に
つ
い
て
改

A
策
を
検
川
し
て
き
た
が
、

今
回
新
し
い
基
本
来
を
U
し

の
ロ
パ

l
ト

・
シ
ー
ル
パ
ッ

チ
氏
に
提
出
し
た
。
こ
れ
は

尚
皮
な
・
小
也
子
技
術
の
時
品
展
に

仰
げ
な
い

A
M
ゲ
|
ム
機
の
・
U

丸
山
例
造
的
内
山
作
む
変
化
し
て

い
る
と
の
状
況
を
品
川
以
に
、

よ
り
現
実
的
な
も
の
に
し
よ

う
と
す
る
改
良
案
で
、
こ
の

改
良
案
を
作
る
た
め
A
G
M

A
は
全
米
各
胞
で

mkHを
実

地
し
、
祈
技
術
に
よ
る
A
M

機
が
卜
分
安
全
に
似
わ
れ
る

よ
う

U
L
検
定
の
新
決
ホ
楽

と
し
て
提
出
し
た
。
も
ち
ろ

ん
A
G
M
A
の
提
出
し
た
の

は
あ
く
ま
で
も
は
本
で
あ
り
、

‘
}
れ
に
じ
し
が
検
川
を
加
え

る
と
の
ニ
と
で
、

A
M
ゲ
ー

ム
機
に
閲
す
る
U

L
枚
主
新

基
地
午
は
八
五
年
一

一月
に
は
正

式
に
発
表
さ
れ
る
だ
ろ
う
、

と
A
G
M
A
の
ク

レ
ン

・
フ

ラ
ズ
ウ
ェ
ル
山
中
務
は
一
泊
っ
て

い
る
。
な
お
同
氏
は
「
ニ
れ
に

よ
り
円
滑
な
検
定
と

一
一
例
の

安
全
性
が
政
保
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
大
き
な
効
果
が
あ

が
る
」
と
語
っ
て

い
る
。

米
同
の
小
刷
ド
A
M
機
メ
ー

カ
ー
協
会
で
あ
る
A
G
M
A

(本
部
パ
ー
ジ
ニ
ア
州
ア
レ

ク
サ
ン
ド
リ
ア
ジ
ョ

l
・

ロ
ビ
ン
ズ
会
長
)
は
七
月
六

日、

H
上
中
の
従
取
制
度
に
相

当
す
る
U

L
検
定
制
度
に
附

し
て
、
ゲ

i
ム
機
関
係
の
状

地
中
改
正
へ
向
け
て
新
必
燃
を

提
案
し
た
、
と
発
表
し
た
。

U
L
検
定
は
、
正
確
に
は

ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
タ
ー
ズ

・
ラ

ボ
ラ
ト
リ

l
ズ

(
U
し
)
と

い
う
民
間
問
体
が
行
な
っ
て

い
る
も
の
だ
が
、
怖
凶
燃
の
あ

る
試
験
、
検
定
を
屯
気
川
口
川

に
対
し
て
行
な
っ
て
お
り
、

基
本
的
に
は

U

L
検
定
に
合

絡
し
て
い
な
い
電
気
川
口
聞
は

一
般
消
代
行
に
似
光
等
し
て

は
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
、

日
本
の
屯
%
削
品
取
締
法
の

シ
ス
テ
ム
と
よ
く
似
て
い
る
。

こ
の

U
し
岡
崎
絡
に
は
第
二
卜

二
徐
の
品
目
と
し
て
「
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

・
マ
シ
ン
し

が
仰
げ
ら
れ
て
お
り
、
A
M

機
は
中1
然
U

L
検
定
が
必
裂

と
な
っ
て
い
る

A
G
M
A
で
は
メ
ー
カ
ー

協
会
と
し
て
、
委
員
会
を
設

ン
ジ
ヤ
ツ
ク
」
を
勝
手
に
人

れ
民
刊
、
之
、
「
ボ
ン
ジ
ヤ

ツ
ク
」

を
一
位
に
持

っ
て
き
て
わ
ね
り

明
ら
か
に
改
さ
ん
し
て
い
る
。

ま
た
②
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

口
聞
の
価
絡
を
参
々
に
示
し
な

が
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
n
m
で
な

い
(
無
断
コ
ピ
ー
し
た
と
し

か
言
い
よ
う
が
な
い
)
同
社

取
扱
い
品
目
を
並
べ
、
そ
の

一
番
目
に
「
ボ
ン
ジ
ヤ
ツ
ク
」

八
一力
円
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

同
じ
ぷ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
仏
側

で
は
同
ゲ
ー
ム
は
卜
4

万
円

と
あ
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
コ

ピ
l
u聞
で
あ
る
。
②
で
不
当

に
オ
フ
ァ
ー
さ
れ
て
い
る
P

C
必
板
は
二
卜
七
綬
に
の
ぼ

る
。
な
お
①
、
②
と
も
に
ベ

ル
社
の
レ
タ
|
ヘ
ッ
ド
に
印

刷
さ
れ
た
も
の
で
、
内
地
に

亦
九
の
日
本
の
脱
を
そ
の
ま

ま
ベ
ル
社
の
マ

i
ク
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
ま
で
、
完
全
に

臼
本
人
を
侮
辱
し
き
っ
て
い

る
。
い
く
ら
丹
治
に
持
作
依

法
が
な
か
ろ
う
が
、
こ
れ
ら

は
間
際
法
上
決
し
て
汗
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

ベ
ル
社
に
つ
い
て
は
、
ベ

ル
社
自
ら
が
別
の
文
書
で
明

記
し
て

い
る
こ
と
だ
が
、
先

ほ
ど
が
実
ヒ
倒
産
し
た
フ
ア

ル
コ
ン
と
深
い
聞
係
が
あ
り

そ
う
で
あ
る
。
以
ド
は
ベ
ル

社
の
文
書
か
ら
、
そ
の
要
山
…

を
収
録
す
る
。

「
東
京
の
フ

ァ
ル
コ
ン
祉

は
五
月
卜
五
日
、
財
務
的
に

破
た
ん
し
た
。
し
か
し
フ
ァ

立
日

V.A.N.Horecava 
(Amsterdam. Holland) 

A.T.E. (London. England) 

Show Aktuell 
(Munich. W. Germany) 

Ima (Frankfurt. W. Germany) 

NAO Expo (Tokyo. Japan) 

Blackpool Show 
(Blackpool. England) 

SADA・85
(Bercelona. Spain) F eb.28-Mar.3 

Amusement Showcase International 
(Chicago. U.S.A.) Mar. 1- 3 

Coin-Op (Dublin. Ireland) Mar.20-21 

Milan Fair (MiJan. Italy) Apr.14-23 

-.Jan. 14-17 

-.Jan. 17-19 

Feb. 13-14 

-.Jan. 7-10 

-.Jan. 7-10 

Oct.30-Nov.1 

Nov. 1 5-17 

Dec. 1 1 -14 

Oct. 3- 4 

Oct. 1 1 -14 

Oct.21-24 

Oct.25-27 

Feb.19-21 

International Trade Show 

1984 

AM Show (Tokyo. Japan) 

Enada (Rome. Italy) 

Interhoga (Vlenna. Austria) 

AMOA Exposition 

(Chicago. U.S.A.) 

London Preview 

(London. England) 

IAAPA Show (Dallas. U S.A.) 

Forainexpo (Paris. France) 

1985 

ゲームマシン

米
凶
の
ア
タ
リ
社

(
本
社

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ニ

l

ベ
イ
ル
、
ジ
ェ

l
ム
ズ

・
モ

ー
ガ
ン
会
長
)
の
家
庭
用
T

香
港
の
コ
ピ
l
ヤ

l
、
ベ

ル
社

本
紙
を
無
断
複
製

ッ
ト
ゲ
ー
ム
ス
お
」
の
ゲ
ー

ム
機
の
順
位
を
入
れ
換
え
、

そ
れ
に
よ
っ
て
世
界
中
の
バ

イ
ヤ
ー
を
惑
わ
せ
、
ぎ
疋
貴

紙
の
評
判
を
傷
つ
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
ガ
わ
か
り
、
因

っ
て
い
ま
す
。

同
到
し
た
コ
ピ
ー
で
気
づ

か
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
第
T

位
と
第
H
H

位
を
入
れ
換
え
て

偽
っ
て
ゲ
ー
ム
願
位
を
伝
え

て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

こ
の
会
位
ガ
こ
れ
ら
の
特
定

ボ
ー
ド
を
符
別
の
価
格
で
売

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

私
だ
ち
は
こ
の
会
柱
に
注

文
を
し
疋
こ
と
な
ど
一
度
も

怠
く
、
ま
芝
無
関
ゆ
で
い
疋

り
、
不
正
な
行
為
に
よ
っ
て

他
の
ズ
ベ
レ
ー
タ
|
ガ
疋
ぎ

さ
れ
て
買
う
よ
う
は
こ
と
に

つ
い
て
軒
し
芝
り
す
る
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
事
件
ガ
あ
な
乏
の
関

山
を
引
き
、
他
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
芝
ち
が
こ
の
会
な
の
行

潟
に
関
し
讐
告
を
受
け
る
よ

う
、
こ
の
情
報
を
公
表
す
る

の
ガ
ふ
さ
わ
し
い
と
蓄
え
て

下
さ
る
よ
う
畠
み
ま
す
。

以
上
の
予
紙
に
同
封
さ
れ

た
の
は
①
ベ
ル
社
に
よ
り
本

紙
六
月
ト
丘
日
号

「
ベ
ス
ト

ヒ
ッ
ト
ゲ

l
ム
ス
お
」
を
無

断
改
変
コ
ピ
ー
し
た
印
刷
物

(
写
真
参
照

実
物
は
ベ
地

約
云
三
川
)
、
②
ベ
ル
社
に

よ
る
，
L
T
当
オ
フ
ァ
ー
(
商
品

案
内
)
の
ι
ハ
刈
十
六

H
付、

第
問

O
六

土
ハ
号
。
う
ち
①

で
は
、
一
院
「
ビ
ク
ト
リ
ア

ス
ナ
イ
ン
」
と
卜
同
位

「ポ

ャ
ー

・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

l
ズ

社
は
ま
ず
、
香
港
の
ベ
ル
社

か
ら
の
.LT
当
オ
フ
ァ
ー
を
同

封
し
て
、
次
の
よ
う
に
知
ら

せ
て
き
た
。

|

|
あ
な
た
の
優
れ
疋
出

版
物
で
あ
る

「
ゲ
ー
ム
マ
シ

ン
」
の
一
購
読
者
と
し
て
、

私
疋
ち
は
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
定
め
に
ニ
ュ
ー
ゲ

i
ム
を

選
ぶ
際
に
寅
紙
H

ヒ
ッ
ト
ゲ

ー
ム
H

の
畑
測
を
非
常
に
震
重

な
利
用
法
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
私
た
ち
は
、
香
港

の
あ
る
会
往
ガ
「
ベ
ス
ト
ヒ

4

前
日
治
に
ベ
ル

・
コ
ー
ポ
レ

l
シ
ョ
ン

(
ジ

ヨ

|
・
シ
ル

ビ
ア
代
ぷ
)
と
い
う
会
社
か

あ
り
、
同
社
が
悦
ん
に
日
本

の
T
V
ゲ
ー
ム
機
の
鉱
山
断
コ

ピ
l
基
板
を
輸
出
し
て
い
る

こ
と
は
、
か
な
り
有
名
な
話

で
あ
る
が
、
つ
い
に
ぷ
・
紙
ま

で
刷
悦
が
無
断
改
変
コ
ピ
ー

し
て
い
る
こ
と
が
こ
の
ほ
ど

判
明
し
た
。

こ
れ
は
本
紙
の
海
外
購
読

者
に
よ
っ
て
わ
か
っ
た
む
の
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
あ
る
ア

ソ
シ
エ
|
テ
ィ
ッ
ド

・
レ
ジ

ル
コ
ン
の
校
術
お
は
す
ぐ
さ

ま
こ
こ
丹
治
で
ベ
ル
什
と
と

も
に
併
処
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
」
(
五
月
二
十
八
日
付
)
。

「
ベ
ル
社
は
臼
本
人
グ
ル

ー
フ
に
よ
る
技
術
お
に
文
、
え

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
大
川
分

は
.. ん
フ
ア
ル
コ
ン
の
ス
タ
ッ

フ
で
あ
る
」
(
五
日
灯
卜

一
日

付
)
。

第241号
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各
種
サ
イ
ズ
の
メ
ダ
ル
払
出
し
が
簡
単
に
選
択
設
定

で
き
る
最
新
鋭
高
速
メ
ダ
ル
貸
機
(
メ
ダ
ル
貸
出
し
四
秒
)

-、

スポーツしよう
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• 

セガ・メタル貨繍(DP-31)
-
一、

0
0
0
門
札
(
新
札
に
も
対
応)、

五
O
O
円

(
礼
、
硬
貨
)
一
O
O
円
硬
貨
で
メ
ダ
ル
貸
出
。

-
メ
ダ
ル
の
収
納
枚
数
は
三
O
、
0
0
0
牧
と
大
容
耳

信も

乎
世
は
ほ
M

別
の
が
列
、
、
立
て
を
酬
明
リ
摩
〈

hw
礼
申
し
上
げ
ま
す
.

5
て‘

ニ
内
市
叫
.
株
式
会
社

1
1
2
M
M
事
な
ら
ぴ

し
株
式
会
社

セ
カ

・
エ
ン
タ

ー
プ
ラ

f
ゼ
ス
よ
リ
a
z
先
政

L
a
L
A
ピ
チ
オ
ゲ

ー
ム
地内

『
C
R
O
W
N
S
G
O
L
F
」

(
ク
ラ
ウ
ン
ズ

コ
ル

7
)
は
大
年
伐
何
エ
業
抹
式
会
枇

(
N
A
S
C
O
)
M
H開
発

・制慨

。
開
化
し
た
商
品
て
前
記
両
私
が
、
日
本
国
内
仁
い
れ
い
て
独
占
的
に

製
造
、
販
売
‘
積
布
ぷ
よ
ぴ
使
用
す
る
権
利
を
取
得
し
て
が
リ
ま

す
。従

い
ま
し
て
本
ι苦
闘
を
許
可
位
〈
、
価
損
ハ
断

τ慢
出
直
ま
と
は
こ
れ

に
級
制
す
る
織
品
と
し
て
剛
氏
述
、
阪
先
、
広
告
‘
俗
曲
面
い
打
よ
ぴ
侠

川
4
，
る
婚
の
行

4
は
.
エ
業
所
前
同
州
法

・
不
正
使
手
防
止
法

・
普

作
仙
叩
法
帯

I
紙

触
し
.
前
記
三
祉
の
紡
権
利
を
侵
害
す
る
と
と

L

に、

7
1
2
1
ズ
メ
ン
ト
業
界
の
扶
序
を
乱

L
、
ひ

い
て
は
車
券

の
健
全
な
発
展
を
強
害
す
る
ニ
と
ど
主
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
行

為
の
な
い
よ
・
守
‘
+
分
立
ご
配
姥
を
お
顎
い
中

L
よ
げ
ま
す
。

弘
お
万
一
.

6

喧
反
行
為
が
あ
っ
た
ゆ
合
は
.
前
記
三
社
は
断
固

た
る
悠
度

T
そ
れ

に
対
応
す
る
品
川
作
で
こ
ざ

い
ま
す
の
で
‘
ニ
ニ

に
が
知
ら
せ

い
A

L
I
す
.

昭
和

λ
十
九
ヰ
六
月

白~旦

ql 

第三純手fi便物，，z"1 

議9

若さでチャレンジ

&
野
M
-L

セガ・ウォーターマ yチ目

帯主

究阪肯横断

名古贋常瞬間

• 

‘ • 

本

@ NASCO 1f 9~ト2459

!新紙幣にも対応の紙幣識別機搭載 1

遊空間/今

TRADING CO・，INC.
株式会社L 2:::1

-
使
用
貨
幣
は
便
利
な
4
ウ

ェ
イ
・
タ
イ
プ

一、

0
0
0
円
札
(
新
札
に
も
対
応
)
・

五
O
O
円
札
/
五
O
O
円
・
一

O
O
円
硬

貨
。

・
高
性
能
ホ
ッ
パ

ー
を
こ
碁
繕
敏
、

円
・
五

O
円
硬
貨
を
払
い
出
し
。

(DP-l7) 

。。

東
京
都
大
国
区
東
続
一
合
三
丁
目
七
番
八
号

ゲームマシン

ー・圃V

セガ・両嘗

株
式
会
社

エ
ス
コ
貿
易

代
表
取
締
役

森

官E

次

郎

東
京
都
大
田
区
羽
田
一
丁
目
三
番
+
ニ
号

セ
ガ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス

代
表
取
締
役

中

隼

雄

検
式
会
社

山

• (1クレジツ トでスコアに銚戦)(5ク

レジツトでハーフラウンド〕の画期的

プレイ選択方式を採用。

・池あり、パンカーあり…の全18ホール

(アウト・イン)。

・クラブの選択、打球方向、風向・ 風力

を計算に入れスタンスを決めて打つ。

・ホール・イ ン・ワンは2己主量できます。

・スライス、フック等ミ スショ ットあり。

， 

大 45
平 主
投 開
研 早
工 瀬

業 壬-~ 
代 3 2
霊会 審

君主地

(DP-07) 

• 1.000円札(新札にも対応)、
500円硬貨を1ω門領貨仁問答。

・筒醤周100門硬貨は1.800彼収納。

・7イコン制御の自己惨断機能で

作動状績をひとめで磁m。

平

貴章

雄

大

セガ・両替

人械だビデオゲ戸ム
ブロレハ

第241号

踊
り
お
わ
る
と
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
は

ど
う
な
ら
ぷ

メダルゲ回ム徴的位置;a営につきま しτは
'メダルゲーム嶋遭嘗基調匹J ..，守っτ ニ慣用τ~ぃ

DAnClnGH前 m

• 
圃圃r"

1984年8月1日
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• • 
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ゲームマシン第241号1984年8月1日(19) 
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ゲームの

しくみと働き (II)

l連載第 7回E

• ビデオ

ゲームマシン

~ 国|

第241号1984年8月1日
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azノ

刈
減
投
入
後
の
C
P
U
の

ス
タ
ー
ト
と
か
、
任
立
の
と

き
に
、

C
P
Uを
初
期
状
態

に
民
す
と
き
に
使
う
い
い
ひ
で

す。
次
の
第

3
M問は、

な
る
ク
ロ

ッ
ク
A
V
.

仲
山
，
u
v
r

ニ

J
-
v
l
 

ゆ
と
そ
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C 
P 
U 
の

き
と

前
川

F
hHし
ま
し
た
よ
う

に
、
今
判
は
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー

ム
に
お
い
て
、
文
巾
γ
泊
り
山
a

心
的
な
役
川
を
は
た
し
て
い

る
C
P
U
(セ
ン
ト
ラ
ル

・

プ
ロ
セ
シ
ン
グ
・
ユ
ニ

に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

一
般
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

は
、
次
の
五
つ
の
安
心
ぷ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

①
入
力
装
置

②
演
算
装
泣

③
記
憶
装
置

④
制
御
装
泣

⑤
出
力
装
ほ

こ
れ
ら
の
・
h
つ
の
袋
ぷ
の

う
ち
、
山
泌
竹
川
、
記
憶
、
制
御

の
為
耐
火
山
を
あ
わ
せ
て
、

一

体
と
し
た
も
の
が

C
P
U
で

す
。
と
こ
ろ
で
小
川
却
で
は
、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
ニ
と
を

の
屯
脳
"
と
T
H
-っ
そ
う
で
す

が
、
ま
さ
に
人
川
の
脳
に
相

当
す
る
の
が
、
こ
の

C
ド
U

で
あ
げ
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

そ
の
む
脳
の
中
身
が
ど
う
な

っ
て

い
る
の
か
を
み
て
い
き

ま
l
v
ょ、
っ
。

J凡川レ ジスタ

メモリ

j高郷

(外観)

制Jl~

-
TH
の
サ
イ
ク
ル

そ
の
サ
イ
ク
ル
で
川
を
し

よ
う
と
す
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
外
部
に
知
ら
せ
る
た
め

の
ス
テ
ー
タ
ス
情
鰍

(例
、え

ば
メ
モ
リ

へ
の

A
き
込
み
と

か、

メ
モ
リ
か
ら
の
読
み
山

し
な
ど
の
仙
飢
)
の
桁
ぷ
を

1・7ノン ・今tf 7 I~ 
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図

c
p
U
(
8
8
8
0
A
〉
の
基
本
タ
イ
ミ
ン
グ
図

の
他
の

U
Eず
の
時
間
的
な
関

係
を
ぷ
す
ぷ
本
タ
イ
ミ
ン
グ
・

チ
ャ
ー
ト
で
す
。

こ
の
凶
め
よ
う
に
.
こ
の

8
0
8
0
A
と
い
う
C
P
U

は、
A
F

、
和
め
.. 州
ク
ロ

ッ

ク
M

H
ゲ
の
飢
み
A
H
わ
せ
に
よ

り
成
り
伝
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
サ

イ
ク
ル
で
、
次
め
よ
う
な
動

作
を
し
ま
す
。

-
h
の
サ
イ
ク
ル

ア
ド
レ
ス
情
報
を
発
生
さ

せ
て
、
命
令
の
入
っ
て
い
る

番
地
を
指
示
し
ま
す
。

し
ま
す
。

-
R
の
サ
イ
ク
ル

R
E
A
D
Y耐
号
に
よ
り

作
ら
れ
る
、

W
A
I
T
(り

ち
)
の
ス
テ
ー
ト

(状
態
)

で
す
。
す
な
わ
ち
%
は
、
メ

モ
リ
の
ア
ク
セ
ス
川
川
の
訓

燃
の
た
め
に
ぷ
け
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

-
九
の
サ
イ
ク
ル

命
令
ま
た
は
デ
ー
タ
め
読

み
込
み
を
行
な

い
ま
す
。

-

T
H
の
サ
イ
ク
ル

命
令
を
解
説
し
て
、

そ
グ〉

となくえ fl11: 1'， モるンに
いと「必ら ~ 1Jリ むピ liiま
う主!~れ 一袋 、の 2・必ず
ニ ヌなたlI.fii'(デで|し円
と立泌，f士，ic'な| 、タ てヒ
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」PF11べ 'J-iT人メな コ的

す
な
わ
ち
先
に
む
述
べ
ま
し

た
よ
う
に
、

c
p
U
の
中
身

は
、
記
憶
、
泌
伴
、
制
御
の

各
部
分
に
大
別
さ
れ
る
の
で

す
。次
の
お

l
凶
は、

の
外
観
と
中
身
を
簡
単
に
.. 小

す
凶
で
す
。

こ
の
凶
に
応
づ
い
て
、

C

ド
U
の
働
さ
を
州
市
に

A
川

し
ま
す
と
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。-
メ
モ
リ
に
入
っ
て
い
る

ゲ
!
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
)
を
パ
ス
を
泊
じ

て
汎
用
レ
ジ
ス
タ
部
へ
ぷ
み

込
ん
で
、

一
時
記
憶
さ
せ
、

-
泌
拝
部
で
、
そ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
リ
何
を
な
す
べ

c
p
U
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図 1

がnl{)f~'" 
の先生

-、

qh  

スE

さ
か
を
解
必
し
て
、
そ
の
桝

・4
し
た
内
海
を
・
溢
次
実
行
し
、

-
そ
の
結
以
を
、
制
御
却

を
泊
じ
て
、

メ
モ
リ
部

へ
滋

リ
返
し
た
り
、
人
山

M
mと

の
デ
ー
タ
の
や
り
と
り
を
制

御
し
た
り
し
て
い
ま
す
n

そ
れ
で
は
、
よ
れ
ら
の

C

U
の
内
川
機
能
に
つ
い
て
、

む
う
少
し
ぷ
し
く
み
て

い
き

ま
し
ょ
う
。

。
汎
問
レ
ジ
ス
タ
泌

デ
ー
タ
の
一
時
必
胞
を
す

る
部
分
で
す
。

c
p
U
の
内

部
の
レ
ジ
ス
タ
は
、
約

l
M

の
よ
・
7
に、

8
、
C
、
り
、

E
、
日
、

I
ぃ、

S
ド
と
い
う

よ
う
に
文
下
でい
れれわ
さ
れ
ま

す
こ
れ
ら
の
レ
ジ
ス
タ
の

う
ち
、
。
と
C
、
0
と
ド
旬
、

日
と
し
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ベ
ア

を
つ
く
る
・
』
と
か
で

3
I
t
e
o

ず‘、

ロハ
lイ

『

l
}

H
u
b--

I
L
み
・。

Q
U
υ

・+。

ン
タ
と

λ
い

の
途
中
で
、
別
の
プ

ロ
グ
ラ

ム
会
実
行
し
た
い
と
き

(す

な
わ
ち

n
訓
込
仰
を
し
た

い

と
き
)
に
、
そ
の
訓
込
み
の

プ
ロ
グ
ラ

ム
が
終
了
し
た
後

で
、
厄
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
一
一炭

る
た
め
の
醤
地
の
準
備
を
す

る
レ
ジ
ス
タ
で
す
。

。日
以
外
郎

計
算
を
行
う
純
分
で
す
。

こ
の
州
場
合
の
川
市
川
鮮
と
J
う
の

は
、
問
削
減
飢
(特
に
加
昨
)

と
ぶ
内
総
昨

(A
N
D
、

D
H
 

でレ
ポ占
イ'。

(
O
)内

ス
タ
ヅ
ク
プ
ロ
グ
ラ

ムハV

O
T
な
ど
)
の
州
十
り

の
依
り
を
今
川
み
ま
す
。

A 
レ

ジ
ス
タ
の
こ
と
を
と
く
に
、

内
ア
キ
ょ
ム
レ
|
タ
H

と
コ

い
こ
れ
ら
の
減
り
の
粘
米

を
必
え
る
む
の
で
す
。

多
く

の
場
合
、
ニ
の
ア
キ
ュ
ム
レ

ー
タ
に
は
、

一
つ
の
数
飢
が

搭
え
ら
れ
て
い
て
、
別
の
数

値
が
人

っ
て
く
る
と
、
両
方

命
令
を

実

行

し

ま

す

と

い

う

ア

ド

レ

ス

デ

ー
タ
が

-
T
H
は、

多
く
の
州
場
合
、
送
り
出
さ
れ
ま
す
。
(
こ
れ
は
、

行
略
さ

れ

ま

す

実

際

に

は

、
ど
う
い
う
ミ
と

こ
の
よ
う
に
実
質
的
に
は
、
か
と
J
い
ま
す
と
、
ア
ド
レ

ホ
九
九
れ

と
い
う
ク
ロ
ソ
ク
ス
パ
ス
の
・
中
の
一
み
一
本
の

サ
イ
ク
ル
を
・
つ
の
単
似
で
』
ラ
イ
ン
に
、
ゲ
ー
ト
が
つ
な

れ
を
l
マ
シ
ン
サ
イ
ク
ル
と
か
れ
て
い

て
、
そ
れ
ら
の
ゲ

J
う
)
と
し
て
、

一
つ
一
つ

l
ト
か
、
ニ
相
ク
ロ
ッ
ク
を

命
令

(ゲ
ー
ム
の
フ
ロ
ク
ラ
法
祢
と
す
る
サ
イ
ク
ル
に
よ

ム
)
が
実
行
さ
れ
て
い
く
の
り
開
い
た
り
閉
じ
た
り
し
て
、

で

す

。

そ

の

紡

来
と
し
て
、
勿

1
0

さ
て
そ
ニ
で
、

C
P
U
か

0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0

ら
パ
ス
に
、
ど
の
よ
う
に
し

0
0
0
8
と
い
う
2
進
の
テ

て
デ
ー
タ
が
采
せ
ら
れ
て
い

l
タ

〔
こ
れ
が
凶
進
の
「
9

く
の
か
と
い
う

こ
と
を
み
て

0
0
0
」
に
初
当
〕
と
な
っ

み
ま
し

ょ

う

。

て

、
h
b
b

e--
ん
の
卜
a
ハ

次
の
第
4
凶
は
、
C
P
U

本
の
ラ
イ
ン

に
采
せ
ら
れ
る

の
ア
ド
レ
ス
バ
ス
(品
1
~
)

の
で
す

)

と
デ
ー
タ
バ
ス

(
島
1
n同
)

②

こ
の
ア
ド
レ
ス
デ
ー
タ

に
、
実
際
に
デ
ー
タ
を
来
せ
に
よ
っ
て
、
メ

モ
リ
の
中
の

た
状
態
を
ぷ
す
凶
で
す

9
0
0
0
」
岳
地
に
相
当

ょ
の
凶
の
よ
う
に
、
こ
の
す
る
ア
ド
レ
ス
が
巡
択
さ
れ

状
態
は
、
民
進
の

J
ui
と
ま
す
。

い
う
デ
ー
タ

(
ゲ
ー
ム
の
フ
①
そ
の

メ
モ
リ
の
ア
ド
レ

ロ
グ
ラ
ム
)
を
、
メ
モ
リ
の
ス
の
…
必
択
が
完
全
に
行
な
わ

ア
ド
レ
ス

J
V
0
0
0
ω

併

れ

た

後

で

、
あ
ら
か
じ
め

C

地
に
乃
さ
込
む
州
場
合
で
す

P
U
の
レ
ジ
ス
タ
に
取
り
込

そ
の
子
.似
を
少
し
ぶ
し
く
冷
ま
れ
て

一
時
的
に
記
鉱
さ
れ

き
ま
す
と
次
の
よ
う
に
な
リ
て
い
る

1C
3
」
(
す
な
わ

ま

す

。

ち

、

2
進
の

H
1
1
0
0
0

①
ま
ず

C
P
U
か
ら
ア
ド

o
l

l
u
)
と
い
う
デ
ー
タ

レ
ス
パ

ス

に

が

、
デ
ー
タ
バ
ス
に
送
り
山

「
凸
3
A
V
A
U
A
U
」

り。。。A 。。。C 。P 。U 。。。
。A 

。
の-，.rレスデータが来った状態

o 。。
o 
l 

(b)データハスに『じ :111I的デ -9か成 フた状態

‘1(XKl 11 :l )/~ ドレ丸，、 7..，二

図
4 

ア
ド
レ
ス
バ
ス
と
デ

1
9パ
ス
に
実
際
に
デ
ー
タ
が
乗

っ
た
状
態

の
数
似
の
代
数
仰
で
、
山
き

出川
、えて
、
そ
の
新
し
い
数
偵

を
み
え
ま
す
。
す
な
わ
ち
ニ

の
ア
キ
ム
ム
レ
|
タ
の
品
川
さ

に
応
じ
て
い
り
の
レ
ベ
ル

ー

か

o
d
が
セ
ノ
卜
さ
れ
る
の

で
す
。
そ
し
て
ア
キ
ユ

ム
レ

ど
の
よ
う
に
動
作

し
た
か
と
い
・
7
・
」
と
を
記
隠

す
る
の
が
フ
ラ
γ
グ

・
レ
ジ

ス
タ
で
す
0

0
制
御
部

c
p
U
全
体
お
よ
び
、
そ

の
関
連
部
分
全
体
を
制
御
す

る
中
心
と
な
る
泌
分
で
す
。

す
な
わ
ち
ク
ロ

γ
ク
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
も
と
に
し
て

プ

ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
一
つ

。一

つ
州
事
併
に
実
行
さ
せ
て
い
く

部
分
で
す
。
プ

ロ
グ
ラ
ム

・

ー
タ
が
、

カ
ウ

ン
タ
は

の
場
刈
か
ら

U
U
を
取
り
出

す
か
と
い
・
7
山
川
.
小
を
与
え
る

た
め
に
、
メ
モ
り
の
得
地
を

州
併
に
数
え
る
カ
ウ
ン
タ
で

ド

9

。

メ
モ
リ
の
ど

九州へ
H

レ
ジ
ス
タ
は
、

れ
か
ら
実
行
す
る
仕
が
の
内

科
を
メ
モ
リ
か
ら

A
み
込
ん

で
お
く
た
め
の
レ

ジ
ス
タ
で

す
。次
の
お

2
聞
は
、

一
例
と

し
て
イ
ン
テ
ル
社
の

8
0
8

O
A
と
一口
う
C
P
U
を
ぷ
す

凶
で
す
。

こ
の
図

ωは
、
こ

の
C
P

U
を
点
上
か
ら
み
た
悶
で
す
。

こ
の
図

ωの
よ
う
に
、
チ

ッ

プ
の
困
じ
る
し
を
上
に
見
て

左
上
か
ら
反
時
計
凶
り
に
、

1
番
か
ら
刊
番
ま
で
、
四
十

本
の
ピ
ン
端
ιー
が
付
い
て
い

ま
す
。
凶
川
は
、
凶

ωの
中
心

mの
川
…く
ゆ
引
っ
た
泌
分

(約

M
.十
ん
セ

ン
チ
}
を
批
大
し

た
附
で
す
。
こ
の
凶
川
の
よ

う
に
、

m
l凶
に
ぶ
し
た

C

P
U
の
中
身
は
、
実
際
に
は

こ
の
よ
う
に
配
目
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
す
な
わ
ち

M
.千

万
セ

ン
チ
ぐ
ら
い
の
小
さ
な

川
角
い
部
分
の
ま
わ
り
に
、

こ
の
凶
の
よ
う
に
端
チ
が
配

山
抗
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の

-、

さ
れ
る
の
で
す
。

ωそ
し
て
、
二
の
「
C
3ι

と
い
う
デ
ー
タ
が
完
全
に
安

内
応
し
た
後
、

c
p
U
か・り、

す
べ
て
の

メ
モ
リ
に
刈
し
て

ば
V.、込
み
」
の
制
仰
い
け
ゲ
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16ピ ，ト 〆
，τ， HO!l6 • 

Hビ I 1- ，〆 1 ;..アル

時OK5 ' 
/耳 4ンチル

討ピ ，I 終ビノト /'
刷刷 一一一→ 州品OA". 
れ.，'1). イ1).-r .). "" 

，，"， !lビ y ト 16ビト
・..Z -!lO 一一一一歩 Z 出民附
.yイロ 7 サイロ 7

¥川1.，/ノ

。KOl:I日系統)
イノテル

が
け
応
ら
れ
る
の
で
す
が
、
実

際
に
こ
の
「
C
3
」
と

い
う

デ
ー
タ
が
占
き
込
ま
れ
る
の

は
、
ア
ド
レ
ス
が
街
ハ
止
さ
れ

て
い
る
「

9
0
0
O
L
乱
倫
地

だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。⑤
ニ
う
し
て
、
1C
3
L
と

い
、
っ
デ
ー
タ
が
『
9
0
0
0

爵
地
に

A
さ
込
ま
れ
た
後
、

制
御

U
Uは
オ
フ
に
な
っ
て
、

ア
ド
レ
ス
バ
ス
と
デ
ー
タ
バ

ス
に
来
っ
て

い
た
そ
れ
ぞ
れ

の
デ
ー
タ
は
消
え
て
な
く
な

り、

ー
パ
イ
卜
命
令
の
尽
き

込
み
の
動
作
が
完

f
し
ま
す

以
上
み
て
き
ま
し
た
よ
う 司.

』

端
チ
か
ら
、
チ

ッ
プ
の
ト比
七

の
凹

l
本
の
ヒ
ン
に
つ
な
が

れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
で
は
ζ

れ
ら
凶
卜
本

の
ヒ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役

U

に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
し
ょ

、「，
川
屯
圧
用
ピ
ン

こ
の

C
P
U
に
は
、
次
の

向
上干
の

U
M
ピ
ン
が
付
い
て

い
ま
す
。

-
犯
喬
ピ
ン

H
仰
は
V

内
部
の
回
路
を
動
作
さ
せ

る
た
め
の
電
圧
で
す
。

-
m番
ピ
ン

H
帥
5

V

アドレス"ス

P
C
ボ
ー
ド
に
取
付
け
ら

れ
て
い
る
他
の

T
T
L
・
ー

C
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
の

た
め
に
必
必
な・
山
ぽ
で
す
。

-
U
得
ピ
ン

H
什
5
V

什
川
泌
化
の
た
め
に
、
シ
リ

コ
ン
法
U

仰
の

p
m.平
得
体
に

バ
イ
ア
ス
を
か
け
る
た
め
の

-U
圧
で
す
。

-
2
孫
ピ
ン

H
叫
ん
辿
の
ア

ー
ス
で
す
。

ω
パ
ス
ラ
イ
ン
川
ピ
ン

次
の
二
十
四
本
が
パ
ス
ラ

イ
ン
用
で
す
。

-
Lm
か
ら
ん
ま
で
の
十
六

つの

ス

ク

ピ
、

v''
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目

白

に

C
P
U
は
、
ヶ
l
ム
マ

シ
ン
の

P
C
ボ
ー
ド
に
お
い

て
、
小
心
的
な
役

N
を
は
た

し
て
い
ま
す
か
、
こ
の

C
P

U
に

は

次

の

第

5
M
に
.. 小

す
よ
う
に
、
イ
ン
テ
ル
仕
の

16t' ，ト
6以K抑
モトローラ

ラ

V
A

ロ

レ」
1
X
E
r

8
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8ピ ァト
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CPUの系統図図 5

8
0
8
0
系
統
の
も
の
と
、

モ
ト
ロ
ー
ラ
社
の

6
8
0
0

系
統
の
む
の
が
あ
り
ま
す
。

8
0
8
0
系
統
の

C
P
U

の
特
徴
は
、
レ
ジ
ス
タ
が
強

力
で
あ
り
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
が
し
や
す
い
こ
と
で
す
。

.む
6
8
0
0
系
統
の

C
P

U
の
特
徴
は
、
命
令
系
統
が

す
っ

5
リ
し
て
い
て
、
メ
モ

リ
の
撚
作
隙
能
が
鋭
化
さ
れ

て
い
て
内
解
し
や
す
い
よ
と

で
す
。ニ
の
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
に
合
わ
せ
て
、
終
日
刊
の

C
P
U
が
ビ
デ
オ
ゲ
l
ム
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
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口一

話

ム

一品
目

A

，
一

日
/
-
ゲ

O
作

る

ガ

操
イ
じ

一
を
印
演

ア

ば
引
陀

レ

事
い主主
H

-Y
の
E

役

f
金

の

貰

題

v s ，レッキングクルー
2人でも 1人でも楽しめ

るVSシリーズ.f以来rr作
(a)ビンの配iE

本
が
ア
ド
レ
ス

・
パ

ス

用

を

一

つ

の

状
態
か
ら
別
の
状

-
D
か
ら
か
ま
で
の
八
本
態
に
変
え
る
版
動
力
に
な
っ

デ

l
タ

・
パ

ス

川

て

い

ま

す

。

す

な

わ

ち

、
こ

こ
こ
で
作
パ
ス
u

の
概
念
の
ク
ロ
ッ
ク
を
法
小
に
し
て

に
つ
い
て
少
し
ぶ
し
く
述
べ
す
べ
て
の
仕
怖
が

一
つ
一
つ

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
夫
行
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

c
p
Uを
中
心
と
す
る
コ

ω
制
御
用
ピ
ン

ン
ピ
ュ

l
タ
ー
の
内
郎
で
は
、

ω1ω
の
泊
り
、

一辺
庄
川

名
目
刊
の
デ

l
タ
の
転
送
の
た
の
ヒ
ン
が
阿
本
で
、
パ
ス
ラ

め
に
砂
パ
ス
H

と
-
バ
う
配
線
イ
ン
用
が
二
十
問上午、

そ
れ

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
に
、
ク
ロ

ッ
ク
則
が
二
本
で

内
パ
ス
々
と
い
う
言
葉
は
、
す
か
ら
、
令
計
三
十
本
、
残

英
語
で
は
，

B
U
s
e
と

香

り

の

十
本
が
次
の
通
り
制
御

き
、
人
を
采
せ
て
走
っ
て
い
用
で
す
。

る
来
ム
ロ
パ
ス
と
同
じ
単
語
で
①
問
書

H
S
Y
N
C
出
力

す
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
回
路
に

各
マ

シ
ン
サ
イ
ク
ル
の
は

お
け
る

，
パ
ス
e

は

「

デ

|

じ
め
を
示
す
信
号
で
す
。

タ
の
来
ム
口
パ
ス
」
と
与

え

れ

②

口

番

H
D
B
I
N
人
力

ば
分
リ
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
デ
ー
タ
が
外
部
凶
路
か
ら

自
分
だ
け
で
乗
る

n

マ
イ
カ

C
P
U
に
読
み
出
さ
れ
る
こ

l
H
で
な
く
、
大
勢
の
人
を
と
を
ぷ
す

U
号
で
す
。

来
せ
て
必
る

う
ハ
ス
u

と
い

③
同県
町
H
W
R
出
力

う
と
こ
ろ
に
立
味
が
あ
る
の
デ
ー
タ
バ
ス
上
の
デ
ー
タ

で
す
，
す
な
わ
ち
、
コ
ン
ビ
が
メ
モ
リ
に
対
し
て
山
力
さ

ユ
|
タ
ー
の
内
部
で
は
、

8
ピ
れ
る
と
き
の
川
さ
込
み
の
タ

ッ
ト

(l
バ
イ
ト
命
令
)
と
イ
ミ
ン
グ
の
日
り
で
す
。

か
、
凶
ピ

ッ
ト

(
2
バ
イ
ト

④
幻
孫

H
R
E
A
D
Y
人

命
令
)
と
い
う
単
位
で
デ

l

M

タ
を
転
送
す
る
必
要
が
あ
り
、
外
部
に
対
し
て

C
P
U
の

こ
の
例
に
示
し
た

8
0
8
0

川
朋
を
と
る
た
め
の
い
号
で

八
と
い
う
C
P
U
で
は
、

十

す

。

六
本

一
組

(
2
バ

イ

ト

命

令

⑤

M
需

H
W
A
I
T
山
力

の
ア
ド
レ
ス
用
)
と
八
本
一

C
P
U
が
待
ち
の
状
態
に

純

(
1
バ
イ
ト
命
令
の
デ
!
な
っ
た
こ
と
を
示
す
信
号
て

タ
用
)
の
，
パ
ス
。
が
使
わ
す
。

れ
て
い
る
の
で
す
。

⑥

日
番

H
H
O
L
D
入
力

ω
ク
ロ
ッ
ク

周

ピ

ン

笑

行

中
の
マ
シ

ン
サ
イ
ク

詑
番
ピ
ン

(

A
判
)
と
同
番
ル
の
流
れ
を
中
断
さ
せ
て
、

ピ
ン

(
和
)
が
こ
相
の
ク
ロ

C
P
U
の
パ
ス
ラ
イ
ン
を
ホ

ッ
ク
端
子
で
す
。

C
P
U
は

l
ル
ド
の
状
態
に
す
る
信
号

こ
の
ク
ロ

ッ
ク
を
も
と
に
し
で
す
。

て

品

制

作

し

て

い

ま

す

。

⑦

幻

得

H
H
L
D
A
出
力

先
に
、
よ
し
P
U
々
を
人
間

C
P
U
が
ホ
ー
ル
ド
の
状

の
、
叫
脳
」
に
例
え
ま
し
た
態
に
あ
る
こ
と
を
ぷ
す
い

U

が
、
こ
の

n
ク
ロ
ッ
ク
仰
は
、
で
す
。

人
間
の

「
心
臓
」

に

例

え

て

③

H
得

H
I
N
T
人
h
M

み
る
と
分
り
や
す
い
と
思
い

C
P
U
に
刈
す
る
川
込
み

ま
す
，
そ
う
し
ま
す
と
、
砂
パ
要
求
の
日

U
で
す
。

ス
仰
は
、
さ
し
ず
め

y
m
行

ω

@
日
係

H
I
N
T
E
山
力

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

c
p
U
の
内
部
川
込
み
け

C
P
U
を
含
む
デ
ジ
タ
ル
向
吋
用
の
フ
リ

ッ
プ

・
フ
ロ
ツ

路
に
は
、
必
ず
、
こ
の
ク
ロ
ブ
の
状
態
を
一不
す
信
号
で
す
の

ツ
ク
が
付
い
て
い
て
、
回
路
⑪
円
以
番

H
R
E
S
E
T
人
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基板

家庭用人気ソフトを業務用に開発

ドランナーJ

の
「ローアイレムから

パ

リ

l
ジ
ヤ
パ

疋重

年
わ
れ
た
川
氏
物
を
取
り
い
山

寸
と
い
う
内
科
の

T
V
γ
ー

ム
機

、
ロ
i
ド
ラ
ン
ナ
ー

か
、
ア
イ
レ
ム
附
『
本
社
大

:、

・3
'
J
I
-
-
c

‘、，
J

a

l

-

-

‘

ー

;

-

m附

0

・L
F
W
T
I
E
-
『
カ
・
1
1

川
卜

N
発
必
と
な
っ
た

-
L
t
i
l
l
c
'

・4
)
、

ニ
h
n
y
-
'刊
U

引
・カ
寸々
h
H
・
グ
ノ

ソ
コ
ン
ソ
ウ
ト
メ
ー
カ
ー
の

t

'

:

、

，

ツ
ロ
ー
タ

l
y
ン
ト
H
N
'力、
h

I
傍
川

r
vゲ
|
ム
機
化
へ

の
札
川
ぷ
を
件
た
ら
め
。
州
ぃ
州

は
防
M
W
状
で
辿
断
、
ハ
シ
ブ
、

ン

か

ら

新

フ

リ

ッ

パ

l

4
人
の
王
が
決

「
キ
ン
グ
ス
・
オ
ブ
・
ス
チ
ー
ル
」

間
人
の
キ
ン
グ
の
決
闘
を

テ
!
?
ー
と
し
た
氷
川
パ
リ

1
・

ミ
ツ
ド
ウ
ェ

i
社
製
フ
リ
ァ

ハ
1
.
キ
ン
グ
ス

・
オ
プ

・

ス
チ
ー
ル
か
、
附
ハ
リ

l

ジ
ャ
ハ
ン

、本
社
以
-
U

小
、
マ

i
ロ
ン

・
ハ
l
ハ
i
N
K
M

か
ら

h
川
小
切
党
必
と
な
っ

て
い
る
-
}
れ
は
戦
い
を
カ

i
ド
に

よ
り
以
附
し
て
い
く
ゲ
ー
ム

て
、
ソ
リ
F

ハ
ー
か
フ
レ
イ

フ
ィ
|
ル
ト
ド
部
に
J

J

州
側
と

わ江
L
L
に
一
例
の

d
aぺ
例
あ
る

ま
ず
プ
レ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
批

d 

上
部
に
ボ
|
ル
が
辺
ば
れ
、

川
つ
の
ロ

l
ル
オ
ー
バ
ー
タ

|
ゲ
ノ
ト
を
通
過
す
る
と
刊

山
…
と
な
り
、
そ
の
れ
卜
の
ソ

l
サ
|
に
ボ

i
ル
が
人
リ
カ

ロードランナ司

パ
ー
で
仇
成
さ
れ
、
全
治
で

.. 卜
川
ハ
タ
|
ン
あ
リ
、
ゲ

ー
ム
は
タ
イ
マ
ー
制

コ
マ
ン
タ
ー
か
敵
の
出
世
刊

を
か
わ
し
な
か
ら
油
断

l.
の

山
氏
物
を
取

っ

て

い

く

レ

ー

ザ
ー
ガ
ン
て
泊
路
に
火
を
.

つ
の
ボ
タ
ン
で
前
従

γ

あ

け
る
と
、
治
ち
込
ん
た
敵
ば

し
ば
ら
く
動
け
す
、

J

7

・/

タ
ー
は
そ
の
州
ト
を
泊
治
て

h
k
二小僧
H
b
ヲ
・

Z
M令
ふ

〉

1
・'
'
1
1
4
!

5
る

ー
ド
4
か
ら

7
ま
で
点
灯
さ

せ
る
と
し
げ川得
点

ま

た

ト

k
l

に
こ
ヵ
叫
あ
る
カ

i
ド

2
の

タ
ー
ゲ

ッ
ト
は
い
ず
れ
ら
し
げ
川

二
つ
と
む
ヒ
ヴ
ト

t
f
t
・b
-

a
'
'
l
z
'
'
 

す
れ
ば
ボ
ー
ナ
ス
得
点
が
加

り
さ
れ
る
十
日
摘
に
並
ぷ
人

制
の
ド
ロ

ノ
フ
タ

l
ゲ
F

ト

を
婦
と
し
川
同
カ

l
ト
か
そ

ろ
う
ご
と
に
・

-
M
か・

?
h

“

の
川
村
山
…
と
な
り
、

M
-
T
り
に
そ

コ

ナ

ミ

か

ら

五

輪

競

技

第

2
弾

水
泳
な
ど
7
種
目

「
ハ
イ
パ

ー

・

オ

リ

ン
ピ
ッ

ク

制
」
基

板

じ
何
日
の
オ
リ

ン
ヒ
ノ
ク

鋭
校
を
は
川
し
た

γ
V
ゲ
ー

ム
機
「
ハ
イ
ハ

1
・
オ
リ
ン

ヒ
ッ
ク
制
L

が
、
コ
ナ
ミ
仰

(本
竹
京
点
、
仲
-
Hパ
良
心
山
寸

務
)
か
ら
じ
H

円
十
六
日
発
光

と
な
っ
た
。

こ
れ
は
「
ハ
イ
ハ

l
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
の
第
・
一
仰
で
、

こ
の
両
機
で
計
ト
三
一附

H
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
が
楽
し

め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
操
作

↑
刀
法
は
両
陣
間
以
内
と
む
同
じ
で
-

R
U
M
A
ボ
タ
ン

(
⑬
)
二
っ

と

J
U
M
P
ボ
タ
ン

(
ψ
)

ト」基板

リアル画面の「ジャイ ロダインJ基板も

タイトーから「キックスター

ース29コ

↑
つ
に
よ
り
巡

F
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
。
-
人
か
・
り
川

人
ま
で
ワ
レ
イ
で
さ
、
品
川
忘

さ
れ
た
公
パ
記
似
を
似
れ
ば

次
の
M
m
H
H

に
挑
峨
で
き
る
が
、

似
れ
な
い
と
ゲ
ー
ム
終

f

①
水
泳

(.h
γ
山
山
形
)

ー
ひ
た
す
ら
⑮
ボ
タ
ン
を
叩

き

R
R
E
A
T
H
のいい衣
・4小

に
合
わ
せ
て
①
ボ
タ
ン
を
押

す
。

②
ク
レ

l
射
雌

F
I卜江』れ

の
カ
ー
ソ
ル
に
標
的
が
入

っ

た
瞬
間
に
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応

し
た
⑮
を
押
し
て
射

快
。

3

跳
馬

1
⑬
で
ス
タ
ー
ト、

帆州

-
O
目

、，

句、句、
句、

古
川
間
て
は
い

k
か
り
て
く

る
か
‘
山
八
が
し
と
ど
お
り
川

中
さ
れ
る
ま
で
に
は
い

ー
が

れ
ず
州
ま
勺
て
し
ま
う
献
し

あ
る
て
}
の
場
介
は
新
た
に

敵
し
か
山
現

J

I
を
ほ
し
川

つ
敵
む
い
て
、
こ
れ
を
山
八
に

議
と
す
と
そ
の
よ
が
州
ー

に

現

わ

れ

る

ま

た

時

川
が
た

つ
と
そ
の
ー
を
通
路
ト

に
出

い
て
い
く
こ
と
む
あ
る
。
な

お
コ
マ
ン
ダ
ー
は
あ
け
た
火

を
す
り
仏
け
て
ド
仰
の
泊
山
刊

に
お
リ
る
-
}
と
が
で
き
る
か
.

以
ド
却
に
あ
け
た
ん
八
に
人
っ

て
し
ま

7
と
ア
ウ
ト
。
通
路

の
ブ
ロ
ッ
ク
の
山，
に
ほ
さ
れ

た
ー
も
あ
り
、
ニ
れ
を
取
る

に
は
少
し
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
喫

す
る
。
タ
イ
マ
ー
内
に
主
を

全
泌
取
る
と
次
の
パ
タ
ー
ン

へ
進
む
ハ
シ
ゴ
が
山
現
し
、

定

置

型

。

ソ

フ

ト

ア

ニ

マ

ル

々
シ
リ
ー
ズ

ぬ
い
ぐ
る
み

2
種

信
水
か
ら

「
ら
く
だ
」

と

「
き
り
ん
」

~
忘
れ
刷
l

品
取
物
機
、
ら
く
た
t

ぬ
い
ぐ
る
み
パ
点
物
機
内
ソ

と

き

り

ん

の

.. 機
日
刊
庁
、
ワ
ト
ア
ニ
マ
ル
ω

シ
リ

l
ス

'
い
水
口
弘
州
本
H

れ
い以
o
M

小、

の
紙
作
で
‘
品
け
が
h

川
川
〈
ロ
ケ

弘
山
川
ん
社

μ
'か
ら
会
必
と

|

ン
コ
ン
で
の
テ
ィ
ス
ツ
レ

な
1

て

い

る

イ

効

米

J
U

あ
る
ー

向

機

仰

と

し

川

社

忘

れ

叩

「

・り
く
だ
t

は
背
中
に
付

け
ら
れ
た
・
対
僚
な
悠
じ
の
絞

の
l
に
巾
取
る
も
の
で
、
作
品
川

の
後
わ
り
に
あ
る

-h
つ
の
タ
|

ゲ
，
，
ト

キンダス・オブ・スチール

(
λ
と
問
つ
の

K
)

を
ヒ
ッ
ト
す
る
と

.
リ

プ
レ

イ
と
な
る

ト
日
加
の
カ

l
ド

3
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
ヒ
ッ
ト

す
る
ご
と
に
ラ
ン
フ
が
点
灯

し
、
川
カ
ー
ド
刊
牧
が
点
灯

す
れ
ば
エ
キ
ス
ト
ラ
ボ

l
ル

が
向
ら
れ
る
ま
た
フ
レ
イ

フ
ィ
ー
ル
ド
小
山
へ
却
に
あ
る

M
L私
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
・
川

得
点
に
な
ゐ
・

7
ぇ
、
川
川
に

カ

l
ト
ー
か
点
灯
h
J
れ
ば
川

松
が
比
ま
リ
ボ
ー
ナ
ス
川
山
…

か
加
刊
沖
さ
れ
る
。
-
-
の
は
か

多
く
の
ス
ヘ
ン
ャ
ル
の
チ
咋

ン

ス

か

れ

る

.

ゲ

ー
ム
で

3
ホ

l
ル
ワ
レ
イ
た
が
、

定
得
点
を
何
る
ご
と
に
4

リ

勺

L
州
じ
卜

:
1
 

li. 7 
)jレ
Plイ
L 

f 
¢み

る

み

切

リ

時

と

子

を

お

い

た

川

町

か

吊

一

以

ん

げ

に
れ
引
を
押
す

l
ア

ー

チ

ェ

ひ

た

す

ら

h

引
を
叩
い
て
いり

リ

l

J

て
発
射
し
そ
の
仰
を
た
め
込
み

、

パ

|
ベ
ル
が

す
川
川
で
俄
ぷ
品
川
位
を
川
忠
則
光
る
と
リ
で
川
ら
卜
げ
る

川帆
の
状
態
に
山
立
丸
二
.
は

7Mm-H川
跳
ひ

I
A刈
て
わ
ど
リ
J

い

跳
ひ

1
U小
を
叩
い
て
肋
h
也

、

て

ボ

l
ル

ル

訓

ず

な

お

九

ゆ
で
跳
ぷ
・
開
み
切
り
の
汁
.
M
Mご
と
に
口
し
キ
ケ
フ
ク

刊
さ
を
ふ
小
ァ
ワ
、
ス
テ

ノ
フ

、
タ
ー
か
あ
る
ぷ
似
似
必
の

ろ
で
定
仙
|
・
ハ
Uυ

八

F
川
向

ジ
々
ン
ワ
の
九
川
伐
の
池
正
さ

な
動
き
を
す
る
)
、
二
つ
の

ボ
タ
ン

で
シ
フ
ト
を
切
り
換

え
る
(
ど
ち
ら
も
刷
押
さ
な
い

と

ロ

|
、
左
で
セ
カ
ン
ド
、

七
で
ト

ッ
プ
)
。
な
お
ダ
イ

ア
ル
ボ
タ
ン
を
使
用
の
場
合

は
床
上

ロ
l
、
点
上
セ
カ
ン

ド
、
ぶ
ト
ト
ッ
フ
と
な
る

ス
タ
ー
ト
の
ん
H

同
で
も
た

つ
い
て
い
る
と
、
後
ト
刀
か
ら

他
の
ラ
イ
タ
ー
が
迫
舟
人
し
て

く
る
叫
ん
け
も
あ
る
コ

i
ス

が
ホ
イ
ン
ト

l. 叫 … 民:::目制E

キツデスタート

ー
の
ド
ラ
ム
何
を
巡
け
.

ー
ブ
は
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ

(
シ
フ
ト
ダ
ウ
ン
)
を
う
ま

く
使
っ
て
い
応
行
す
る
3

近
出
附

の
織
に
近
づ
く
と
山
叩
川
が
亦

く
な
り
、
さ
ら
に
端
に

W
る

と
転
倒
し
て
ア
ウ
ト
。
タ
イ

マ
ー
内
に
ゴ
ー
ル
の
ゲ

l
卜

を
通
過
す
る
と
次
の
レ

l
ス

へ
と
進
む
が
、
タ
イ
ム
オ
ー

バ
ー
に
な
る
と
ア
ウ
ト
。
な

お
第
七
ハ
タ

l
ン
以
降
は
前

句、旬、
句、

-
』
れ
を
ト
し
る
と
ク
リ
ア
。
ノ

タ
|
ン
が
進
む
ご
と
に
附

m
M

か
阪
維
に
な
り
‘
:
一
ハ
タ
ー

ン
ご
と
に
般
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
が
変
わ
っ
て
い
く
。

コ
マ

ン
ダ
ー
か
二

M
ア
ウ
ト
で
ゲ

ー
ム
終

f
だ
が
、

一山必
得
点

以
上
で

.
人
追
加
さ
れ
る
。

テ
ー
ブ
ル
時
H

，

mで
定
価
問

1
八
万
円
。
広
い
似
阪
上先一
も
あ

リ

O
P
悩

hm
卜
四
万
八
千
川
。

中
メ
ロ
デ

ィ
ー
が
流
れ
る
な

か
、
ん
士
体
が
前
後
へ
の
ピ
ッ

チ
ン
ク
を
行
な
う
と
と
も
に
、

行‘

M
に
な
ど
が
そ
れ
ぞ

-4じ、
-Er 

れ
ユ
ニ
ー
ク
な
品
川
き
を
す
る
の

尚
さ
は
行
八

l
H

ニ
人
取

リ

-大
人
'
U
J
円

能

}

、

さ

リ

ん

ら

そ

の

背

中

に

人

が
品
取
れ
る
し
の
て
、
品
川

3
は

ら
く
れ
ん
と

M
し
。
刈
さ

:
h
e
-
-
H

ぬ
い
ぐ
る
み

は
耐
に
ぬ
れ
て
J
U
大
い
え
よ
で

お
せ
作
え
吋
能
刷
機
的
と

む
定
価
仁

l
八
万
円
u

、、，

，、ィ ， ~ー・ オリンピッ ク84

レ
ー
ス
の
ラ

ッ
プ
タ
イ
ム
に

応
じ
た
タ
イ
ム
が
加
り
さ
れ

ゐ
。
比
一
似
似
必
の
み
で
定
価

-

一
ん
川

「
ジ

ャ
イ
ロ
グ
イ
ン
」
川崎

峨
附
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
敵
の

戦
航
や
山
川
市
、
峨
刷
機
な
ど

を
快
叶
慨
し
て
い
く
ゲ

l
ム
で
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
リ
ア
ル
さ

に
特
徴
が
あ
る
八
十
刀
向
レ

バ
ー
と
刈
旬
、
対
地
の
発
射

ボ
タ
ン

二
つ
を
操
作
す
る
が
、

つ
の
ボ
タ
ン
を
阿
叫
に
仰

す
と
必
力
介
。
ホ
|
ミ
ン
ク
ミ

サ
イ
ル
を
党
射
で
き
る
。
画

自
は
上
旬
か
ら
日
比
た
む
の
。

タ
ス
コ
h
q

フ
ア
フ
ア
々

大
き
な

カ

エ
ア
|
ア
ク
シ
ョ
ン
遊
日

「
フ
ア
フ
ア
コ
ア
ラ
t

か
、

グ
ス
コ
側
(
本
・

I

L
・
t
・
-
i
、

1
1

1

1
1
 

4
3

J

h

 

勝
社
以
)
か
・り

党
必
と
な
っ
て

い
'
h
v

。
-
』
れ
は
川
社

H

フ
ア
フ
ア
々

シ
リ
ー
ズ
の
第

卜
州
知
。
ピ
ン

ク
を
法
却
に
ほ
い
日
、

版
下
の
敵
を
次
々
と
幣
似

し
て
い
く
が
、
地
卜
の
人
間

や
動
物
、
代
家
な
ど
を
似
恰

す
る
と
減
点
に
な
る
う
え
、

そ
の
後
の
ゲ

l
ム
民
聞
が
矧

し
く
な
ゐ
の
て
川
町
立
敵
機

・
ヤ
敵
の
仰
に
勺
た
る
と
ア
ウ

ト
。

へ
リ
コ
フ
タ
|
二
機
で

Y
i
ム
t
f
f
ヒ
少
、
.
主
リ

，

d

i

J

Y

3

f
 

山
…
以
ト
て
.
機
迫
加
と
な
る
。

さ
ら
に
以
後
の
へ
リ
コ
フ
タ

ー
が
爆
発
し
た
時
、
ハ
イ
ロ

ッ
ト
が
ハ
ラ
シ
ユ

|
ト
で
脱

出
す
れ
ば
エ
キ
ス
ト
ラ
プ

レ

イ
と
な
る
。
基
板
版
売
の
み

で
定
価
二
卜
-
一
万
円
。

シ

リ

ー

ズ

第

同

弾

コ
ア
ラ
で

仰
と
H
、
従
色
い
胸
と
い
う

配
色
に
よ
リ
コ
ア
ラ
を
デ
ザ

必;
、、

ー

ジャイロダイン

イ
ン
化
し
た
も
の
で
、
中
に

入
っ
て
跳
ん
だ
り
は
ね
た
り

し
て
遊
ぷ
。
ほ
の
部
分
は
川

形
で
直
後
六
ぺ
、
高
さ
は
七

プ
、
定
員
は
二
十
名
と
な
っ

て
い
る
。
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ト
、

砂
袋
、
補
修
材
、
カ
プ
セ
ル

川
フ
ァ
ン

、
フ
ロ
ア
用
の
フ

ァ
ン
な
ど
が
付
紙
品
と
し
て

付
い
て
わ
り
り
、
そ
れ
ら
と
の

セ
Y

ト
で
左
側
・

:
h八
十
万 ら〈だ串りん7ア7アコアラ

厚

く

お

礼

申

平
素

は

格

別

の

お

引

き

立

て

を

賜

り

、

し

上

げ

ま

す

。

こ

の

た

び

発
売

し

ま

し

た

「

ロ

l
ド

ラ

ン

ナ

ー

」

(L
o
d
e
R
u
n
n
e
r
)
は
米
国
ブ
口

l
ダ
l

バ

ン

ド

社

よ

り

許

諾

を

受

け
、

弊

社

が

ア

ー

ケ

ー

ド

用

ビ

デ

オ

ゲ

l
ム

と

し

て

開

発

し

た

も

の

で

、

ニ

の

製

品

に

関

す

る

一
切

の

権

利

は

弊

社

が

所

有

し

て

お

り

ま

す

。

従

っ

て

、

弊

社

に

無

断

で

模

倣

、

又

は

類

似

す

る

製

品

を

製

造

、

販

売

、

輸

出

、

及

び

こ

れ

ら

の

製

品

を

使

用

し

て

、

営

業

す

る

行

為

は

不

正

競

争

防

止

法

、

工

業

所

有

権

一法

、

著

作

権

法

等

に

抵

触

し

、

弊

社

の

正

当

な

権

利

を

侵

害

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

就

き

ま

し

て

は

、

こ

れ

ら

の

行

為

の

な

い

よ

う

充

分

ご

注

意

を

賜

り

、

業

界

秩

序

の

維

持

、

健

全

な

発

展

の

為

に

、

皆

様

の

ご

理

解

と

ご

協

力

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す
。
昭
和
五
十
九
年
七
月

大
阪
府
松
原
市
西
大
塚
一

T
S
二
番
二
十
九
号

ヌ
イ
レ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

高

崎

哲

女前面の出っ張る商が

I 5 """少ない

安基板取り付けによ っ

てボタンが回る こと

はありません

女ジ ョイ スティ ックの

マイクロ部分は差込

み方法採用

Z S 11， N， CT-9， 
‘ 、、..，

18インチ
カラーディスフレイ

ゲ
ー
ム
機
「
キ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
」
が
七
月
上
旬
、

M
「ジ

ヤ
イ

ロ
グ
イ
ン

」
が
中
旬
に

そ
れ
ぞ
れ
発
売
と
な
っ
た
。

ま
ず
「
キ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

は
オ
ー
ト
バ
イ
レ
ー
ス
を
係

閉
し
た
も
の
で
、
ス
タ
ー
ト

か
ら
ゴ

l
ル

ま

で

を

パ

タ

ー
ン
と
し
て
九

kmで
こ

l
九

パ
タ
ー

ン
あ
る
。

・
↓ト
ク
川
レ

附
タ
イ
ト
|
(
本
社
点
点
、
パ
ー
で
バ
イ
ク
を
線
作
し
『
レ

中
丙
附
総
社
H

ど

か

ら

T
V
パ

l
u向
に
応
じ
た
り
ア
ル
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ゲームマシン第241号1984年8月1日(23) 
3高=.H(銅1I誕物品l!"f (22) ゲームマシン第241号1984年8月1日'~i'" ・~H郵;泌物，\2.uf 

時
代
に

つ
い
て

(
N
)
 

ま
し
て
汗
ば
な

い
こ
と
を
、

た
か
だ
か
会
社
に
人
っ
て
数

年
し
か
杭
っ
て
い
な
い
く
せ

に
無
能
だ
か
ら
庶
務
な
ん
て

代
総
む
な
い
係
に
川
さ
れ
て

い
る
の
に
、
そ
う
い
う
山
は

も
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
の
山
党

も
な
い
の
だ
。

「
お
ー

い
」

態
と
大
き
な
り刊
で
応
侍
す

る
こ
と
に
し
た
。

そ
れ
こ
そ
パ
ン
を
た
べ
よ

う
と
す
る
と
パ
ン
を
切
る
こ

t

B

E

L

-

-

i

}

l

F

，i 

と
カ
汁
市
小
そ
う
ナ
U
U
利
用
仏
川
ん
ど

っ
た
.
ず

っ
と
仰
に
、
ま
だ
桁
が

峨
後
の
-
M
K

い
を
伐
し
て
い
た

頃
流
行
し
た
、
リ
ー
ゼ
ン
ト

ス
タ
イ
ル
の
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル

で
州
民
の
m
H
だ
っ
た
。

あ
の
頃
は
ポ
マ
ー
ド
が
口

え
な
い
貧
し
い
行
い
む
の
が

多
く
て
、
ポ
マ
ー
ド
が
わ
リ

に
配
給
の
マ
ー
ガ
リ
ン
で
安

を
ぴ
た
っ
と
お
さ
え
た
リ
し

て
い
る
の
む
け
っ
こ
・
7
山
山

い
て
、
側
に
し
つ
こ
く
つ
き

ま
と
わ
れ
て
凶

っ
て
い
る
の

が
傍
付
に
は
治
俗
だ
っ
た
が

勺
の
本
人
に
と

っ
て
は
そ
れ

ど
こ
ろ
で
は
な
い
点
州

M
な

問
題
で
あ

勺
た
の
だ
。

『
ゃ
あ
」

と
い
と
'
U
M
H
却
な
民
間
W
を

し
て
き
た
。
ま
る
で
ト
年
米

の
知
己
を
相
手
r
に
し
て
い
る

ト
ぞ

7
に
。

吹
け
ば
と
ぶ
よ
う
な
奴
だ

な
と
・
以
介
は
お
も
う
。

以
近
こ
う
い
う
予
介
い
が

多
く
な

っ
て
き
た
。
A
ー
は
も

う
や
め
て
し
ま
っ
た
の
だ
が

作
介
が
会
批
に
い
た
頃
む
昭

仰・
h
ト
年
代
に
な
る
と
特
に

そ
う
い
‘
ヲ
奴
が
自
伝
っ
て
き

た
よ
う
だ
。

必
い
病
気
が

一
気
に
病
状

を
必
化
さ
せ
る
の
と
同
じ
よ

う
に
、
%
が
つ
く
と
そ
う
な

っ
て
い
た
。

そ
れ
は
会
社
の
主
総
の
必

化
と
ら
つ
な
が

っ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。

庶
務
の
似
が

mumの
織
か

「
印
鑑
つ
い
と
い
て
く
れ
、

ら

大

き

な

山

で

ば

ら

」

「向
上引
き
ん
、
山
納
得
の

h

川
げ
介
は
安
物
の
二
丈
川
会』

印
銀
、
き
ち
ん
と
わ
ね
断
い
し
投
げ
て
や

っ
た
。

ま
す
よ
」

『

本
人
で
お
剛
い
し
ま
す

と
?
H
・1

よ
、
仙
川
川
で
す
か
ら
」

相
手
'
が
H

札
口
び
そ
う
な
こ
と

「
忙
し
い
ん
だ
よ
、
こ
ち

で
も
J
い
万
が
あ
る
む
の
だ
。
ら
は
卜
八
時
間
も
酬
い

て
る

巴
巴

連載小説く40)「
河
本
。
き
こ
え
る
か
」

泌
Mm
の
連
中
が
び

っ
く
り

し
て
、
こ
ち
ら
を
む
く
。
山

で
ヤ
ツ
ホ

l
、
ヤ

ッ
ホ

|
と

山
を
か
け
あ
っ
て
い
る
感
じ

だ
。

，... 
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ん
だ
か
ら
。
お
前
仕
が
な
ん

か
な
い
ん
だ
ろ
う
。
何
日
タ

イ
プ
の
練
刊
に
で
J
U

会
社
に

き
て
る
ん
じ
ゃ
ね
え
の
か
L

「
川
な
奴
が
つ
け
ば
い
い

ん
だ
よ
。
十A
が
つ
い
た
ら
黙

っ
て
つ
く
よ
う
に
し
と
け
」

「あ
、
そ
れ
か
ら
社
以
に

そ
う

J
わ
れ
た
と
制
限
行
し
と

け
よ
」
と
品
川
町
を
山
て
行

っ
た
こ

と
が
あ

っ
た
。

F

、:ド
川刊刊い.しν
紅
勾
カ

鋭
の
山
ほ
は
で
は

の
ポ
ケ
ッ
ト
を
ま
さ
ぐ
っ
て

姥
俗
と
ラ
イ
タ
ー
を
と
り
出

す
。憶
は
や
ラ
イ
タ
ー
を
い
れ

る
場
刈
く
ら
い
き
ら
ん
と
き

め
と
け
や
と
山
介
は
心
の
な

か
で
い

-urし
く
岐
〈
。

と
気
忙
し
く
州
小
を
い
に

く
わ
え
、
.h
刊
の
芯
子
ラ
イ

タ
ー
で
怜

.q
に
火
を
つ
け
よ

う
と
す
る
の
だ
が
、
も
と
も

と
.h
円
で
は

.U
チ
ラ
イ
タ
ー

を
つ
く
る
こ
と
白
休
が
無
川

で
あ
る
か
し
て
ラ
イ
タ
ー
が

万
へ
肢
配
し
て
ま
た
い
止
…
殺
に

無
駄
な
ぷ
火
を
吊
一ね
て
た
ま

た
ま
似
然
に
州
市
に
火
が
つ

い
た
引
に

は
川ひ
介
の
い

M
L疲

れ
は
て
て
し
ま
っ
た
よ
う
な

気
分
に
な
っ
て
い
た
。

「山
本
さ
ん
で
す
ね
t

と
そ
の
引
は
枇
初
の

一
服

ニ
山械
を
泌
〈
吸

っ
た
り
叶
.5

山
し
た
り
し
な
が
ら
い
う

「う
ん
。
そ
う
だ
が
」

「
じ
つ
は
昨
日
佼
浅
く
向

上中
さ
ん
に
会
っ
て
く
れ
と
屯

請
が
あ
り
ま
し
て
」

女
の
子
た
ち
の
間
で
流
行
し

て
い
る
ハ
ン
ツ
、
戦
時
中
の

モ
ン
ぺ

、

一
九

-h
十
年
代
の

マ
ン
ボ
ス
タ
イ
ル
な
ど
に
む

似
た
上
は
ゆ

っ
た
リ
し
て
い

る
が
光
が
細
い
ズ
ボ

ン
を
は

い
た
仰
を

v
mに
拡
げ
た
の

を
閉
し
た
り
聞
い
た
り
し
だ

I
』
れ
~映
の

l.に
出
い
た
令
で
映

を
ひ
た
ひ
た
と
叩
き
だ
す
。

P

犯
に
九
月
じ

っ
と
し
て
る
こ

と
が
山
米
な
い

ル仲
間
の
人
の

よ・
7
だ
。

「
ま
、

一
応
お
会
い
し
ま

I
F
し
た
か
ら
こ
れ
で
失
礼
し
ま

h
m叫
す

」

柳

川

「
ま
、

一
法
っ
て
く
れ

・
品
川
よ
」

q
'
d

「
で
む
何
も
お
ぷ
は
な
い

V

E
A肌
・
ょ
う
で
す
の
で
」

1

i

l
 

州

L
仇

wu.A
Mιけ

「訴
は
な
い
の
だ
け
ど
、

h
n
H
I
veh
仙
刷
門
司

'
Eト
'

'
i
H肋

r

酬
叩

J
h
m
H
H
H
H
そ
・
ヲ
は
い

っ
て
も
さ
み
」

l

i

--

叫

コ
』

「被
れ
て
い
ま
す
か
ら
」

「
そ
の
ど
う
い
う
訓
子
ど

っ
た
ん
だ
ね
。
屯
t
州
の
，
d
で

ふ
ふ

か
っ
た
色
版

き
が
な
い

.' 
，....."~，~ 

。
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u
tが
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
と
一

瞬
も
じ
っ
と
し
て
い
な
い
。

幼
の
日
・
h
の
よ
・
7
だ
な
と
沙

介
は
峨
時
中
刷
仰
が
此
依
品
で

あ

っ
た
.
陥
泌
を
削

っ
て
い
て

そ
の
仰
に
桁
労
を
し
て

T
か

っ
た
こ
と
ま
で
お
も
い
だ
し

た
。限
必
山
の
怖

ι・
'
に
深
深
と

川
崎
を
か
け
て
、
脚
を
大

5
〈

V
山

rmに
聞
き
こ
れ
で
少
し

は
必
ね
く
の
か
と
み
て
い
る

と
す
ぐ
に
附

f
に
浅
く
腰
か

け
な
お
し
て
、
仰
や
ズ
ボ
ン

な
か
な
か
お
火

L
S
い
の
で

b

ゐ
'hv
。
こ
の
、
将
の
汚

い
、
リ
ー

ゼ
ン
ト
の

、

「
ゃ
あ
」
の
、

怖
い
茶
の
色
似
M
M
の
川内
は
何

度
2
U
何
段
も
w
M
火
を
ぷ
み
て
、

カ
チ

ッ
と
い
う
丸
山
H

だ
け
を
く

り
か
え
し
て
飽

3
る
こ
と
が

な
い
よ
う
て
あ
る
。

そ
の
う
ら
そ
れ
こ
そ
川
巡

っ
て
偶
然
に
ぷ
火
し
た
が
附

が
大
き
く
以
す
ぎ
て
、
ハ
仰
の

先
を
、
}
が
し
そ
う
に
な
る
。

ガ
ス
の
い.m
を
マ
イ
ナ
ス
の

「
ど
ん
な
.
袋
件
で

「
さ
ん
。
そ
れ
が
、
会
え

ば
分
る
と
い
-
7
-
}
と
で
し
た

の
で
」
「州
る
な
、
そ
ん
な
岐
川
町

な
川
で
は
L

「
い
や
ぱ
く
の

U
-
』
そ
同

リド
よ
す
よ
t

き
ん
さ
ん
し
た
い
仙
い
山
で

.』う
-J

い
な
が
ら
こ
の
%
の

打
に
も
川
弘
や
り
が
山
て
き
だ

し
た
よ
う
ど
』

州
安
・
り
ず
け
.h
は
し
ょ

っ

十り
ゅ
う
品
川
さ
続
け
て
い
る
今

.. 、
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U
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同巴

テーブル型TVゲーム機 (TABlEVIDEOS) 

llij 機種名(メーカー名)
1"1 MODEL (MANUFACTURER) 

削

1" 1 
評価

(RATING) 

ゐ1f-純針If版物at可

~ne司

。
@

@

4

@

@

7

8
@
ω
 1 1 

12 

13 

14 

15 

ロードランナ一 (アイレム)
Lode Runner (lrem)................... _.. _......……-・・・ ・・ ・9.00

空手道 (デー タイ ー スト )
Karate Champ (Data East) ....................................8.80 2 

キックスター ト(タイトー)
Kickstart (Taito) .................... .............. ... ... ........7.60 

2 クラウンズゴルフ (エスコ 11易)
Crowns Golf (Esco)・・・・・・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7 . 48 

ソンソン (カプコン )
Son Son (Capcom).............................................7 . 33 

ハイノfーオリンピ ック'84(コナミ )
Hyper Spo門s(1くonami)・・・・・・・・・ ・・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .7 . 00 

ア ッポー(セカ、、社)
Appoooh (Sega) ................................................6.75 

vsシステム テニス (任天堂)
VS. System Tennis (Nintendo) ・・・・・・……一. . . . . . . . . . . . . . .6 . 39 

3 

4

@

@

7

 。
。12

4 

ジャイロダイン (タイ トー)
Gyrodine (T aito) ........ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6.25

v sシステム ベースボール (11:天堂)
VS. System Baseball (Nintendo) .，. ... ... ..... • .. • ...... • '6.24 

9 ギャプラス (ナムコ )
Gaplus (Namco) ................................................5.73 

山11ト大相撲 (新1::1本企阿)
Sumou (SNK) ................................... ................5.60 

フリ yキー(セガ社)
Flicky (Sega) ........ .. '" ... ... ...... ................ .. • ..... .. 5.55 

6 ビクトリアス ・ナイン (タイトー)
Victorious Nine (Taito) .......................................5.33 

3 10 

1 1 

@ 

a 16 
5 

7 

15 15 

16 11 

サンダースト ーム (データイ ースト )
Thunder Storm (Data East)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7.80

2 T X-1 (辰巳電了)
TX-l (Tazmi) .....................................・・・・・・・・・・・・・・7.11

パンチアウ ト(任天堂)
Punch-Out (Nintendo) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. . .6 . 15 

ポールポジシ ョンII(ナムコ)
Pole Position II (Namco) ....................................6.11 

3 

4 

6 
ファイアーフォックス (アタリ )
Fire Fox (Atari).............................................一..• '5.00 

マ ッハスリ ー(タイト ー)

M.A.C.H.3 (Taito) ... ・・ ・・ ・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.86

スターウ ォース (アタリ )
Star Wars (Atan) ................................................4.78 

9 

7 

ポールポジシ ョン (ナムコ )
10 Pole Position (Namco) ・・・・・・・・・・・・・-・. . . . • . .・-・.. . . . . . . . . 4 . 71 

「
d 

インターステラー (フナイ)
Inter Stellar (Funai) .............................................4.50 

ウル トラクイズ (タイト ー)
Ultla Quiz (Taito) ................................................4.17 

8 チューブパニッ ク (日本物産)
T ube Panic (Nichibutsu) ......................・..・.• . . • . . • .ー"4.00

レーザーグランプ リ (タイト ー)
14 Laser Grand Prix (Taito) .......................................3.77 

17 12 
フリツノ〈ー (FlIPPERS) 

19 13 ノぐーディ ーキング2 (タ イトー)Birdie King 2 (Taito) .............. ... ...... ...................4.38 2

@

4

@

 

リングファイター(タイトー)
Ring Fighter (Taito)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ . . . . .4. 29 

ファイティング アイスホ ッケー(データイースト)
24 Fighting Ice Hockey (Data East)..............................4. 25 

20 16 

@ 

麻雀教室(新日本企画)
18 Mahjong Kyositsu* (SNK) "一….. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4 . 25 

エクセリオン (ジャレコ)
Exerion (Jaleco) ・.• . • • . • • . . • . . • . . . . . • . • • . • • . • • . . . . • . . • . . . . . . . • . 4 . 19 23 19 

24 17 チャンピオン ・ベースボール パー トII(アルファ電i)Champion Baseball Part II (Alpha) ・・・・・ ・・ ・・ . . . . . . . . . . . .4 . 11 

ゼービウス(ナムコ)
Xevious (Namco).............一一一一…一.. . . . . . . . . . . .一一'4.0925 15 

谷 TheTrad巾onalJapanese Games 

評価

(RATING) 

銅賞。ヶーン d ンの~iì~正被袖を禿上1 1 と 人気度かり見たうン?付けて、骨::tへ レークーの判断
によるテー?を集計、ぞの平均値告示したむの 獄字の悲味は10・ニれ以上ない4量発的な人気
とうも上け 、 9 す I~ りしい人気と先上け 、 8 大変いい人気と売上1 1 、 7 いい人気と売上げ、
6 まあいい人気と先上付、 5 平問的与もの、 4 平均以下{以下省略}

ファイアーノぞワー II(ウィリアムズ)
Fire Power II (Williams)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・'6.50

2 ジャックス ・ツー ・オープン(ゴット リーブ)
Jacks to Open (Gottlieb) ....................................... 5.50 

4 アマゾンハント(ゴッ トリ ーブ)
Amazon H unt (Gottlieb) ....................................... 4.50 

ローヤルフラ ッシュoX (プットリーブ)
Royal Flash DX (Gottlieb) ....................................4.50 

エ ックスズオーズ (パリー)
X's & O's (Bally) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ . . . . . 4. 00 

、d

3 

7 

ぜ
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展
示
等
す
る
行
為
、

弊
社
の
権
利
を
不
当

TM 

れ
ら
の
製
品
を
使
用
し
て
営
業
す
る
行
為
は
、

に
侵
害
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

分
ご
注
意
賜
り、

各

位

業
界
秩
序
の
維
持
、

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
七
月

アップライト、 コックピット型TVゲーム機
(UPRIGHT /COCKPIT VIDEOS) 

機種名(メーカー名) ‘ r 

MODEL (MANUFACTURER) 言干{面(RATlNG)

日 vs. レ~~:J~" ~J~. 
。1984Nintendo CO.，ltd. 

、園， ピル解体の
プロフェッショナル
ユニークに畳場/

信

か
か
る
行
為
の
な
き
ょ
う
充

健
全
な
発
展
の
た
め
に
皆
様マ95-2628

基板セットの

「ゴルフJrピンボールJを

格安価格で販売しております。

イ幸夫望株式盆社

， 

さ
て
、
此
度
の
新
製
品
「
vs.

「ピ
ン
ポ

l
ル
」は
、
弊
社
が
独
自
に
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で

あ
り
、
こ
の
機
械
に
関
す
る
一
切
の
権
利
の
所
有
者
で
あ
り
ま
す
。

従

っ
て
右
機
械
を
無
断
で
模
倣
、
ま
た
は
こ
れ
に
類
似
す
る
製
品

を
製
造
、
改
造
、
販
売
、
輸
出
、

も
し
く
は
こ

平
素
は
格
別
の
お
引
立
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

レ
ッ
キ
ン
グ
ク
ル
l
」
「ゴ
ル
フ
」

日謹

全ヒ
Eヨ

〒101東京都千代図区御回須田町ト22 TEL03(254)1781 
〒542大阪市南区長翁矯筋1丁目32 TEL06(245)4155 

8 ジャンゴウナイ ト (日木物産)
Jangou Night繁 (れ1ichibutsu) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5.14

パ/レカス (カプコン)
Vulgus (Capcom) .............・..・..・.. . .. . .. . . . . . . .. . . . . . . . . . 5 . 00 

ギャラヵ.(ナムコ)

Galaga (Namco) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4.70

18 14 日ifd;九二ふJJf?) 447 

モナコグランプ リ (セガ社)
Monaco G. P (Sega) ・・・・ ・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3 . 67 

14 11 アストロンベルト (セガ社)
Astron Belt (Sega) ........・・・ ・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3.50

スタープレ イザー(セガ社)
Starblazer (Sega)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3.38

調査ご協力庖(順不同)

ルナパ-7(JU京・新1(1)、ロサ ・ゲームラ/ド(東京 ・池袋)、ドリームイン河原田r()jo: r.11 . PLI 糸川m~

師f)、タイトースベン今ル{大|絞 ・梅1Jj)=1附タイ1.一 ; .J&B(東ぶ .j!jII[l) . U FO(!I!京 i'H干上d
セガセンター ・ニュー光(大阪 心t古紙)、モンテカルロ虫:命 (}~~有11 . .lt医)=Imセプf・モンターブライ
セ'え， ゲームスへース ーミライヤ(3145i〈・;'，lilll).ブレイ ンティキ々 ロ γト割Htt1.); (!R J;i . t，片付j)、ピ
yグキャ口ッ 1.i1j tβlお (!I! ，;( • tfr 1，如 、なん!;fシティピ yグキベロ yト()，:r，li 縦波)=(附十ムコ ， ゲ
ーム77/タジア ・シグマ(止とボ i.~~ ~千 ) 、 ゲーム 7 アン タ ジア ・ イズミ( 点 ，;( • tlj'!i'i) .ゲームファン
タジア ・スーハー11(点以 池災)=(1相シグマ ， ゲームスホ ，1 チェスター1大阪・働111)、アノニ
ティ ハー7・リノ T'IIII;JJ，li(大Wi・r11 liij) ¥1羽アホロ ; カーニパルヴラザ l~tJ;( • i'Ji'l;'i)で(J和エスコ
tTL;， ワール ドゲーム ・ミヤコ(点以 祈lil)=(f特445i〈キ、ビオート ; ゲームブラザ ."，ルビア¥~( 
，i'~ ・ 割flfi) =(ω*~;(マルサン . 私鉄レジャッ 7(1'，山M. ~(，iíj) =(f.j;) JK~'f'ifjj会 ， ビデオイン ・キャ y
スノレ(小:ir. !lI( JilI ) = (f川、、ド会館:; ビデオイン マツヤ(3itEll 今lii川)=世相側1111師会 ; Ej主ゲーム
セ/ター(大|以 ーI;.j主)= ;t< ~!~(111. 

'‘ 、d

匪璽
EEZE 

，.... 

. 
り/

好評発売中/
~.>I去を (1 11 治する、'，Li:n支持jの

，... 

本 社:干167東京事併芸並区上荻2・31・12ヒ工ース荻窪念(03)392-4151大阪営熊所 .干552大阪市港区弁天5-10-23草鶏ビル ft(06)573・2511
研 究 所:干 1 67 東京都杉並区南荻窪4・41 -10デ-'1イーストピ)~n(03)331 -544 1 福岡営業所 :〒81 6 権問市博多区東光寺町1・2・2前回ヒ'J~ n(092)474-0120 
仙台営業所 :〒980仙台市上杉ト15-24林産上杉ピルft(0222)63-0646樟式会社内・札幌:〒064札幌市中失区南21条西12・879-15fi(01l)562-2415 
傘士畠骨盤面・ 字Æ~Æ 名古屋市千様区理事肉通り 6-28 ft(052)762-5222 

l 二ト|・一団



(28) 1.11 '. H:蜘i泌物~可

英文版業界二ユース

ゲームマシン第241号1984年8月1日mニH!lili(ol! ~句..:1. 11 r ゲームマシン第241号1984年8月1日(29) 

自畿11議jgzjiiijj::;::::::::::::::::::::;:::::::;;:: ! 
10 asserl Ihat a person who uses a 
knife be pUl under Ihc licensing sys・
tem， as a knife can bc used as a nurder. 
ous weapon?"， he replied:“No. It is 
because we found that video games 
occupied lhe vast majorily of those 
seized in lhe ωses of gambling using 
gaming devices." Now， whal kind of 
video ga l11e品 wereamong thc seized 
Illachines? Asked so， he rcpl ied: 
“Card games such as“TV Poker:' 
horse racing， etc. Arnong the scized 
ga mc品， the so.callcd heallhy arnusc. 
I11cnl games wcrc vcry few." That is， 
from lhc POilH of vicw of pt'evention 
of garnbling， il was madc clear Ihat it 
is quilc unfair that hcalthy arcade 
videos be includccl. 
After all， howcver‘the majot'ity of 
lhc commillemcn clid nOI dislinguish 
belween heallhy and unhealthy garne 
111ωhine品.Thcy passcd Ihe bill sirnply 
by making amenclrncnl Ihal Ihc lime 
limit of adrnission of rninot's late al 
nighl can be movcd up. How shameless 
the majorilY of Oiclmen? Alllhc COIll. 
milleemen has bccn opposed lo inclu-
sion of garne cenlcrs in Ihc calegory of 
“Fuei". For refercnce， the Libcral. 
Democratic Party‘I he .. Komei" Pa rty 
and lhe Oemocral ic Socialist Party 
supporlcd lhc bill‘while Ihe Socialisl 
Party ancl the Communist Parly 
opposed 10 il. The lallet' IWO had 
broughl lln amcndmcnl -even when 
lhc provision 01' operat ion No. 8 is 
inevilable， garnc machincs should be 
dividcd bctwccn hcalthy and non. 
heallhy ones‘and minors should not 
be admilled lo ccnlerS where game 
machines， which arc apl 10 be used fOI 
gambling. 
In Japan. if Ihc bill cloes nOI pass 
Ihe I茸(ouseof Counsclors wilh Ihe same 
COnlenlS， it cannOI be legislaled. So， 
of July J 0， fUlurc dcvelopmcnls 
remain yel 10 bc known. Ilowcvcr. if it 
is legislaled， chilclrcn can play S(OI rna-
chines and TV pokers (Ihough Ihe 
lrade people are volunlarily prohibil. 
ing sllch opera 1 ion)、andil is Ihe 
governmenl Ihat alllhorizcd il! It is 
cerlain thal Japan will draw allcnlion 
as a very slrangc country. We believe 
we musl prevenl such a Ihing・.

The Bill of Rcvision of the Conlrol 
Acl of Enlerlainmenl and Amusernent 
Trade was pUl 10 subslanlial delibera-
lion from J unc 21 allhe Local Adrnin. 
islrativc COlllmillcc， the House of 
Representalives， and lhe Commitlee 
senl lhe Bill with amendmenl to the 
plenary session on July 5， and on July 
6 il passecl Ihe plcnary session， and 
was brough t before lhe HOllse of 
COllncilors. The bill ncwly includes 
game cenlers. which havc so far nOI 
been "business which may affect 
public morals" (under Ihe licensing 
syslem)“Fuei"， in Ihose businesses. 
The conlradiclory poinls were hOlly 
discussed at the Local Administralive 
Committee、IheHousc of Represenla-
lives， bul Ihe insislencc lo one point 
has remaincd unchanged all lypes 
of localion bc included in “operation 
No. 8" as a“Fuci"， as long as game 
machincs <lrc localecl (excepl fOJ 
opcration No. 7 ITHlchines， such as 
machines for pachinko parlors). (n the 
original bill， il was Slatecl thal minors 
can play by 10:00 p.l11. Latcr， how. 
ever， il was amcndccl al Ihe Commitlee 
so Ihal Ihe Iil1lit tirnc bc moved up 
10 some limc beforc 10:00 p.m. lt is 
possible Ihal、atlhcトlouse0 f Council. 
ors、IheBill is furlhcrmore changed. 
Thus. Ihe bill was broughl before lhe 
tプ101lseof Councilors withOlll solving 

House 

the differences between them?" Oirec. 
lor Suzuki stood speechless. At Ihe 
Local Administrative Committee meet-
ing， thc Housc of Representatives， Ihe 
govcl'l1ll'lent committeemen simply 
rcvealecl Iheir ignorance. As for lhe 
dcfinition of gambling devices， they 
macle a very strange reply. When Oirec. 
tor Suzuki was strongly pressed upon 
by Ihe queslion，“Now、doyou want 
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Ploblem IIOperators 

Bill Lower 

Gaming 

Passed 

operations under Ihe licensing syslcm， 
and under strict controJ conccrning 
business hours， elc. However， di rfcrcn t 
from the othel“FueiぺrninorslIndcr 
18 years old can be admitted lo gamc 
centers by 10:00 p.m." 
When a Oielman， pUlling up PC 
board of“Pac-Man" in his Icfl hand 
and thal of "TV Pokcr" in his righl 
hand， asked，“How do you say aboul 
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オートバイで次々lこ股定されたコースを突っ走って下さい。

コース」こには、ドラム缶、敵車怠どガ次々に現われますの

で、エンジンブレーキを上手に利用してかわし、ゲートに

ゴールインする爽快怠オートバイゲームです。

"Bell Corp. is Copier" 

Dear Sir: 
As a subscriber to your excellent 
publication， “'Game Machine': we 
have found your Hit Game column of 
invaluable use in selecting new games 
for our operation. 
We were， however， dis.turbed to see 
that a Company in Hong Kong is mis. 
leading world buyers and damaging 
your reputation as a magazine by 
changing lhe position of games on 
your Best Hit Games 25 Chart. 
You will notice on the attached 
copy that positions 1 and 14 have 
been changed 10 misrepresent the 
game rating -because the Company 
concemed has those partiαtlar boards 
at a special price. 
We have never p必cedall order with 
this Company， nor do we intelld to sit 
by and allow other operators to be 
trapped into buying through jト'audu.
lent practices 
We hope in drawing this matter to 
your attention you will see fit to 
publish this information so that other 
operators can be wamed about this 
Company's practice. 
You may use this letter inんll，or ' 
in part in your publication. 

conlradiclory poinls. 
The Government and Ihe police 
aUlhorilies are endeavoring so thal 
lhey urgenlly eSlablish Ihe bill. How-
ever、bOlhthe parly in power and lhe 
opposition Oooded lhcm with ques. 
lion~. pUI ting thc govcrnment com. 
mitleemcn in grcal lrouble for 
swers. Oircclor SUl.llki， Safcty Oepart. 
I11cnt 01' thc Policc Agcncy， slaled in a 
series of Ihese delibcralions: “We 
inlend to ncwly includc garne centers 
in thc calegory of "Fuei"， aimed 10 
prevent gambling and also prevent 
those game cenlers from bccorning the 
haunl of dclinquent minors. (n Japan， 
slυI machine品 are1101 gambling de-
vices. In the case of gambling using a 
gaming device， il is not 11lflchines 
lhal do wrong， blll operalors Ihal 
commil a sin. Addilionally， we cannol 
dislinguish healthy video games from 
Ihose which are apt 10 be used for 
garnbling. Arcade videos of sports like 
aS baseball can also be uscd for gambl・
ing if scores can bc displayed. Further. 
more，忌implyof changing software in 
video games， lhc game contenls can be 
changed. Thus， since game machines， 
which are said to be healthy， can be 
used for gambling， we ll1ust place theil 

as 

Corp.， HK， Clearly Offers 

copier. In (J) Bell changed No. 1 frolll 
Taito's“Victorious Nine" to Tehkan's 
“BOI巾 Jack"of No. 14. ln (2)， Bell 
offered “Bomb Jack" for JYEN 
80，000， while il offered the original 
“somb Jack" for .JYEN 110，000. In 
short， sell belrayed that “Bomb 
Jack" for 80，000 yen is an unautho. 
rized copy. 111 order to sell the copy 
by all means， 8ell committed unautho. 
rized change of “Game Machine". 
Th is ca nnot be. lrea ted as a“funny 
story" . 
1 would like 10 say 10 the operalors 
across lhc world. How much Ihe 
manllfaclurcrs' efforls and crealive 
will have been damaged by those 
notoriolls copiers! ln any counlry 
which has been flooded with unaulho. 
rized copies、thetrade has always been 
exposed to the danger of collapse. 
Please keep this in mind. Anyone who 
says jt's not his concern whether or 
1101 the trade be destroyed， is none 
other than the Irade's enemy. 

Boards Copy 

Bell 

Unauthorized 

an・

~‘ 
》

ヘリコプターを上手に操作して敵戦闘機、敵のヘリコ

プタ一、戦車、戦艦などを、マシンガン及びホーミング

ミサイルで撃墜するゲームで、次々に移り変わる画面と、

リフフリティーなキャラクターと臨場感はプレイヤーを楽

しませてくれます。

フリッパーの盤面|こあるゴールドメダルを3

個獲得すると左右のスポットターゲツトガ用

意され、 5個撞得するとボーナス倍率ガ集計
後も有効となる怠ど、スポーツをテーマにし

だマイルスター柱の蹟新型フリツHーです。

〔ザ・ザ-~ス】l

l口iで3.500%円型
コンパクトに町ける

Yours sincerely， 
John Bowly， General Manager 
Associated Leisure Jndustries (AustJ 
Pty. Ltd. 

，.‘ 
、d

命
可11

AlI 

持しくは下Ieへお問い合わせ下さい

ASAHI ENGINEERING CO.. Ltd. 

[Editor's Note 1 
Enclosed togelher with the above 
letter are: (1) a copy of Bell Corp.'s 
leller head on which a falsified version 
of “Game Machine's Best Hil Games 
25" is primed， and (2) a copy of Bell 
Corp.'s“Bell New Offer No. 40616" 
(Hong Kong， J une 16， 1984). (1) is a 
reproduction of “Game Machine" 
afler some change withoul any per・
mission. Bell Corp. infringed upon 
our copyright， and demaged our re・
putation by printing counterfeits. 

lt is said lhat BeJJ Corp. is relalcd 
to Falcon Co.， Ltd. in Japan that went 
bankrupt. In fact， it is thal it is relaled 
to Falcon Inlernational Inc. in thc 
U.S. - a notorious internalional 

Editor: Masumi Akagi 

Amusement Press， Inc. 
9・16.Kamiyamacho. Kita.ku. 
Osaka. 530 J apan 。1984Amuscment Prcss. Inc. 
I'rlntcd In jap川1. 
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株式会社9-.'ト-P
TAITO CORPORATION 

自

.13 
h ・崎同唱岬町

アミユースeメント・マシンの製造・販売・賃貸・輔出入/屋内外レジャー施設の企画・設計・施工・運営サービ、ス/ボウリング関連機器の販売・サービス

‘J除

コインを入れると音量長ガ鳴り、①のボ

タンを押すと、 Hツクンの手ガターン

テイフルの函に下がります。

ッスタート」の音声と共に、キャンデ

ィを手の平に蒙ゼ(100%手の平に乗る

緩怠僧造)@のボタンで閉じたり関い

だりしているパックンのロにタイミン

クよくキャンディを入れると、

昂ガ下の受口から出て来ます。

rヨーイ

その景

ι~Jl~~孟主.7';".

T人から4人8:で岡崎にプレイすることガでき、おそ子僚

!こも手際に楽しんでいだだけるよう!こ、キャビネットの

高さを低くした新段Atです.
従来のクレーン!こ比べ、.窓Z草花形を象った明るい色彩で、

2度型軽昂ガ狙えるダブルチャンス方式のクレーンです。
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この
不思
議な
おも
しろ
さ1
N:
:;
l~
なの
です
/
】E

こ
れ
を
取
れ
ば
魔
法
の
力
を
発
揮
し
ま

そ
う
/
今
話
題
の
RP
G
な
の
で
す
。
遊
び
方
は
、
詳
細
な
シ
ナ
リ
オ
を
読

ゴ
ー
ル
デ
ン
ナ
イ
ト

メ
イ
ズ
キ
ー

ま
な
く
て
も
大
丈
夫
。
黄
金
の
寄
託
と
「ギ
Jレ
J
を
操
作
し
て
、
迷
路
内
の
鍵

ト
ン
ズ
ラ

を
と
り
、
迷
路
を
な
る
べ
く
早
〈
脱
出
し
て
下
さ
い
。
途
中
に
現
れ
る
「
ス

ソ
ー
ド

ラ
イ
ム
」
や
「
ブ
ル
ー
ナ
イ
ト
J
な
と
'の
敵
は
、
ボ
タ
ン
を
押
し
て
剣
を
抜

セ
ン
タ
ー
ト
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ッ
ク
ス

ゲ
ー
ム
中
、
現
れ
る
宝
箱
に
は
、

ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ゲ
ー
ム
シ
ナ
リ
オ
に
従
っ
て
、
主
人
公
の
役
割
を
演
じ
て
い
く
ゲ
ー
ム
。

ヒ
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煙
草
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@
画
面
/
左
右
に
ス
ク
ロ
ー
ル
し
ま
す
.
(官
ギ
ル
/
剣
を
抜
〈
と
き
は
ポ
?
ン
を
持
し
て
下
さ
い
.
盾
は
剣
を
抜
い
て
な
い
符
l立
、
い
つ
で
も
使
え
ま
す
.
:c:
持
物
/
宝
箱
を

と
る
と
増
え
ま
す
.
底
部
〉
カ
を
発
簿
す
る
品
物
て
す
.
⑤
出
ロ
/
カ
ギ
剖
寄
っ
て
い
れ
ば
、
次
の
面
に
移
れ
ま
す
。
⑤
カ
ギ
/
1面
tこ
l倒
落
ち
て
ま
す
.
②
ス
ラ
イ
ム
/

ブ
ヨ
ブ
ヨ
す
る
と
聖
書
〈
合
伺

.
飛
ぴ
力
、
か
つ
て
き
ま
す
.
~
ナ
イ
ト
/
ド
ル
ア
ー
ガ
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
騎
士

。
生
身
の
人
間
で
は
な
い
の
で
、
一
豊臣
て
倒
す
二
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
⑪
メ
イ
ジ
/
ド
ル
ア
ー
ガ
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
魔
術
街
。
突
然
現
れ
て
衡
を
使
い
ま
す
.
ゆ
宝
箱
/
侍
身
現
れ
ま
す
。
持
物
の
必
要
な
い
人
l車
、
取
ら
な
〈
て
も
け
っ
ニ
う
て
す
。

き
、
倒
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
イ
テ
ム

い
ろ
な
品
物
が
入
っ
て
お
り
、

ゴ
ー
ス
ト
ウ
ィ
ザ
ー
ド

す
。
幽
霊
や
魔
法
使
い
の
攻
撃
を
か
わ
し
、
「
ド
ル
ア
ー
ガ
」
を
も
倒
し

ラ
ス
ト
オ
フ
ジ
ヱ
ク
ト

て
「
カ
イ
」
を
救
出
す
る
こ
と
が
最
終
目
標
で
す
。
ゲ
ー
ム
終
7
後
コ
イ

ン
投
入
で
続
け
て
プ
レ
イ
で
き
、
飽
き
る
こ
と
の
な
い
多
彩
な
ド
ラ
マ

い
ろ

が
展
開
し
ま
す
。
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